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零章　黒き翼の萌芽　Craving for Domination






「この世界を支配バージヨンアツプしよう『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲシユヴアリエ』」




　それは『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』と呼ばれた『彼女』にとって、まったく予想だにしない言葉だった。

　全感覚投影型ＶＲオールネスヴアーチヤルリアリテイバトルゲーム『ＢＬＡＤＥ－ＬＩＮＫブレードリンク』。

　そのトレーニングルームと呼ばれる場所にいる『彼女』とその『パートナー』は、今の今まで次のバトルで使用する奇術チート、ひいては最近の《最弱の騎士ナイツ》について意見をぶつけあっていたはずだ。

　それが、いったいどうしてそういう話につながったのか。

　さっぱりわからなかったから、『彼女』は『パートナー』にそのまま言う。

「……いみがわからない」

『彼女』からすれば、それは会話の拒否でもあったし、ＮＯという態度表明でもあった。

　だが『パートナー』はまるで頓とん着ちやくせずに続ける。

「僕にとってブレードリンクはこの世界そのものだ。だから、ブレードリンクの支配は世界の支配を意味する。そして──僕は君とならこの世界を支配できると思っている」

　抑揚のない言葉。機械的な通知。

　通じない言葉にため息をつきたくなるのを堪えて、『彼女』は呟つぶやく。

「たとえ支配できたとしても、するつもりはない」

　首を横に振った『彼女』に、『パートナー』は不思議そうに首を傾かしげる。

「なぜだ？　そもそも君は持てる力を発揮するため、この世界をより良いものへと変えるために《最弱の騎士ナイツ》を作った。であれば世界の支配はその最短の道であるはずだろう？　事実彼らもそう思っている」

『パートナー』の言う『彼ら』を思い浮かべて、『彼女』はさらに声を落とした。

「……ちがう。ぜんぜんちがう。すくなくとも最初はちがった。今の《最弱の百騎ナイツ》はわたしがめざしていたものじゃない」

　いくら言っても伝わらない。その絶望的な実感がありながら、『彼女』は懸命に続ける。

「あなたが最初からそのつもりなら、《最弱の百騎ナイツ》なんてつくらなかった。それならわたしは──」

「君は自分自身をわかっていない。持てる力を振るわないのは罪だ」

　感情のこもらない言葉。

　ただ事実を紡いだだけそのセリフに、『彼女』は視線を下に落とす。

　──これ以上は、どうにもならない。

　深い諦てい念ねんと共に立ち上がった『彼女』は、ゆっくりと歩み始め、

「まだ返事を聞いていない」

　背中にかけられた声に、止まる。

　どこから自分は間違っていたのか……。

『パートナー』の誘いに乗ったときからか。《最弱の百騎ナイツ》を作り、奇術チートを使いはじめたときからか。

　意味もない思考を振り払い、首だけを振り向ける。

　Ｒ３仮想現実の視界の中で、『パートナー』はなんの表情も浮かべていない。

「あなたのことばで決心がついた。《最弱の百騎ナイツ》はきょうでやめる」

『彼女』のその宣言に、『パートナー』──『元パートナー』の表情はやはり変わらなかった。

「意味がわからないな。最も早はや《最弱の百騎ナイツ》は君がやめるといってやめられるものではない。彼らはすでに一つの個として存在している。君がなんと言おうと──」

「かんちがいしないで」

　相手の言葉を遮るという『彼女』にしては珍しい行動に、『元パートナー』がほんのかすかに動きを止めた。

　その一瞬の間かん隙げきを突くように、『彼女』は一息に続ける。

「やめるのはわたし。つづけたいのなら好きにすればいい。わたしはもうなにがあっても関かかわらない」

　それは《最弱の百騎ナイツ》を組織し、率いた『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』としての自負。

　そして、一時は同じ夢を見た『元パートナー』への決別の言葉。

　──もうこれ以上の会話は必要ない。

　視線を落とし、ログアウトフェーズに入った『彼女』は、不意に視界の端でありえないものを見て顔をあげる。

　こちらを見つめる『元パートナー』は、くつくつと冷たく笑っていた。




「僕は諦あきらめない──諦めないよ」




　最後に聞こえてきたその言葉は、『彼女』の耳にいつまでもこびりついていて。

　ブレードリンクのバージョンが変わり、『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』の鎧よろいを脱いだ今でも──消えることはなかった。






一章　暗中模索　Lie in Darkness






「……想定外、です」

　さらさらと銀髪を揺らした祈いのり刃はユウリが、顔をうつむかせて声を震わせる。

「この展開は、予想していませんでした」

　三ヶ月後に開催されるブレードリンク最大の公式大会《世界変革計画プロジエクトシフト》。

　ユウリの父親、アレーティア社研究開発室長・世せ良ら樹き我が光こうを頂点にした秘密裏の組織『第六機関シツクスオルガン』は、その大会の優勝者を媒介にして人類を強制的に《ＮＥＸＴ次の段階》へと変革シフトしようとしている。

　つまり、世界は三ヶ月後の大会で劇的に変革される──

　そう思い込んでいた。

「まさかこうくるとはな……」

　千せん宮ぐう蓮れん也やは、ほんの数時間前に教室でかわしたクラスメイトとの会話を思い出す。

　──なんでって、『第六機関シツクスオルガン』は一般常識でしょ？

　クラスメイトが口にしたその言葉は、すでに全世界の共通認識となっていた。

　蓮也は認識拡張端末『ＱＤクオリアデバイス』を起動させ、拡張認識レイヤードリアル上に表示された『第六機関シツクスオルガン』の項目を見ながら言う。





　『第六機関シツクスオルガン』は世界変革憲章の下、二〇四〇年に設立された世界統治機構である。

　　主な活動目的は革新的な世界発展の実現で──






　読むに堪たえず、途中でウインドウを消す。

『第六機関シツクスオルガン』は、確かに三ヶ月後の大会で世界を劇的に変化させるつもりなのだろう。

　だが、だからといって、その前に段階的に世界を変革させないとは言っていない。

「こんな馬ば鹿かげた妄言を誰だれもが信じてるのか」

　忌々しさを隠さずに呟つぶやいた蓮れん也やに、隣を歩いていた少女が静かに告げる。

「正確には『誰もが』ではないわ」

「……舞まい花か？」

　一人冷静な幼なじみ、兎と神がみ舞花がまっすぐ前を見ながら言う。

「あらかじめ『第六機関シツクスオルガン』を知っていた人間……たとえば《刻印者ナンバーズ》のほとんどは、今回の記憶改変を受けていないはず。というより、あの子の能力の性質上影響を受けるわけがない」

「あの子……？」

　淡々と続ける舞花に、ユウリが警戒感を隠さずに尋ねる。

「兎神先輩は今回の件についてなにか知っているんですか」

「さあ」

「……正式に《ＣＲＯＷＮ－ＣＬＯＷＮＳクラン》を結成しても隠し続けるんですか」

「逆に訊きくけど。あたしがユウリの質問に答えるとして、ユウリはあたしが本当のことを言っているかどうか、どうやって調べるわけ？」

　それはようするに。

　本当のことを言うつもりがないということで。

「だからそれはっ」

「なるほどな」

　気色ばむユウリを遮り、蓮也は冷めた表情を浮かべる幼なじみを横目に見る。

「舞花が『あの子』と呼んだ人間が今回の件を引き起こした。そいつの能力は『本来はない記憶を植え付ける』もので、『すでにある記憶』を上書きするこいつの能力とは違って、あらかじめ『第六機関シツクスオルガン』を知っている人間には効かないわけだ」

　目を見開いた舞花に、蓮也は自分の予測を確信に変える。

「そいつが『第六機関シツクスオルガン』に属しているのは間違いないだろうが、問題はなぜこのタイミングなのかってことだな。能力の発動条件にも関かかわってきそうだが。まあいずれにせよ『第六機関シツクスオルガン』が一般に認知されたところで世界変革が完全になされたとはとても言えない」

「…………本当に、蓮れん也やは」

　その先を続けず、舞まい花かはため息を吐ついた。

「今のあたしに言えることがあるとすれば、記憶の植え付けのほうが上書きより容易だということ。おそらくすでに起きた出来事を書き換えるより、なにもない真っ白な領域に書き込むほうが簡単だから」

　穏やかに話す舞花を見て、ユウリもまた不満げな様子を残しながら言う。

「いずれにせよ、先輩が納得しているのならわたしも従います」

「……そんなに盲目だといざというときに困るんじゃないの」

「兎と神がみ先輩にだけは言われたくないセリフです」

「あたしは盲目じゃない。しっかりと目的を見据えているだけ」

「その目的は──」

「いずれにせよ」

　再びはじまりかけた言い合いにため息を吐き、蓮也は目の前──大仰な門を見あげる。

「わからないことは、直接確かめればいい」

『世良樹邸』。

　拡張認識レイヤードリアル上にポップしたタグを消し、蓮也たちは本丸──世せ良ら樹き邸へと足を踏み入れた。





　　　†×†






　──世良樹の家を調べよう。

　世界への書き込みがなされ、『第六機関シツクスオルガン』が公の存在となった事実を共有したあと。

　蓮也がユウリたちに提案したのは、なりふり構わない直接的な手段だった。

　虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ず──。

　虎穴に入らなければならないようなリスクを冒すのが前提であるその手段を、蓮也自身できるだけ取りたくはなかったのだが。

「仕方ないんじゃない？　状況的に手段を選ぶだけの余裕はないし」

　冗談のような広大な敷地を前に、舞花が厳しい表情を浮かべ、

「わたしは賛成です。元よりわたしが《世界変革計画プロジエクトシフト》を知ったのも、世良樹我光父のプライベートスペースへの侵入ハツキングがきっかけですから」

　迷うことなく先頭を歩くユウリがこちらに振り向いて言う。

「もちろん相手方から直接与えられる偽装情報トラツプセキユリテイの可能性も考慮する必要がありますが……Ｒ１物理現実ならともかく、Ｒ２拡張現実で後れをとるつもりはありません」

　言いながら、可視化したブレード片手に、本宅らしき巨大なエントランスに立ち、複雑な装飾の施された扉に手を触れた。

　瞬間、蓮れん也やの拡張認識レイヤードリアル上にポップしていた『不許可』のタグが音もなく『許可』へと変化する。

「今のは……」

「邸内87％のセキュリティを解除・掌握しました。これで各個人のプライベートスペース以外は自由に動き回れます」

　当然のように言って、ユウリは邸内のマップを表示しながらスライドしたドアの向こうへと歩を進めていく。

　そのあまりに堂々とした態度に、舞まい花かが訝いぶかしげに尋ねる。

「いくらなんでも簡単すぎない……？　あらかじめ準備してたの？」

「いいえ。わたしは普段こちらには足を踏み入れませんから。本宅に入ったのはこれで三回目です」

「……本当に常識外れね」

「言ったはずです。世せ良ら樹き家のセキュリティシステムはたいしたことがありません」

　そんなことない、と言えるだけの知識が蓮也たちにはなかったが、ユウリのハッキング能力の高さは嫌というほどわかっていたのでそれ以上続けるのはやめた。

　今はそれよりも集中すべきことがある。

「家の人間は？」

　蓮也の言葉に、ユウリはいくつもの情報ウインドウを開き、拡張認識レイヤードリアル上に広げていく。

　目まぐるしく動く視線は、家族やハウスキーパーなどの情報、『個人ステータス』を滑るように確認して。

「オールレッド。全員不在……外出ログからは数時間の猶予があります」

「よし」

　家の人間がいれば、ユウリの《虚構書記オーバーライト》、場合によってはブレードリンクの裏モード──ＯＢＭアウトブレイクモードを使用することまで考えていたが、スムーズに進行するのならそれに越したことはない。

　蓮也たちはユウリの表示したガイドどおりに広い邸宅を進んでいき、目的地へと急ぐ。

　今の蓮也たちにアクセス可能で、重要な情報を秘めていると思おぼしき場所。

　長い廊下を早足で抜け、いくつもの角を曲がった先に果たしてそれはあった。

『世良樹我が光こう・プライベートスペース・完全施錠ロツクドクローズド』

　拡張認識レイヤードリアル上でポップしたタグを確認した蓮也は、そのいかにも堅そうなセキュリティにすぐ隣の銀髪少女を見る。

「いけるか」

　鞭ウイツプ型ブレードを可視化したユウリは、蓮也の言葉に誇らしげに言った。

「愚問です」

　答えると共にこれまで以上に多くのウインドウが広げられた。ユウリはそれら一つ一つに鞭先を触れさせ、視認できない速さで数式らしきものを同時に展開させていく。

　おそろしい速度と複雑さで展開されていくハッキング。

　広げられては消され、広げられては消されるウインドウを目で追っていると、不意にそれらの動作がピタリと止まり、ウインドウがいっせいに閉じられた。

「──解錠完了ブレイクスルーしました」

「もう!?」

　驚きの声をあげた舞まい花か同様、蓮れん也やも呆あつ気けにとられる。

「デコイ、アゲインスト、リベンジウイルス……解除成功。以前かけられていたものよりは強固なセキュリティでしたが、すべて問題ありません」

　さらりと言ってのけて、ユウリは視線操作アイジエスチヤーでドアをスライドさせる。

　……おそらくこの家で最も高いと思われるセキュリティ。それを数分とかからず解いてみせたその手腕は、さながら卓越した職人が見せる一つの芸術作品のようで。

「先輩？」

　開いた扉の前で思わず立ち尽くしていた蓮也は、すぐに気を取り直した。

　──今は芸術より現実だ。

　セキュリティの解除ができても、肝心の情報が得られないでは話にならない。

　世せ良ら樹き我が光こう。『第六機関シツクスオルガン』の主導者にして、《世界変革計画プロジエクトシフト》の首謀者。

　彼のプライベートスペースにはいったいいかなる情報が眠っているのか……。

　どくりと脈打つ『悪癖超過集中』の予兆。

　胸元を押さえた蓮也は、ユウリたち共々その部屋に足を踏み入れて──

　なにもない室内に声を失った。





　　　†×†






「なにもないじゃない」

　舞花の言葉通り広々とした洋室に家具は存在せず、窓からは夕ゆう闇やみに染まる空がのぞける。

　Ｒ１物理現実で物が存在しない室内は。

『ブランク無反応』

　Ｒ２拡張現実でも当然のようになんの反応も示していない。

「おい……これはどういうことだ？」

　拡張認識レイヤードリアルから傍らで立ち尽くす少女に視線を向けると、ユウリは長い銀髪を揺らして首を横に振った。

「そんなわけが……」

　再びウインドウを広げたユウリが忙せわしなく視線操作アイジエスチヤーを行い、この部屋、この邸宅に関するログを洗い直す。

　だが結果は変わらず、それどころかログを洗い直せば洗い直すほど、この部屋にはとっくの昔からなにも置かれていなかったことがわかってきた。

　世せ良ら樹き我が光こう。『第六機関シツクスオルガン』。

　ユウリが得たはずの《世界変革計画プロジエクトシフト》ですら──なかったということになっている。

「そんな……そんなわけありません！　わたしは確かにこの部屋から……！」

「……その記憶は本当に確かなものだったのか？」

「──！」

　何気ない蓮れん也やの問いが、ユウリの動きを止めた。

　そのまま顔を青ざめさせた銀髪の少女は、うつむき、自らの頭を押さえるようにして。

「逆に考えることもできるんじゃない」

　舞まい花かの言葉に、ユウリがはっとして顔をあげる。

　もの問いたげなユウリの視線には応こたえず、舞花はぐるりと部屋の中を見回した。

「確かにこの部屋に痕こん跡せきはない。だから元々なにもなかった──相手がそう思わせようとしているのだとしたら？」

　わざとらしい、投げやりな言葉。幼なじみの兎と神がみ舞花ではなく、《刻印者ナンバーズ》である《幻影の兎姫ミラージユラビツト》としての指摘に、蓮也は口元に手を当てて考える。

「ここにあったものではなく、ここにあったものが消えたという事実に着目しろ、と」

　ユウリがハッキングすることを予測してここにあるものを消したのだとすれば、逆説的にここにあったものは見られて困るもの──つまり《世界変革計画プロジエクトシフト》自体は見たとおりの計画だったということになる。

　見たとおりの計画で、それ以上の情報を与えないためにからっぽにされたのだとすれば。

「今回の世界改変は──必ずしも計画の一部に組み込まれたものだとは言えない？」

　もちろん今回の世界改変が《世界変革計画プロジエクトシフト》とまったくの無関係だとは考えられない。

　であれば──結局どういうことなのか。

　……要かなめとなるピースが足りない。

　すわりの悪い、じゃりじゃりとした感覚に、蓮也は目を細め、更なる思考に耽ふけろうとしたそのとき。




『警告。侵入者を感知しました』




　耳障りなアラート音と共に、蓮也たちの拡張認識レイヤードリアル上に警告文がポップした。

「な……」

「遅効性ウイルスデイレードトラツプ!?」

　スプレンディッドハッカーユウリの目をかいくぐったとっておきの発動に、蓮れん也やと舞まい花かのとった行動は早かった。

　入ってきた扉ではなく、部屋の窓を開き、

「せ、先ぱ──きゃっ!?」

　動きの鈍いユウリは蓮也が抱きかかえ、その身ごと外に投げ出す。

「ユウリ、マップ再検索！」

「は……はい！」

　舞花の指示に、ユウリが慌てて邸内のセキュリティを再探索していく。

　いくつか立ち上がっている遅効性ウイルスに顔をしかめつつ、それらを回避するようなルートを即座に構築、共有すると、蓮也たちは世せ良ら樹き邸から全力で脱出した。





　　　†×†






　結局、虎こ穴けつに入っただけの成果を得ることはできなかった。

　リスクを冒して手に入れたのは、元よりあった疑問を深める謎なぞだけ。

　すなわち、今回の世界改変はいったいなにを目的としているのか──？

　不吉な予感ばかりが膨らみ、答えが出ないまま迎えた、世界改変二日目。

　蓮也たちは、さらなる衝撃を目の当たりにした。

「や、おはよーGod morgon、蓮センパイ！」

　太陽の光に煌きらめく銀髪。すべらかな雪白の肌。

　ユウリそっくりの顔で、爽さわやかな笑みを浮かべた少女を目にして、蓮也は知らず呟つぶやいた。

「祈いのり刃は……ナイエ？」

「ん？　そだよーJa、みんな大好きナイエちゃんだよーん」

　ぴしっと頭の横で敬礼するような仕草を見せたナイエに。

　あの一件以来ずっと学校に来ていなかった妹の姿に、ユウリが思わず駆け寄った。

「な、なんで──なんであなたが」

「え？　ちょちょ、どーしたの、おねーちゃん？」

　可か愛わいらしく小首を傾かしげたナイエは、左手のチャームを揺らして苦笑する。

「そんなにナイエに会いたかったのー？　ちょーっと体調崩して学校来れなかっただけなのにさ。こりゃまいっちゃうなー」

「体、調……？」

　違う。ナイエが学校に来ていなかった理由はもっと深刻なものだったはずだ。

　なにより、ナイエが浮かべているそのあっけらかんとした表情。

　後ろ暗いところがなにもなさそうな空気に、舞まい花かが目を細めて小声で呟つぶやいた。

「蓮れん也や……あの子」

「……ああ。明らかにおかしい」

　小声で応答した蓮也は、周囲に目を配りつつ尋ねる。

「おい、もういいのか」

「んー？　もういいってなにがー？」

　不思議そうにするナイエに、一歩二歩……囁ささやく距離まで近づいて。

「今回の世界改変に『第六機関シツクスオルガン』が動いたのは確実だ。もしお前が協力するつもりなら──」

　単刀直入な言葉に。

「へ？」

　ぱちくりと目をまたたかせたナイエは、決定的な言葉を口にした。

「世界改変ってなんのこと？」

「…………は？」

「……冗談、ですよね？」

　蓮也とユウリ、そのどちらの言葉もわからないかのように、ナイエは首を傾かしげる。

「んん？　え、なになになんかあったっけ？　世界改変、世界改……あ、《世界変革計画プロジエクトシフト》のこと？　三ヶ月後の。確か蓮センパイとおねーちゃんも出場を目指してるんだよねー」

　今ナイエが言ったのは明らかに表の意味──ブレードリンク最大の公式大会《世界変革計画プロジエクトシフト》のことだった。

　そう解釈したということは、つまり。

「ナイエは記憶の植え付け──世界改変の影響を受けている……？」




「そのとおりです」




　独り言じみた蓮也の呟きにはっきりと答えたのは、ユウリでも舞花でもナイエでもなく。

「私たち『第六機関シツクスオルガン』の人間や、一部の偏った知識の持ち主以外は、皆今回の福音を受けているはずですから」

　まったくの第三者。

　振り返った蓮也が目にしたのは、まばゆいプラチナブロンドを風になびかせた制服姿の美しい少女と、その背後で従者のように控える二人組の少女だった。

　先頭に立つ、長い金髪を片側で三つ編みに結わえ、人形のように整った顔立ちをした少女が、紺こん碧ぺきの瞳ひとみをまっすぐ蓮也へと向けている。

　彼女は迷いのない足取りでこちらへと歩いてくると、蓮れん也やの目の前で丁寧に一礼した。

「はじめまして《不敗の王剣クラウン》──いえ、こちらでは千せん宮ぐう蓮也さんでしたか」

　結わえられたプラチナブロンドが揺れ、生き真面目まじめな少女は神経質そうに髪をかきあげ、

「私は『第六機関シツクスオルガン』から派遣されてきた『Ⅴ』の《刻印者ナンバーズ》セリア・ダルクです」

「……《刻印者ナンバーズ》？」

　蓮也の呟つぶやきにうなずいた彼女──セリアは、なんの衒てらいもなく言った。




「単刀直入に言います。《不敗の王剣クラウン》、世界の変革にあなたの力を貸してください」














二章　偽りの世界で　In The Name of Justice






『Ⅴ』の《刻印者ナンバーズ》《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》『ＬＡＰＵＣＥＬＬＥラ・ピユセル』セリア・ダルク。

　世界改変前からの有名人は、朱しゆ天てん寺じ学がく園えんの校舎内で生徒たちから熱烈な歓待を受けた。

「うおマジで《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》!?」「え、ちょ、めちゃくちゃかわいくね？」「髪きれー」「ブレリンネットで見たまんまだな」「お近づきになりたい……」「サインほしー」

「──そこのあなた。身の程をわきまえなさい」「離れなさいあなたたち」

　あっという間にできた人だかりから護まもるように、セリアの両隣に立っていた二人の従者風少女が動く。

　拡張認識レイヤードリアル上では接近を禁じるイエローの線がセリアを中心に円状に引かれ、その外に制服姿の少女たちが立ちはだかる。

　そのいかにも厳格な対応に、金髪を揺らしたセリアはあっさりと否定の言葉を述べた。

「その必要はありません」

「え……で、ですが」

「私たちはこれから一時的とはいえこの学校で教え、共に学ぶ立場になるのです。不自然に距離を取るのは避けるべきでしょう」

　そのやたらと堅苦しい言葉に、おつきらしき少女たちは渋々とセリアから距離を取り、同時に周りを囲んでいた生徒たちがわっと歓声をあげて近づいてきた。

「あ、あの、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》様！　ずっとファンでした！　お会いできて光栄です！」

「ありがとうございます。これからよろしくお願い致します」

「この前のクランマッチクラスＡでのバトル見てました！　超格好良かったっす！」

「ありがとうございます。次も勝利できるよう努力します」

「あのあのあの握手してもらってもいいですか！」

「はい、どうぞ」

「あーいいな、あたしサイン欲しい！」「え、サインとか頼んでいいの？」「だったら俺も！」「ニュース速報部です！　少々お話よろしいですか！」「ちょっと、押さないでよ！」

「お、落ち着いてください、セリアお嬢さまはきちんと皆さんにご対応されますから！」

　おつきの二人がヒートアップする周囲をなだめ、その中心にいる少女は真剣な表情で目の前の生徒の要求一つ一つに丁寧に応こたえている。

　そのなんともちぐはぐな状況を、蓮れん也やたち三人は遠目からじっと見つめていた。

「まるでアイドルのファンサービスだな……」

「少し前に先輩が同じような状況になっていましたね」

「蓮也は逃げ回ってるだけじゃなかった？　多少のファンサービスは慣れれば別にどうってこともないんだけどね」

「兎と神がみ先輩が言うと説得力がありますね」

「──いずれにせよ」

　横に流れかけた話の手た綱づなをとって、蓮れん也やが鋭く目を細める。

「堂々と『第六機関シツクスオルガン』を名乗る人間が俺たちに直接接触してきたんだ。どれだけ注意してもしすぎるということはない」

　暗にセリアの行動をよく観察しろと促した蓮也に、舞まい花かがぼそりと呟つぶやく。

「正確には直接接触したのは蓮也──《不敗の王剣クラウン》に、だけどね」

　──《不敗の王剣クラウン》、世界の変革のためにあなたの力を貸してください

　確かに彼女はそう言ったが。

「……そこを強調する必要があるのか？」

「さあ。あるのかもしれないし、ないのかもしれない」

　煙に巻くような言い草に、ユウリが眉まゆを寄せて舞花をにらむ。

　その鋭い視線に「なにか問題ある？」と舞花が応じて、再び一触即発の空気が漂う。

　なにかと対立しがちな二人の少女にため息をつき、蓮也は数メートル先で生き真面目まじめそうな表情を浮かべている『第六機関シツクスオルガン』の人間を観察する。

『Ⅴ』の《刻印者ナンバーズ》《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》セリア・ダルク。

　彼女のタグに記されていた肩書きは『特別専任教官』という不可解なものだった。

　耳慣れない役職である上、同年代とおぼしきセリアが『教官』というのは違和感がある。

　そもそも彼女が普通の学校である朱しゆ天てん寺じ学がく園えんでなにを教えるというのか。

　表向きは『第六機関シツクスオルガン』による、とある次世代教育の一環で、朱天寺学園がモデルケースに選ばれたということだが、もちろんそれをそのまま受け取るつもりはない。

　当然その思惑は世界改変に関かかわっているだろう。

　問題はそれらの事実がいかなる形で──

「……輩……先輩、先輩！」

　唐突にユウリの顔が目の前に飛び込んできて、深く思考に耽ふけっていたことに気がつく。

　どうやらまた悪癖が顔を出していたらしい。

　周囲を確認しようと顔をあげた蓮也は、

「よろしいでしょうか、《不敗の王剣クラウン》」

　眼前に毅き然ぜんと立っていた金髪少女──セリア・ダルクの姿に目を見開いた。

「先輩が集中しているあいだに、生徒たちの対応を終えてこちらに近づいてきたんです」

　小声で補足してくれたユウリに心の中だけで感謝を述べ、

「《超過集中Exceed Concentration》──本当に周囲の声が聞こえなくなるんですね」

　蓮也の持つ『悪癖』について述べながら真剣な表情でうなずくセリアに、心地の悪さを感じて身じろぎする。

　口元に手の甲を当て、咳せき払ばらいを一つ。妙に速い心拍数を落ち着けてから尋ねた。

「なにか用か」

「はい。少々お時間をいただいてもよろしいですか？　先ほど述べた件についてお話ししたいことがあります」

「先ほど述べた、件……」

　それは蓮れん也や自身が詳細を聞きたいと思っていたことだ。

　だが、単純に向こうの話に乗っていいものか。なにか裏があるのでは──？

　思わず身構えた蓮也たちに、

「もちろんそちらの危き惧ぐは十分承知しています」

　セリアはことさら深刻そうな表情で言った。

「五分四五秒後に始まるＳＨＲシヨートホームルームのことですね？」

「…………は？　ＳＨＲ？」

　まったく想像していなかった単語に目を点にした蓮也に、セリアはまあまてと言わんばかりに右手を突き出す。

「いえ、わかっています。今からお話をすれば間に合わないと考えるのは当然ですから。このままでは遅刻という大変な事態になってしまう──ですがご安心ください。そちらはあらかじめ許可のほうをいただきました。遅刻になることは絶対にありません」

　びしっと指を一本立て、謎なぞの誇らしさをアピールするセリア。

　──いや、遅刻とかどうでもいいんだが。

　そのあまりのズレ具合に、蓮也のみならずユウリや舞まい花かまで固まっている。

　当の本人はそれで不安はすべて払ふつ拭しよくしたと思ったらしく、自信ありげに笑みを浮かべ、

「では、心配事がなくなったところで参りましょう。《不敗の王剣クラウン》の関係者であるお二方もどうぞ。広めの応接室を確保させてあります」

　蓮也たちがついてくるかどうかなど微み塵じんも疑わずに、堂々と歩きだした。
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　応接室に入ると、セリアはすぐにＲ１物理現実、Ｒ２拡張現実の両方で扉にロックをかけ、窓や防犯カメラにも覗のぞき込み防止フィルターを張った。

　あまりに自然かつ素早いその対応に、蓮也は警戒心を強める。

『一応、退路の確保と急な展開への準備を』

　ユウリと舞花にそうボイスチャットを飛ばし、機関の人間を油断なく見つめる。

　するとそんな蓮也の視線に気づいたのか、セリアは一度小首をかしげてから言った。

「なぜそんなに警戒されているのですか？」

「この状況で警戒しないほうがどうかしてるだろ」

「ご覧いただいた通り、外からの覗き見ピーピングは無効化しました。ご心配は無用だと存じますが」

「……いや外から覗のぞき込まれることより、閉じ込められたことのほうが気になるんだが」

「えっ」

　そんな馬ば鹿かな。

　助けを求めるようにおつきの少女たちを見たセリアは、彼女たちが気まずげに目をそらしたことで察したらしい。

　急に顔を赤らめ、ぎくしゃくと言う。

「し、失礼しました。少々的を外した気づかいだったようですね。すぐにフィルターを解いて──」

「別にいい。今のであんたがここで荒事を起こす気はないってことはわかった」

「……相変わらずのズレっぷりね《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》」

　呆あきれたように呟つぶやいた舞まい花かに、セリアがまだかすかに赤い頬ほおのまま応こたえる。

「Ｒ１で直接お会いするのははじめてですね、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》」

「知り合い……なんですか？」

　小声で尋ねたユウリに、舞花は軽くうなずいてみせる。

「数字の近い《刻印者ナンバーズ》同士、いろいろと会うことも多かったから」

　舞花──『ＭＩＣＡ』は《幻影の兎姫ミラージユラビツト》という二つ名を冠された『Ⅶ』の《刻印者ナンバーズ》だ。

　大会で会うこともあれば、ブレリンネットのゲストで同席することもあったのだろう。

　舞花とセリアが知り合いであることにそれほどの疑問はなかったが、続くセリアの言葉には反応せざるをえなかった。

「《刻印者ナンバーズ》全員が招集されたあの場で《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が『第六機関シツクスオルガン』へ参加を表明されていたら、こちら側に立っていたのは貴女あなただったかもしれませんね」

《刻印者ナンバーズ》全員が招集された場……？

　蓮れん也やたちの視線を無視し、幼なじみは冷めた口調で言った。

「ありえない妄想を膨らませる暇があるくらいなら、さっさと話を先に進めれば？　時間は無限じゃないのよ、お飾りのお姫さま」

　そのささくれだった物言いに、セリアの横に控えていた従者たちが気色ばむ。

「──無礼な！」

　反射的にブレードの可視化までした彼女たちに、蓮也たちもまた構えかけて。

「やめなさい。無礼な振る舞いに無礼で応じるのは愚か者のすることです」

　少女たちに話しかける体ていで、暗にこちらを牽けん制せいしてきたセリアに、ユウリが噛かみつく。

「世界の改変などという無礼極まる行動を取った方の言葉とは思えないですね」

「……」

　明白な挑発に返す、鋭い眼まな差ざし。

　睨にらみ合う紺こん碧ぺきと紫紺は、紺碧の少女──セリアの側から外された。

「どうやら誤解があるようですね」

　ふっと息を抜いた彼女は、対面式の来客用ソファに上品な所作で腰掛け、蓮れん也やたちにも椅い子すを勧めてから切り出した。

「私はあなたたちと戦うつもりはありません。むしろ──先ほども言ったように、協力してほしいのです」

　胸に手を当て、真剣な表情で口にするセリアに、蓮也はふとすぐ隣に座る銀髪の少女と出で逢あったときのことを思い出す。

　場所は違うが、ユウリもまた、蓮也に協力を求めてくるときに同じようなことを言った。

「……？　なんですか」

　訝いぶかしげに尋ねるユウリから視線を外し、蓮也は再びセリアに向きあう。

「さっきも言ったように、この状況で協力してくれと言われても簡単にうなずけるわけがない。そもそも俺たちはあんたたち──『第六機関シツクスオルガン』がなにを求めているのかを正確にはわかっていないんだ」

　言い終わると同時にユウリがぴくりと反応したのがわかった。

『第六機関シツクスオルガン』がなにを求めているのかを正確にはわかっていない。それは一面で事実だが、真実ではない。

『第六機関シツクスオルガン』、世せ良ら樹き我が光こうが目指しているのは人類の新たな進化──世界の変革だ。

　世良樹邸に忍び込み、そのトップシークレットであるところの我光の部屋があからさまにもぬけの殻だったことで、蓮也たちはその確信を強めた。

　ユウリがハッキングで得た情報は真実である可能性が高い。そしてそれは今回の世界改変とも無関係ではないはずだ。

　そのタイミングで公の存在となった『第六機関シツクスオルガン』の人間が接触し、協力しろと言ってくる。彼女が求めているのはまず間違いなく《世界変革計画プロジエクトシフト》の促進・進行に関する助力だ。

　それをそっくりそのままぶつければ、ただうなずかれて終わるだけ。

　だったら、彼女自身に話させることでこちらが掴つかんでいない新しい情報を引き出す──。

　ごく自然にそこまで考えた蓮也は。

「わかりました。ではそこからお話しましょう」

　あっさりとうなずいて続けられた彼女の言葉に、目を見開いた。

「私は『第六機関シツクスオルガン』を内部から変えていこうと思っています。その助力を《不敗の王剣クラウン》──千せん宮ぐう蓮也さんに求めたいのです」

「『第六機関シツクスオルガン』を……内部から変える？」

　知らず、真剣に耳を傾けようとしていた蓮れん也やたちに、セリアは厳かな口調で続けた。

「ご存じのとおり、『第六機関シツクスオルガン』が目指しているのは人という種の新たな形への移行……新たなる世界への進化シフトです。私はその考え自体を否定するつもりはありません。むしろ積極的に行うべきだと思っています」

　ユウリが膝ひざの上に置いた手を握りしめ、眉まゆをひそめた。

　それでもなにも言わなかったのは、この後に続く言葉が本題だと察していたからだろう。

「ですが、世界中の人間を即時かつ強制的に進化させることには賛同できない。私はそのような、人々の了承を得ない形での、独断的な世界の改変を許すことができないのです」

　熱っぽく語る口調に、ユウリが疑問を挟む。

「それは……三ヶ月後の《世界変革計画プロジエクトシフト》のことを言っているんですか？」

「はい。あなた方はそう意識されていないと思いますが、すでにブレードリンクは世界中の人たちにとってただのゲームではありません。ＱＤクオリアデバイスを通した拡張現実──『ＩＬIntermediate Layer世界』へのアクセスに必要不可欠なものとして記憶に植え付けられインプラントされています」

「『ＩＬIntermediate Layer世界』への、アクセス……？」

「これは当初の計画の予定には入っていないものでした。私が提案し、取り入れてもらったことで生じたものです」

　本来はなかった世界改変。その結果、『第六機関シツクスオルガン』を公的機関として人々に認識させ、ブレードリンクに対する意識もまた変えさせた……？

「つまり今回の世界の改変はあんたによって起こされたものだと？」

　蓮也の問いに、セリアはぐっと身をのりだすようにして語る。

「本来、変革とは民に了承された形で為なされるもの──しかし、現在の『第六機関シツクスオルガン』ではそのような考えはとても主流とは言えません。知識の共有や犠牲への承認は得ずに改変を行うべきだという意見が大半です」

　再び早口になったセリアが、ぐっと右手を握りしめ、胸に当てる。

「ですが私はなにも知らせずに変革を起こすことは、悪とさえ言えることだと思います。だから──私は私の信念に基づいて、来るべき変革に梯子をかける行動を起こすことにしました」

　それが『第六機関シツクスオルガン』とブレードリンクへの世界レベルでの認識改変。

「今回の改変は私が考える変革の第一歩にすぎません。これから少しずつ『第六機関シツクスオルガン』、ブレードリンク、『ＩＬIntermediate Layer世界』への理解を深められるよう働きかけるつもりです」

「……何も知らない一般人の記憶に認識を植え付ける形で、か」

「はい。ですから、その協力をブレードリンクの絶対的なカリスマとして今も君臨する《不敗の王剣クラウン》──あなたに求めたいのです」

　握りしめた右手に左手を添えて、祈りを捧ささげるような姿勢のセリアに。

「論外です」

　ユウリが斬きりつけるような口調で遮った。

　その場にいるすべての人間の視線を集めたユウリは、感情を押し殺した声で低く続ける。

「なにも知らせずに変革を起こすことは悪だから、自らの信念に基づいて段階的な改変を行う？　あなたが今言ったことは『第六機関シツクスオルガン』が行おうとしていることとなに一つ変わっていません」

「……なにをそんなに感情的になっているのか理解しかねますが、私は『第六機関シツクスオルガン』の根源を否定するつもりはありません。あくまで過程に絞っての話をしているだけですから」

「それなら先輩があなたに賛同することなどあるわけがないじゃないですか！」

　ソファから立ち上がらんばかりに叫んだユウリに、セリアは目を細めて、

「そんなに《不敗の王剣クラウン》を奪われることが恐ろしいですか？」

「な……なにを……奪われる、なんて」

「《不敗の王剣クラウン》……千せん宮ぐう蓮れん也やを奪われると思っているから、そうも声を張り上げているのですよね？　私の言っていることはおかしいと、頭ごなしに決めつけようとしている」

「あなたになにが──」

「わかりますよ。世せ良ら樹きユウリさん。《ＡＥＸＴ》の第一適性体にして、完全なるデザインベビー。あなたは言うなれば私の姉ですから」

「……姉？」

　ユウリの代わりに、蓮也が呟つぶやく。

　瞬間的に思い浮かんだのは今朝会ったばかりのユウリそっくりの少女だったが、セリアは蓮也のその思考を読んだかのように首を横に振った。

「もちろん祈いのり刃はナイエさんのような血縁関係──ＤＮＡ情報の一致を指して言っているわけではありません。私もあなたと同じ《ＡＥＸＴ》であるという端的な事実を述べているだけです」

「──あなた、も……《ＡＥＸＴ》？」

「と言っても私はあなたのような完全なデザインベビーではありませんし、先達であるあなたのデータを元に後天的に力を付与された、いわば不完全な半《ＡＥＸＴ》ですが」

　今度こそユウリは表情を失った。予想だにしていなかった事実に面食らって、なにも言えなくなる。

　セリアが《ＡＥＸＴ》。自分と同じ創つくられた子供──？

　勢いを失したユウリを見て、セリアはさらに言葉を紡ぐ。

「そもそもあなたが《世界変革計画プロジエクトシフト》に反対していたのも、人々の知らないところで彼らに犠牲を強制的に強いることにあったのでは？」

「それは……」

「私は計画を知らしめればある程度の犠牲は受け入れてもらえると思っています。あなたは否定するかもしれませんが、それは実際に人々に尋ねることではじめてわかること。人々に計画を知らしめることで選択の権利を与えることに問題など存在しないはずです」

「……」

「それとも」すっと細められる眼まな差ざし。「他ほかになにか反対するような理由があるのですか」

　ユウリが世せ良ら樹き我が光こうの画策する《世界変革計画プロジエクトシフト》を防ぎ、潰つぶそうとしたのは、計画の独断性とその犠牲にあった。

　だが、そこには彼女自身が抱く個人的な思惑も交じっている。

　それは世界を変革する道具として自分を創つくった人間への復ふく讐しゆう。

　人間であれば誰だれもが自然に抱き得る上、だからこそ後ろ暗さを払ふつ拭しよくできないその感情は、しかし。

「あなたと出自は違いますが、私もあなたと同じ創られた子供──世界を変革するための道具として育てられた人間です。ですが、あなたと違って、私は変革される世界を悪とは考えていません」

　同じ《ＡＥＸＴ》という立場にある少女によって。

「むしろ利己的な願望の押し付け合いを基本とした今の世界は変えられるべきで、そのための道具として使われるのであれば喜んでこの身を捧ささげたい、そう思っています」

　ただただ真正直な少女に──正面から、否定される。

「いえ、この際はっきり言いましょう。私とあなた──どちらのほうが正しい行動をとっていますか？」

　問いの形を取った断言の矛先は、蓮れん也やに向かっていた。

　自分とユウリ、正しいのは──共感すべきはどちらか？

　突きつけられた問いに、蓮也は一度目を閉じ、すぐに開く。

「深く考えるまでもないだろ。あんただろうな」

　絶望的な表情を浮かべたユウリを横目に、蓮也はすぐに続ける。

「ただし、正しさという意味だけならな」

「……どういう意味でしょう？」

「言葉通りだ。物事を計るモノサシは正誤だけしか存在しないのか？　仮にそうだとして、その正しさの基準は一つしかないのか？」

　語りながら、蓮也は舞まい花かの向こう──もう一人の幼なじみを思い浮かべていた。

　兎と神がみ散ちる葉は。やたらと理屈っぽい彼女が語り出しそうな内容だからかもしれない。

　知らず散葉の口調をトレースするようにして蓮也は言う。

「あんたがユウリこいつに突きつけた正しさは『自分より他人を優先すべき』という倫理的な基準に拠よったものだ。その意味では確かにあんたのほうが正しい。ユウリこいつの動機には確かに利己的なものエゴが含まれているからな。──だが」

　一呼吸。

「そもそも『自分を犠牲にして他人のために行動しなければならない』というあんたの欲求は、利己的なものじゃないのか？」

「……！　それは違──」

「違わない。他人のために自分を犠牲にすべきという倫理的基準は客観性を有しているから、というのであれば、それに従おうとしたのはあくまであんたの欲求。つまりエゴだ」

　自分を犠牲にして他人のために行動しようとするのも、あくまで自分の復ふく讐しゆうのために行動しようとするのも同じ。

「あんたは別にそれを選ばないこともできた。選択肢がある中であえてそちらを選んだというのは立派なあんたの意エ思ゴだよ」

　ぐっと言葉に詰まったセリアの代わりに、舞まい花かが小さく呟つぶやく。

「蓮れん也やらしいね」

　幼なじみの率直な感想に、蓮也は熱くなりかけた胸を押さえて、長く息を吐く。

「……若干話が逸それたな。ようするに、俺は」

　どれだけセリアが客観的に正しかろうと、そちらを選ぶつもりはない──そう伝えようとした蓮也に。

「納得いきません」

　セリアは正面から、率直に言う。

「正しさの議論をするのであれば、そもそも正しさというのは倫理的概念から生じたものであるはず。であれば──」

「だからその解釈自体があんた自身のエゴだって言ってるんだ」

「そ、そんなことを言い出したらすべての意思決定がその人間のエゴだということに」

「そう言ってるつもりだったんだが、伝わらなかったか？」

「暴論です！」

　自らの膝ひざに手を打ち付け、セリアが噛かみつかんばかりに睨にらんでくる。

「世せ良ら樹きユウリは自らの復讐という醜い理由を『無知な人々を救うため』という大義名分にすり替えました！　それはまぎれもない事実です！　そのことと私の為なそうとしていることはまったく別のことでしょう!?」

　一転して感情的になったセリアに、蓮也はため息とわからない程度に薄く息を吐く。

「……ならこう言おうか。俺はどれだけあんたの客観的正しさを見せつけられたところで、あんたについていく気はない。他人の正義を無理矢理自分の正義で塗り潰つぶそうとする人間が好きじゃないからな」

　好きじゃない。客観的には否定しようのない主観的な言葉に、セリアはひるんだ。

　正しさについて語ることはできても、人の好き嫌いについては語ることができない。

　はっきりと拒絶の言葉を叩たたきつけた蓮れん也やに、セリアは眉まゆを寄せて首を横に振った。

「……違う。私の知っている《不敗の王剣クラウン》じゃない」

「は？」

「私の知っている《不敗の王剣クラウン》は、そのようなことを言う人ではありませんでした」

「…………あんたが俺のなにを知ってるんだよ」

　今日はじめて会ったというのに。

「……やはり気づいていないんですね」

　顔をうつむかせて低く呟つぶやいたセリアが、再び口を開き、




「そこまでだ」




　それは唐突に蓮也とセリアのあいだに現れた。

　ドアを開いた音も窓から入った気配もない。──いやそもそも物理的な意味では今も存在してすらいなかった。

　なぜならそれは、宙に浮いていたから。

「時間だよ《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》」

　妙に整いすぎた音声で言って、全体的に黒っぽい衣装に身を包んだ小柄なその人物は、両手をすっぽりと覆う袖そでを蝶ちようの羽のように振る。いまいち性別のはっきりしない彼／彼女のその動きに合わせて、鱗りん粉ぷんのような光の粒がキラキラと舞った。

　蓮也はそのことに気づくやいなや、耳に手を当て、内耳に装着されている『ＱＤクオリアデバイス』のチャンネルを切り替える。Ｒ２拡張現実からＲ１物理現実の認識へ変えると、彼／彼女の姿は綺き麗れいに消え失うせた。

　再び平時のモードに戻せば、彼／彼女はふわりふわりと目の前で浮いている。

「ＡＵアバターユニツト……？」

　ＡＵアバターユニツトというのはＲ２拡張現実、Ｒ３仮想現実で人工知能システムによって動く人間そっくりの存在で、ゲームの中ではＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターと呼ばれたりもする。

　だが、ユウリの呟つぶやきに、彼／彼女は振り向いて言った。

「なんでも自分の理解できる概念に置き換えようとするのは人が持つ悪い癖だな」

　その自然な振る舞いには、ＡＵアバターユニツト独特のマシンライクな印象がまるで感じられない。

　蓮也とユウリの驚きを尻しり目めに、彼／彼女はその場でひらひらと舞いながら首を傾かしげた。

「とはいえ名乗らなかった僕にも非はあるか」

　そう口ずさむと同時に、突然彼の目の前にパーソナルデータを記したタグがポップする。

　そこには簡潔な一語──『黒羽』とだけ表記されていた。

「クロハでもクロウでも好きに呼ぶといい。それが君たちにとっての僕の名前だ」

　それで説明は終わりだとばかりに、セリアのほうへ向き直った黒羽は、拡張認識レイヤードリアル上に巨大な時計を表示する。

「私用も結構だけど、仕事を忘れられるのは困る」

　セリアはそんな唐突な黒羽の行動に驚きもせず、巨大な時計を一いち瞥べつすると、

「……もうそんな時間でしたか」

　静かにソファを立った。

「お三方とも本日は長々とお時間を取らせてしまってすみませんでした。今回のお話については、また別の機会を設けさせてください」

　頭を下げるセリアからはこの部屋に入る前と変わらない気概が感じられて、蓮れん也やはあらためて彼女の手強さを感じた。

　それに。

「待て。ここまであんたの都合に付き合ったんだ。一つだけ答えろ」

「なんでしょう」

「そいつはなんだ？」

　黒羽本人ではなく、黒羽の事情を知っているであろう近しい人間に訊きく。













　たとえ直接的な答えが得られなくても、そのリアクションで推測を立てる──。

　そんな蓮れん也やの慎重な思惑を裏切るように、セリアはあっさりと口を開き、

「黒羽は──」

「答える必要はない」

　黒羽に制される。

「それよりも急ぐべきだ」

　長い袖そでで目の前を遮られたセリアは、ほんの少し戸惑った仕草を見せた後、再度表示された大時計を目にして、そそくさと頭を下げてきた。

「すみません、失礼します」

　おつきの少女騎士を引き連れて部屋を出るセリア。

　その後ろを追うように浮いたまま移動した黒羽は、彼女たちが部屋の外に出たあとでこちらに振り返った。

　キラキラと振りまかれる鱗りん粉ぷんのような光。

　不可解なエフェクトをまとった黒羽は目を細め、

「僕のことを知りたいのなら、まずは君たち自身のことを知るといい」

　こちらを指さして静かに笑った。






三章　絶対指標　Know thyself






　その夜。蓮也は自室のベッドに横たわってネットクローリングを行っていた。

　雑多な情報があふれる中、大画面でブレードリンクのライブネットニュースが流れる。

『先日行われたクランマッチクラスＳを圧勝したのは《刻印者ナンバーズ》の頂点ザ・フアースト《終焉の黒ブラツクステイシス》『ＦＩＡＴＬＵＸ』と最強の最凶《斬虐の女王クイーン》『ＣＨＩＬＬ』が組んだ超絶クラン《ＴＨＥＬＥＭＡセレマ》!!』

　動画はクランマッチクラスＳで現状最強と名高いクラン《ＴＨＥＬＥＭＡ》が、相手のクランをほぼ無傷で倒す様子を迫力満点に映し出していた。

　今回の優勝で《ＴＨＥＬＥＭＡ》は《世界変革計画プロジエクトシフト》への出場権を獲得し、一躍大本命として大手予想サイトに名を連ねたらしい。

　視線を横にすべらせると、ブレリン・ドットネットでも解説者が、すでに本戦出場を決めている有力クランと彼らがどう戦うのかを熱心に議論していた。

　それらの音声をバックに、蓮也は画面の中で華麗に大おお鎌がまを操る《斬虐の女王クイーン》──散ちる葉はをじっと見つめる。

　それなりに名の知れた対戦相手のプレイヤーを弄もてあそぶように斬きり続ける彼女を見ていると、次第に自分が散ちる葉はと対たい峙じしているような錯覚に陥った。

　──上段からの斬ざん撃げきには片手剣の腹で応こたえ、追撃の左右からの連続斬撃には剣先と柄で対応。攻撃直後の硬直時間であるコンマ数秒を突く形で反応速度上昇技を使用し、一気に反撃に……いや、それではおそらく散葉に読まれる。

　果たして蓮れん也やの想定通り、画面の中の剣士が散葉の隙すきを突こうと直線的に動き、あっさりと返り討ちにあった。

　散葉の攻撃は大きく分けて三種類ある。最速で相手を斬ろうとするものストレート、相手の動きを見て逆を突くものリバース、あえて隙を作って相手を誘ったところで反撃するものフエイクだ。

　蓮也からすれば散葉がどの攻撃を選んだかは明白なことが多く、わかっていても避けられない、もしくはわかっていても引っかかることが問題になるのだが、他ほかのプレイヤーはそもそもその見分けがつかないらしい。

　面白いほど引っかかる対戦相手の剣士は一方的に散葉の斬撃を受け続けていき、あっさりと体力ゲージを散らした。

　勝負は決したにもかかわらず、さらに攻撃を加えようとした《斬虐の女王クイーン》を《終焉の黒ブラツクステイシス》が押しとどめ、完全勝利パーフエクトゲームのアナウンスが響きわたる。

　あまりにも圧倒的な試合内容。

　にもかかわらず、散葉の顔に満面の笑みは浮かんでいなかった。

　笑ってはいるのだが、常の不敵なものではなく、物足りなさの滲にじんだ表情。

　──この程度では足りないね。

　そんな声が聞こえてきそうな作られた表情に、蓮也はふと見覚えがあることに気づいた。

　あれは確か──ブレードリンクｖｅｒ．バージヨン１の非公式戦トレーニングモードで蓮也があっさりと負けたとき。あまりに散葉の行動が読めなくなったので、「どうしてお前はそんなに強いのか」と軽く訊きいたときのことだった。

　散葉は一度目をまたたかせてから、呆あきれたように肩を竦すくめて、

「蓮兄くんはデルポイの神託について聞いたことは？」

　蓮也が単語検索をするより早く続けた。

「その中からこの言葉を贈ろう。『汝なんじ自身を知れ』」

　散葉のことを訊いたのに自分自身のことを知れ……？

　意味がわからない──そう返すと、散葉はいつもの不敵な、けれどほんの少し寂しさを交えたような笑みを浮かべて蓮也の胸を指さした。

「本質的に人は自分の内なかから抜け出ることができない。答えはすべて自分にあることになる。畢ひつ竟きよう、ボクの強さの理由というのは、蓮兄くん自身を知ることでしか得られない」

　そのときの蓮也は「またいつもの言葉遊びか」程度の認識だったが、《ＮＥＸＴ》という拡張現実で自己完結する神の力を得た今の散葉を考えれば、その印象も変わってくる。

　あのとき散ちる葉はが口にしたのは言葉遊びなどではなく、散葉にとっての世界の真実だった。

　…………真実？

　──僕のことを知りたいのなら、まずは君たち自身のことを知るといい

　不意に蓮れん也やの脳裏に朱しゆ天てん寺じ学がく園えんの応接室で出で逢あった不可解な存在──黒羽の残した言葉が過よぎる。何者だ、と訊きいた蓮也に対し、彼／彼女はその問いの答えを得たければ自分自身を知れと言ってきた。

　あのときはさして気にとめてもいなかったが、もし彼／彼女が自らの正体を真面目まじめに示唆していたとしたら。

　その先に今回の世界改変に繋つながるものがあるのだとしたら。

　蓮也が蓮也自身を知るための方法──。

　ウインドウの中の散葉を見つめる蓮也は、導き出した一つの結論に目を細めた。
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《Blade Link》。

　眼前の表記が消えると同時に、蓮也の目の前に広がったのは自室の天井やネットクローリングのウインドウではなく、ブレードリンクのフィールドだった。

　見慣れた平原のフィールドを背景に、メニュー画面を呼び出して『マッチングルーム・市街地広場１』への移動を選択する。

　ほどなくして軽い浮遊感と共に背景が変わり、中世西洋風の街のような場所に移動した。

　中央に噴水があり、石造りの建物にぐるりと囲まれた広場はかなりの人で賑にぎわっている。

　Ｒ１物理現実との時間が合わせられた『マッチングルーム・市街地広場１』はプレイヤーのランクなどで分けられていないスタンダードな待合場だ。

　Ｒ１物理現実で距離のあるクランメンバーが待ち合わせに利用したり、今の蓮也のようにソロでログインしたプレイヤーが野良でクランを組んだり、対戦相手を求めるために使う。

　久しぶりのソロでのログイン。

　もっと言えば、ｖｅｒ．バージヨン１を引退して以来、特殊な事情を除けばはじめての野良活動だ。

　ｖｅｒ．６現行バージヨンに復帰してからも、散葉の謎なぞの失しつ踪そうに少なからず責任を感じていた蓮也は、その頃ころのことを如実に思い出すソロ活動を無意識に忌避していたのかもしれない。

　無意識に忌避していた行動をあえてすることで、千せん宮ぐう蓮也という人間を知る──。

　自分を知るためにあえてソロ活動をするなんて、さながら前世紀に一時期流は行やった『自分探し』のようだ──などと考えていると、ふと周囲から見られていることに気づく。

　その場にいるほぼすべてのプレイヤーが蓮也──『ＲＥＮ』のほうを見てはひそひそと小声でなにか話している。

　しまった、そんなにおかしな行動をとっていたかと思ったのはほんの一瞬で。

「……あのー、もしよかったらブレードを見せてもらえませんか？」

　近くにいたレンジャー風の女性プレイヤーから突然そう声をかけられ、蓮れん也やは首を傾かしげて自らのブレード──不定剣《インディフィニット》を具現化する。

「これがどうかしたのか？」

「……！　ほ、本物!!　本物の《不敗の王剣クラウン》だー!!」

　そう彼女が叫んだ瞬間、こちらを見ていたプレイヤーたちがいっせいに駆け寄ってきた。

「リアル《不敗の王剣クラウン》きたああああああ!!」「あの、もしよかったら一戦……あ、いえ、サインだけでも！」「わーファンです、やっぱり本物はカッコイイですね！」

　視界の中心にポップした蓮也の共有会話ウインドウは一瞬でいっぱいになる。

「お、おい……」

　同時にしゃべられても対応できない。質問攻めにあう蓮也が視線を滑らせたそのとき。

　半透明にした会話ウインドウの向こう側に、見覚えのある少女の後ろ姿を目にした。

　頭に載せたティアラ。細いツインテール。露出度の高い朱いドレススカート。そして──自身よりも大きな鎌かま。

「──散ちる葉は？」

　思わず呟つぶやいた蓮也に気づいたのか、肩越しに散葉らしき少女がこちらに振り向き、にっと不敵な笑みを浮かべると。

　そのまま角を曲がって路地へと入っていった。

「ま──待て!!」

　叫ぶと同時に、蓮也はまとわりつくプレイヤーたちを押しのけて走りだした。
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『マッチングルーム・市街地広場１』はそれほど広く作られていない。

　蓮也が路地を折れると、ほどなくして袋小路に行き当たった散葉らしき少女に追いつく。

　やはりこちらに背中を向けたままの少女はどこからどう見ても散葉──《斬虐の女王クイーン》『ＣＨＩＬＬ』としか思えない。

　気になるのはいくら見つめても彼女のＰＮプレイヤーネームが表示されないことだ。

　ブレードリンクでは別のプレイヤーと出で逢あえばそのＰＮプレイヤーネームが表示される。

　先ほどのレンジャー風の女性が、《不敗の王剣クラウン》……蓮也の『ＲＥＮ』というＰＮプレイヤーネームを知ることができたのもそのシステムのためだ。だが散葉らしき少女からは『ＣＨＩＬＬ』という名前どころかなんのステータスもポップアップしない。

　違和感に眉まゆをひそめていると、不意にぴりっとした感覚を額の辺りに得て、次いでブレードリンクではありえない痛みが走った。

　反射的に額を押さえた蓮れん也やが、右手で自らの視界を遮った一瞬。

「──！」

　その一瞬で、蓮也の前に広がる光景はガラリと変わっていた。

　空には紅あかい月。足下には毛足の短いレッドカーペット。

　西洋風古城の王の間と思おぼしきそこは、ブレードリンクｖｅｒ．バージヨン１の第一回公式大会決勝で散ちる葉はと相まみえた場所にそっくりで。

　正面の荘厳な意匠の施された玉座につき、足を組んでこちらを睥へい睨げいしているのは。

「散葉……！」

　肘ひじをついた散葉──《斬虐の女王クイーン》『ＣＨＩＬＬ』は、蓮也のその言葉に嘲あざけるように目を細めた。

「なるほど。君にとって最も大事な人間はこの子で、彼女じゃないのか」

「…………？」

　らしくない言葉遣いに、妙に抑揚を欠いた声。

　違和感に蓮也が目を細めると、彼女は右手に大おお鎌がまを具現化した。

　そのまま玉座から下り、ゆっくりとこちらとの間合いを詰めてくる。

　反射的にブレード──不定剣《インディフィニット》を手にした蓮也は、しかし構えることはせず、眉をひそめた。

　まだバトルの開始は宣言されていない。

　先ほどまで蓮也がいたのはマッチングルームだ。

　どういった仕組みかはわからないが、目の前の少女によってこの第一回公式大会と同じバトルフィールドに移動させられたところまでは了承できても、体力ゲージすら伸びていないこの状態では戦いようがない。

　いったいどういうつもりなのか……？

　疑問に疑問を重ねた蓮也が剣を持った手を下げた、そのとき。

　散葉らしき少女が動いた。

　爆発的な加速と、不自然に機械的な動き。

　まだあらゆる意味でバトルの準備をしていなかった蓮也は、完全に虚を突かれた。

「──」

　とっさにできたのは剣をはね上げることくらいで、振り下ろされる高速の斬ざん撃げきには対応できない。

　当たる──そう思った刹せつ那な。

　朱い閃ひらめきが蓮也の眼前に割り込み、少女の致命的な一撃フエイタルブロウを弾はじいた。

　ギィィィンッ、という金属質のかん高い音と、桜色の激しい剣けん戟げきエフェクトが散った後、距離をとったのは散ちる葉はらしき少女のほうだった。

　乱入者はその身に纏まとった鮮やかな着物ドレスの裾すそを翻らせ、蓮れん也やにその正体を知らせる。

「舞まい……《幻影の兎姫ミラージユラビツト》？　なぜここに？」

　蓮也の呟つぶやきには反応せず、舞まい花か──《刻印者ナンバーズ》《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』は『Ⅶ』の刻印が浮いた薙刀なぎなたをまっすぐ少女へと突きつけた。

「どういうつもり？」

　少女に向けた静かな声には怒気が交じる。

「こちらには手を出さない約束だったはずよね」

　舞花の言葉に散葉らしき少女は曖あい昧まいな笑みを返すだけ。

　その会話も気になるが、その前に。

「先にこっちの質問に答えろ」

　そこまで言うと、舞花はようやくこちらに首だけ振り向けた。緊張した面持ちで、しっかりと正面を意識しながらメッセージを飛ばしてくる。

『そんなの蓮也のことならなんでもわかるから──と言いたいところだけど、これに関しては違う。忘れたの？　あたしたちはクランメンバーでしょ』

「クランメンバー……」

　蓮也は視線操作アイジエスチヤーでウインドウを広げると、ヘルプからクランの規約を呼びだそうとして、その途中で気づく。













　ウインドウの端に先ほどまではなかった『ＭＩＣＡ』の状態表示があった。

「──『シチュエーションシェア』か」

『シチュエーションシェア』とは同じクランに所属しているメンバー限定で、仲間の状態シチユエーシヨン──ブレードリンクにログイン／ログアウトした、戦闘を始めた、敗れた、勝利したなどの状況を常に通知できるシステムだ。

「……いや待て。それでもシチュエーションシェアを使用するためには常にブレードリンクにログインしてる必要があるよな？」

　偶然ということもありえるが、それにしてはタイミングが良すぎる。

『蓮れん也やのことは常に気にしてるって言ったでしょ。おばさんにも言われてるし』

「…………」

　その一言で済ませられるものなのか？

　疑問には思ったが、深く考えないほうがいい気がして、蓮也は舞まい花か越しに散ちる葉はによく似た少女を見る。

「で、あいつはなんなんだ？」

　すでに蓮也の中でも彼女が散葉ではないことに疑いがなくなっていた。

　口で説明できる理屈ではないが、あらゆる面において違いすぎる。

「……いい加減、そのふざけた仮装を解いたら？──黒羽」

　鋭く言い放った舞花に、散葉そっくりの少女は肩を竦すくめて、

「心外だ」

　ジジジッという音と共にその姿を変える。

　ふわりとその場に浮いているのは、蝶ちようを連想させる長い袖そでを揺らす、ショートボブの黒髪の少年／少女。

　Ｒ２拡張現実の朱しゆ天てん寺じ学がく園えんで黒羽と名乗った彼／彼女は、小首を傾かしげて言う。

「僕は僕を見る人間が『自分の最も気になる人間』として認識するよう設定しただけだ。仮装なんてしていない」

「自分の姿を偽って見せることを仮装って言うのよ」

　かすかに表情をゆるませた黒羽に、舞花は間髪入れずに続ける。

「で。ずっと傍観の立場だった黒羽が、今回約束を破ってまで蓮也に手を出した理由についてはまだ語るつもりがないの？──それならそれでこっちも約束を破るだけだけど」

　早口に言いながら隙すきなく薙刀なぎなたを構えた舞花を見て。

「穏やかじゃないな《幻影の兎姫ミラージユラビツト》」

　黒羽は表情を変えない。

「僕の目的は《不敗の王剣クラウン》ではない。あくまで彼は手段だ」

「……手段？　わかるように話して」

　あくまで強気に出る舞まい花かに、黒羽もまた退かなかった。

「これ以上わかるように話すのは無理だ。少なくとも今は」

「そう。それなら今をそのときにするだけね」

　力尽くでも聞きだす──

　臨戦態勢の舞花に対して、黒羽が両手を一振りして鱗りん粉ぷんのようなものを散らすと、再び周囲の情景が変わる。

　薄明かりの街灯に照らし出された石造りの路地。

　どうやら元の『マッチングルーム・市街地広場１』へと戻ってきたらしい。

　同時に黒羽の姿が徐々に薄くなっていく。

「待っ──」

　明らかに普通のログアウトとは違う現象。反射的に声をあげた舞花を嘲あざ笑わらうように黒羽は呟つぶやいた。

「また近いうちに。──ぎ」

　よく聞こえなかった言葉尻じりを捉とらえるより早く、幻想を撒まき散らした彼／彼女は消えた。
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　黒羽の姿が完全に消えたのを確認して、蓮れん也やは傍らの幼なじみに尋ねる。

「あいつはなんなんだ？」

『……蓮也も絶対見たことがあるはずだよ。ブレードリンクのプレイヤーとして』

「ブレードリンクのプレイヤーとして……？　それは──」

　どういう意味だ。そこまで言い終わる前に、舞花がブレードをしまい、あっさりとログアウトフェーズに入った。

「お、おい『ＭＩＣＡ』──」

　声をかけた蓮也に振り向く代わりに、ダイレクトメッセージを受信する。

『マッチングルームこんなところで《不敗の王剣》と《幻影の兎姫あたしたち》が長々と話してたら騒ぎになるでしょ。というか《不敗の王剣クラウン》一人でも野良でプレイなんてできるわけないじゃない』

　フードの奥からきつい眼まな差ざしを向けてきた舞花に、蓮也は思わず首をすくめ──不意に和らいだ気配に目をしばたたく。

『……どうせ、言っても無駄だろうけど』

　舞花は蓮也から顔をそらすと、

『一人で危険なことはしないで』

　そのメッセージを最後にＲ３仮想現実から消えてしまった。

「……なんだったんだ？」

　結局黒羽が不可解な力を使っていたことや、舞まい花かが蓮れん也やのログインを即座に知れたことの理由はわからずじまいだ。

　わかったのは、本来の目的であった『自分探し』など、とてもできる状態ではなくなったということだけで──

（いや待て）

　そもそも蓮也が『自分探し』──ブレードリンクでの自分をより理解しようとしたのは、黒羽がきっかけではなかったか？

　黒羽の言葉を端緒にはじめたブレードリンクで黒羽自身に会った……これを偶然の一言で片付けていいのか？

「…………」

　再び思考に浸つかりはじめた蓮也は。

「──あ、いた！」「おい、《不敗の王剣クラウン》見つけたぞ！」「一人だ、一人！」

　視界にポップした数多くのＰＮプレイヤーネームとコメントに、即座に遮られる。

「なるほど……舞花の言うとおりだ」

　ため息一つ。どうやら《不敗の王剣クラウン》『ＲＥＮ』がソロで平穏にブレードリンクを行おうというのは、土台無理な話だったらしい。駆け寄ってくるプレイヤーたちがこちらに辿たどり着く前に、蓮也はその場でログアウトの操作を行った。
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　物理現実に戻るかすかな酩めい酊てい感は、思いもよらず近くからかけられた声によって一瞬で打ち消される。

「──先輩!?　大丈夫ですか！」

　さらさらとした銀糸のような長い髪が蓮也の頬ほおを撫なで、こちらに向けられるアメジストの瞳ひとみには明白な焦燥が滲にじんでいる。

「わたしがわかりますか？」

　ベッドで仰向けに寝ていた蓮也は、顔をのぞき込むようにして身を乗り出している彼女の近さにまばたきを二回した。

「…………ユウリ？」

　そう呼ぶと同時に、少女──祈いのり刃はユウリは目を細めてなにやら難しそうな顔をし、右手のブレードを淡く光らせてからようやく安あん堵どの息を吐いた。

「よかった……干渉ハツキングにあったわけではなさそうですね」

「──なにもよくない」

「え？」

「とりあえず近い」

　自分でも気づいていなかったのか、ユウリは蓮れん也やに指摘されると慌ててベッドから下り、顔をそむける。本人はそれで誤魔化しているつもりらしいが、首元からのぞける雪白の肌がはっきりと赤みを帯びていた。

　蓮也は身体からだを起こして一度ため息を吐つくと、気まずげな少女に尋ねる。

「で、なんでまたお前が俺の部屋にいる？」

　目の前の侵入者ハツカーは、ここ数週間親が研究所に泊まりこんでいて、蓮也が家で一人きりであることくらいは当然のように知っているだろう。

　だが蓮也が家で一人だからといって侵入していいことにはならない。

　じっと見つめると、ユウリは身体を縮こまらせるようにしてもごもごと呟つぶやく。

「それはその……また先輩にご相談したいことがありまして」

「今回は────事前の連絡もないよな。そんなに緊急の用件なのか」

「……」

「まあ連絡なしで家に来たことも毎度の不法侵入もとりあえず今はいい。そのブレードはなんだ？」

　蓮也が指さした鞭ウイツプ型ブレード。それが仄ほのかに光を帯びているのは《虚構書記オーバーライト》という能力が発動されるとき固有の現象だ。













「こ、これは先輩がベッドで干渉ハツキングを受けている可能性を考えて──」

「……俺はブレードリンクにソロでログインするたびにいちいちハッキングされる可能性を考えないといけないのか？」

　呆あきれるように言った蓮れん也やに、ユウリはなぜか目を丸くした。

「ブレードリンクにログイン……？　ソロで？」

「ああ。ちゃんとＲ２拡張現実のステータスにも出てたはずだけどな。疑うなら『シチュエーションシェア』のログで確認してみろ」

　投げやりに言って、立ち上がろうとしたところで。

「な──なんでそんなことを!!」

　ユウリがそれまでの気まずげな様子を一変させて詰め寄ってきた。

「お……おい」

　かつてない剣幕に圧倒される蓮也に、ユウリはよりいっそう強く言葉を連ねる。

「理由があるんですか？　あるんですよね！」

「あ、ああ……いや、だから」

「先輩がなんの考えもなく動いていないことなんてわかっています！　でも！　祈いのり刃はナイエの事件のとき、わたしには危険だからといって単独行動を禁じたくせに……！　自分は……自分、ばかり……危ないことをして……」

　徐々にトーンダウンしていく語気。

　顔をうつむかせたユウリが、なにか言いたげに口を開いては閉じて。

　やがて上目づかいにこちらを見あげ、消え入るような声で訴えた。

「少しは……周りの気持ちも考えてください」

　余計なお世話だというのはわかっている。でも、それでも言わずにはいられない──。

　かつてユウリはブレードリンクのバトル中に《全感覚共有フルスレイブ》という能力を使ったことがあったが、そのときとはまた別の意味で彼女の気持ちが伝わってきた。

「……舞まい花かにも同じようなことを言われたな」

　まったく気づいていなかったが、どうやら自分が思っていた以上に、彼女たちに心配をかけていたらしい。

　それはまさに、蓮也が知ることのできなかった蓮也自身のことで。

「汝なんじ自身を知れ、か……」

「え？」

「いや。悪かったな」

　率直に謝った蓮也に、ユウリは意外なものでも見たかのようにまばたきを繰り返す。

「……なんだよ」

「──い、いえ」

　かぶりを振って、目をそらしたユウリは、思い直したようにこちらをまっすぐ見る。

「あの、先輩」

　妙な間をとったユウリに、蓮れん也やは黙って先を促す。

「悪かったという気持ちがあるのでしたら、一つお願いを聞いていただけませんか」

「お願い？」

　こくりとうなずいたはいいものの、なかなか言い出しづらいらしく、しばらく呻しん吟ぎんしたユウリは、深呼吸をひとつしてからぐっと目に力を込めて言った。




「しばらく泊めてください」






四章　欠けたる者の真実　To Lure Her into The Field






「皆さんはすでにご存じだとは思いますが、ブレードリンクはＱＤクオリアデバイスへの適応力を診るのに最適の指標。現在ブレードリンクでのランクはそのまま資格としても使用され、就職試験に際しては一般企業のほぼすべてで応募資格に最低基準ランクが設けられています」

　翌日。朱しゆ天てん寺じ学がく園えん高等部の制服に身を包み、ブレードリンクの特別講師として当然のように教壇に立つセリア・ダルクの姿に。

　そしてその彼女が当たり前のごとく話すその内容に──蓮也は寸前まであった眠気が残らず消し飛ぶのを感じた。

　なぜあいつが授業に……いや、それよりもブレードリンクがＱＤクオリアデバイスへの適応力を診るのに最適？

　そのランクが企業への就職につながる──？

「馬ば鹿かげてる……！」

　思わず立ち上がった蓮也を見て、クラスメイトたちは首を傾かしげていた。

「どうしたの千せん宮ぐうくん？」「なんだなんだ《不敗の王剣クラウン》ご乱心？」「セリアちゃんの授業が楽しみすぎたのかー？」

　視線を向けてくる彼らは今の話を一切疑っていない。

　彼らにとってそれはすでに当たり前のことになっている──。

『落ち着いて蓮れん也や』

　視界の端に表示された舞まい花かのボイスチャット。

『クラスのみんなは記憶を書き換えられてるだけだから』

　ざわつくクラスメイトの中に幼なじみの姿を捜した蓮也は、彼女がまっすぐセリアを睨にらみつけていることに気づく。

　ある程度事情を理解していた舞花にとっても、この事態は納得いかないものなのだろう。

『……正直、ここまで本格的な形で介入してくるとは思ってなかったわ』

　じっと前を見たままの舞花を見て、蓮也は一度目を閉じ一つ一つ確認していく。

　世界の改変。公の存在となった『第六機関シツクスオルガン』。空になった世せ良ら樹き邸。

　──虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ず。

『ならあえて相手の思惑に乗ってみよう』

　舞花がはじめて視線をこちらに向ける。驚いたような表情はすぐに了承の色に変わり、小さな首肯として返ってきた。

　少なくともクラスに一人は味方がいる──。

　その事実に背中を押された蓮也はしかし、一連のあいだ黙ってこちらを見ているだけだったセリアが続けた言葉に、再度目を見開いた。

「それでは授業をはじめたいと思います。皆さん、ブレードリンクを起動してください」

　ギリギリのところで声を我慢できたのは、当然のようにブレードを可視化するクラスメイトの中で、舞花がおもむろに立ち上がったからだ。

「すみません。気分が悪いので保健室で休んできてもいいですか」

　表情一つ変えずにそう口にした舞花に、クラスメイトは誰だれもなにも言わない。

　すでに彼らはログインを終えていた。

「どうぞ」

　ブレードリンクでの舞花──『ＭＩＣＡ』はアイドルクラン《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》に所属する超有名プレイヤー《幻影の兎姫ミラージユラビツト》で、同じく超有名プレイヤー《不敗の王剣クラウン》『ＲＥＮ』と違って物理現実での正体を隠している。

　そのことをわかっているからか、さして気にした様子なく静かにそう告げたセリアを横目に、舞花は教室を出て行く。

『ごめん蓮也、なにかあったらすぐに駆けつけるから。……くれぐれも気をつけて』

　舞花から飛んできたボイスチャットの向こうで、セリアがじっとこちらを見ている。

「どうかしましたか、千せん宮ぐう蓮也さん」

「………………別に」

　不自然なほど無表情のセリアを見つめ返した蓮れん也やは、

「では、先に行っていますので」

　そう口にしたセリアがログインしたのを確認してから、「──『連鎖閃刃ブレードリンク』」その意識をＲ３仮想現実へと移行させた。





　　　†×†






　通常、ブレードリンクに限らずＲ３仮想現実に移行する際には、Ｒ１物理現実での肉体が安全であるように配慮する。

　そもそも自室や専門スペース以外でＶＲゲームにログインすることは禁止されていたはずだ。常識から考えてもそんなことは当然で、だからこそ──なんの抵抗もなく教室でログインするクラスメイトたちを異様に感じる。

　そんな蓮也の思いとは裏腹に、教室そっくりのロビーに集まったクラスメイトらしきプレイヤーたちは、最後にログインした『ＲＥＮ蓮也』をあっという間に取り囲んだ。

「あ、きたきた。遅いよー『ＲＥＮ』くん」「やっぱ何度見ても《不敗の王剣クラウン》かっけーな」「ね、ね、《インディフィニット》見せて～」

　教室のとき以上に声をかけてくる彼らのコメントを半透明にして、蓮也は白銀の鎧よろいに身を包んだセリアを見る。

《Ⅴ》の《刻印者ナンバーズ》《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》『ＬＡＰＵＣＥＬＬＥ』。

　ライブネットや動画で見たのと同じ姿なのはわかっていたことだが、こうして実際に見ると一際──

「…………？」

　今。

　一瞬目の前のセリアになにか違和感があった気がして、蓮也は状態ウインドウを開いた。

　セリアの公開ステータスを上から順に見ていくが、特におかしなところはない。

　もう一度、Ｒ３仮想現実でのアバターをじっくり見ようとしたところで、セリアがクラスメイトに向かって言った。

「ウインドウの右上を見ていただけばわかるように、現在の状況はプライベートモードです。オンライン時とは様々な部分が違う点をまず確認してください」

　ブレードリンクの特別授業。何度聞いても眉まゆをひそめずにはいられない。

　一応言われたとおりに右上の表示を見ると、確かにオフラインになっていた。

　対戦時は強制オンラインがデフォルトであるブレードリンクでは、オフラインでプレイ可能なプライベートモードの使用にかなり厳格な制限がかかってる。

　基本的には特殊な権限を持った者──《刻印者ナンバーズ》にしか使用できない。

　その《刻印者ナンバーズ》を真正面から見つめると、目があった。

「では早速ブレードリンクにおける具体的な戦闘指導に入りたいと思いますが──『ＲＥＮ』さん、少々ご協力いただいてもよろしいですか」

　突然名前を呼ばれた蓮れん也やがなんの反応も見せないでいると、セリアはすぐに別のプレイヤーの名を呼び、その二人を残してクラスメイトに下がるよう指示を出した。

「今からお二方には簡単な模擬バトルをしていただきます」

「は？」

　突然なにを、と蓮也が声をあげる一方で、

「やったー！　《不敗の王剣クラウン》とバトれるとか超ラッキー！」

「いいなーあたしも《不敗の王剣クラウン》に手ほどきをうけたい」「《不敗の王剣クラウン》とガチでやれるとかやばくね？」「もしかしたらワンチャンあるかな」「ねーよ」

　対戦相手の踊り子風少女も他ほかのクラスメイトたちも、特に疑問や不満はないらしい。

　そうこうしているうちに蓮也の視界左上に体力バーが伸びていき、踊り子風少女は曲刀のような形状のブレード片手に飛びかかってきた。

「──」

　とりあえずこの場は流れに身を任せるしかない。蓮也はそう結論づけて可変型ブレード《インディフィニット》を片手剣の形で具現化する。

　踊り子風少女はどうやら敏捷性アジリテイの高いタイプらしい。足運びにフェイントを交えつつ蓮也に近接すると、文字どおり踊るようにその場でステップを踏み、こちらがつられて動くタイミングで曲刀を繰り出してきた。

　まともな剣捌さばきを予想していれば、いや予想していなくても一撃は喰くらわざるを得ない、いわゆる『初見殺しアンプランドアタツク』と言われる攻撃。

　そんなトリッキーな踊り子風少女の動きに、蓮也は──なんの反応もしなかった。

「──！」

　超至近距離で驚きのリアクションを見せた少女を冷静に眺めながら蓮也は次の行動、その次の次の行動と、思考を加速させていく。

　実は眩げん惑わく系の攻撃には対処法がある。相手の行動を釣り出し、その行動にあわせて意表をつくのなら、こちらからは一切動かなければいいのだ。

　理屈だけなら極々簡単で、誰だれにでもできる必勝法。

　だが、それが実際にはまず実行不可能であるからこそ『初見殺しアンプランドアタツク』であり──その『初見殺し』に軽々と対処して見せた《不敗の王剣クラウン》は周囲を驚嘆させるのに十分だった。

　すでに行動を開始している少女は途中でやめることもできず、曲刀の斬ざん撃げきを繰り出す。

　蓮也はその斬撃を最低限の動きで避け、同時にその避ける行動が反撃の一部であるように最速の突きを放つ。

《カウンターリンケージサクシード》

　システム音声がそう告げるのを聞き流し、片手剣を短剣へと変化させると、ノックバックした相手に逆手に持ち替えた短剣で青いエフェクトをまとった斬ざん撃げきを入れる。

《アイソレーションリンケージサクシード》の音声が高々とフィールドに響き渡り、

「おおお、すげ！」「無言起動ノーランスキル！」

　そんなクラスメイトの歓声にか、あるいは起動言ランワードを使用せずに技を発動させる高等技術──無言起動ノーランスキルにかはわからないが、相手は焦ったらしい。

　被ダメ後の無敵時間を自ら解除して、すぐさま反撃に移ろうと動いたのだ。

　それはしかし、攻撃側の硬直も解けている状況で愚行としか言いようがないものだった。

　ｖｅｒ．バージヨン１で不敗の名を冠し、公式戦二〇〇戦無敗ダブルハンドレツドという快挙を成し遂げた《不敗の王剣クラウン》『ＲＥＮ』は、そのあきらかなミスにほとんど自動で反応。

「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』」

　補助系片手剣技ソードスキルで反応速度を上昇させ、相手の出鼻をくじくような形で相手の背後を取ると、少女が振り返る間も与えずに続けて斬撃を放つ。

　片手剣を短剣に、短剣を長剣に、長剣を大剣ツーハンデツドソードに。

　攻撃と攻撃の合間、技と技の間かん隙げきを縫うように変化自在の超絶技巧。

　対戦相手ではなく、自身の技自体を昇華させるように動いた蓮れん也やは、

《ＹＯＵ　ＷＩＮ》

　突如眼前に現れたその表記に慌てて行動をキャンセルし、同時に踊り子風少女が膝ひざを突いてその場に倒れ伏した。

「す……すげええええ！」「生《インディフィニット》やばすぎ!!」「あんな綺き麗れいなリンケージあるんだ……」「なにがどうつながってんのか全然わかんなかった！」

　騒ぎ立てるクラスメイトを尻しり目めに、蓮也は横目でセリアの様子を窺うかがっていた。

　バトルは授業の一環。そんな言葉を鵜う呑のみにするほどおめでたくはない。

　であればこの対戦にはなにか意味があったはず──。

　だが、蓮也の予想に反してセリアは動かず、それ以上に不可解な出来事が起きていた。

　蓮也が体力バーを削りきった、踊り子風少女。彼女が倒れ伏したまま動かないのだ。

　その姿はまるで二年前の幼なじみを見ているようで。

「おい……」

　嫌な想像を打ち消すように首を横に振った蓮也が声をかけると、少女の姿はログアウトフェーズをとったかのようにそのまま消えてしまった。

「な──お、おい！」

　立ち上がらないままのログアウト。

　あんな現象は、少なくとも蓮也の知っている表側のブレードリンクではありえない。

　焦った蓮れん也やが説明を求めるように指導教官を向くと、

「どうかしましたか？　ブレードリンクで敗北すれば意識を失う──そんなことは当たり前のことですが」

　プラチナブロンドを揺らした彼女が口にした衝撃的なセリフに目を見開く。

　それは。

　Ｒ２拡張現実で行われる裏のブレードリンク──ブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモードそのものではないか。

「お前は……そんなリスクのあることをやらせてるのか」

　声を震わせた蓮也に答えたのは、セリアではなくその周りにいる首を傾かしげたクラスメイトたちだった。

「……？　なにいってるの《不敗の王剣クラウン》」「リスクって、別に意識失うって言っても数分だし」「健康的にも問題ないって『第六機関シツクスオルガン』のお墨付きあるしね」「つーか今さら？」　彼らは口々に蓮也の知らない世界改変について語る。

　疑問を抱くどころか、疑問を抱いた蓮也をたしなめる形で。

　その気持ちの悪さに蓮也はぐっと歯を噛かみしめ、諸悪の根源であるセリアを睨にらみつけた。

「……やってくれたな」

「いえ、やるのは今からです」

　口元に浮いた微かすかな笑み。

　強い違和感を覚える蓮也を無視して、セリアはクラスメイトたちに向かって言った。

「仮にもｖｅｒ．バージヨン１最強。やはり《不敗の王剣クラウン》相手に一対一デユエルマツチは無理がありすぎましたね。では次は戦力の均衡を図った上での演習としましょう。──《不敗の王剣クラウン》ＶＳと皆さん全員。これなら戦力的にも問題ないはずです」

「……!?」

　蓮也とクラスメイト全員が戦う？

　問題ないどころか問題だらけとしか考えられない提案に、さすがのクラスメイトたちも戸惑った声をあげる。

「え、あたしたち全員と《不敗の王剣クラウン》……？」「さすがに無理があるだろー」「物理的に無理だよな……ってここＲ３仮想現実だけど」

　大多数がそう口にする一方で、一部の人間が言った。

「いやいやこの前のＳＶ戦サバイバルマツチ見なかったのか？　《不敗の王剣クラウン》、決勝ラウンドで二対二二とかいうウルトラ不利な状況で勝っちゃったんだぜ？」

「あーそれ俺も見た。あれやばかったよな。相手《最弱の百騎ナイツ》だったのにさ」

「え、《最弱の百騎ナイツ》二二人に勝ったとかあたしたち何人いてもダメってことじゃない？」

「むしろ全員でいっても勝てないかも？」「なんだそうなの？」「じゃあいっか」

　あっという間に大多数の意見が逆方向へと振り切れ、

「準備はよろしいですか皆さん。──では、第二戦開始」

　セリアの声に、ブレードを手にしたクラスメイトたちがいっせいに襲いかかってきた。





　　　†×†






　冗談じゃない。

　ブレードリンクの仕様がいつどのように変わったのかはわからないが、これは負ければ意識を失う戦いだ。負ければセリア……『第六機関シツクスオルガン』に記憶を上書きされる可能性が高い。

　絶対に負けられない──！

　まっすぐ向かってくる四〇人近くのプレイヤーを前に、蓮れん也やは絶望的な気分を振り払って自身を奮い立たせた。

　幸いにして、クラスメイトの大部分は素人同然のＦランクプレイヤーだ。多少経験を積んでいるプレイヤーたちも《最弱の百騎ナイツ》のような一級の連携がとれているわけではない。

　蓮也はがむしゃらに向かってくる彼らを軽業師のように捌さばき、的確に反撃し、ときに同士討ちを誘発させて対処していく。

　朱しゆ天てん寺じ学がく園えんの教室という狭いフィールドもいい方向へ働いた。どれだけ母数が多くても一度に飛びかかれる人数には限りがある。全員がいっせいに攻撃してくれば、さしもの《不敗の王剣クラウン》も返しきれないが、数人であればどうとでもできる。

　それよりも意識すべきは彼らの体力バーだ。蓮也の視界には無数の体力バーが表示されており、そのどれをも最後まで削りきらないよう細心の注意を払う。

　現状のブレードリンクが敗北することで意識を失う性質のものであるなら、どんな理由であれ、相手を倒すわけにいかない。

『第六機関シツクスオルガン』が保証する「ブレードリンクで意識を失っても健康的に問題ない」などというのは、まったく信用できるものではないからだ。

　四〇人近くを相手に倒されず、倒さない──一種の縛りプレイのような状況で、さらなる苦難が蓮也を襲った。

「──さーて、そろそろ出番かな」「お、行っちゃうじゃん？」「はいよー」

　視界の端でポップした会話ウインドウ。そちらに意識を向けたと同時に、明らかに動きの違うプレイヤーが三人割り込んできた。

　それぞれ短剣、大剣ツーハンデツドソード、槍やりのブレードを携えた彼らは、他ほかのクラスメイトをうまく障害物として使い、蓮也に少しずつダメージを入れてくる。

「──っ」

　舌打ちした蓮也が集中的に相手にしようとしても、一撃離脱を基本にし、常に瀕ひん死し状態のクラスメイトを盾にする彼らを追い詰めきれない。

　こっちの考えが読まれてる──？

　蓮れん也やの疑問を封殺するようにそれぞれのブレード特性を生かし、高密度の連携を見せる彼らに、目に見えて蓮也の体力ゲージは減っていった。

「うお、すげ……あいつら《不敗の王剣クラウン》にダメ負わせてるぜ」「ほんとだ」「つか、あれ誰だれよ？」

　忙せわしなく上級プレイヤーである彼らを相手取りながらも、蓮也はクラスメイトの交わす会話を聞き逃していなかった。

　確かにこのレベル……少なくともランクＡ以上のプレイヤーがクラスにいるという話は聞いたことがない。

　ブレードリンクのフィールド。クラスメイトじゃない。……外部からのログイン？

　──まさか。

　加速した思考に蓮也が意識を向けたそのとき、

「あっ……」

　操作をミスったのか瀕ひん死し状態の女子生徒が、蓮也のブレードに当たる軌道で飛びこんできた。

「──！」

　このまま斬ざん撃げきを入れれば彼女は意識を失う──強制的に斬きる動作を歪ゆがめた蓮也は、強い攻撃硬直に襲われる。

「──あらら？」「チャーンス」「じゃん」

　その隙すきを三人が見逃すはずもなかった。

「くっ……」

　システムの制限を受け、動きが止まったままの蓮也に、彼らは大ダメージ確定のリンケージを繰り出そうとブレードを振りかぶって。




『させない』




　声は、メッセージとして直接表記された。

　同時に朱い一いつ閃せんが三人をまとめて薙なぎ払はらい、机のオブジェごと教室の隅へと吹っ飛ばす。

　翻る着物ドレスに、揺れるウサ耳。

　刃についた血ち糊のりを払うかのように薙刀なぎなたを美しく振るった彼女──《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』の姿に、戦闘が一時的に中断。

　次いで、悲鳴が爆発した。

「え──え、えー!?　《幻影の兎姫ミラージユラビツト》!?」「うっそ、マジマジ!?」「なんで《幻影の兎姫ミラージユラビツト》いんの!?」「きゃあああ《幻影の兎姫ミラージユラビツト》さまあああああ!!」「ミララビー!!」

　大歓声を無視して、『ＭＩＣＡ』──舞まい花かは、蓮れん也やにメッセージを送ってきた。

『遅れてごめん蓮也』

「……ぴったりすぎる」

　苦笑する蓮也に、舞花は笑わない。

『ずっとユウリに調べてもらってたんだけど、アレはうちの生徒じゃないわ。……それと』

　ゆっくりと立ち上がる三人を一いち瞥べつした舞花は、そこで直接声を張った。

「本当に仮装が好きなのね」

「……仮装。……！」

　舞花のそのセリフは半日前にも聞いた。

　そのとき向けられた相手は──

「なるほど……この程度ではまだ足りないか」

　口調を変えたセリアが、ふっと息を抜くような笑みを浮かべる。

「あなたの言葉は徹頭徹尾不可解ですね」

　そう口にしたのは、さらなる来訪者。

「お前……」

　さらさらと銀糸の長い髪を揺らした少女──ユウリが、いつの間にか教室の入り口に立っていた。

　ユウリは目を見開く蓮也に、ほんの少し唇を尖とがらせて言う。

「《幻影の兎姫ミラージユラビツト》には驚かないのに、わたしがここにいたら驚くんですか」

「当たり前だろ」

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は舞花だ。むしろ本来ここにいて当然の人間──と、そこまで考えて蓮也は気づいた。

　この状況は本来あるべき当然のものではない。

　そしてその状況を作りだした人間は。

「騙だますためには自分の味方すら利用するのか、黒羽」

　蓮也のその呟つぶやきに、先の三人を含んだ数人がいっせいに動いた。

　瞬時に構えた蓮也たちではなくいまだ状況を把握していないだろうクラスメイトへ。

　すでに瀕ひん死し状態の体力しかなかった彼らは、突然の奇襲になすすべなく倒れていく。

　そうしてすべての生徒を昏こん倒とうさせたところで。

「その名前はここではふさわしくないな」

　セリア──黒羽は、その姿をあらわにした。

　黒髪ショートの小柄な姿になった彼／彼女は、深緑色の軽鎧よろいに身を包み、剥きだしの両肩からエフェクトでできた小さな黒い翼を広げている。

　そのあまりにも派手な特徴は、ブレードリンクをしていなくても知っている有名プレイヤーで。

「《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》──」

　ユウリの声に、黒羽──《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》『ＥＲＷＩＮＳＣＲＯＷ』は、『Ⅳ』の刻印が施された槍やり型ブレード《クアンタム》を構えた。
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『Ⅳ』の《刻印者ナンバーズ》《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》『ＥＲＷＩＮＳＣＲＯＷ』。

　蓮れん也やもその名前はネットクローリングで何度か目にしたことがある。

　あまり表舞台には現れず、三ヶ月後の《世界変革計画プロジエクトシフト》も早々と辞退していた。

《刻印者ナンバーズ》であるにもかかわらず《世界変革計画プロジエクトシフト》への参加辞退。

　バトル動画も不自然なほど少なく、ビジュアルの派手さと裏腹に掴つかみ所どころのないプレイヤー──そのように結論していた覚えがある。

　戦う可能性の低い相手だったのでそれほど熱心にチェックしてはいなかったが、《刻印者ナンバーズ》が弱いわけがない。

　なにより、この状況で警戒するなというほうが無理な話だ。













「……それで、そこの不法侵入者たちはなんなんだ？」

「なに、というほどのものではないよ」

　蓮れん也やの言葉を受けて、黒羽のブレードが淡く鱗りん粉ぷんのような光を撒まき散らす。

　鱗粉は、それぞれ教室の隅に立っていた彼らの伸ばした手の上に落ちると、『駒こまのようなもの』へと変わった。見覚えのあるその駒は、顔の前に持ってくることで無骨な兜かぶととなり──次の瞬間、彼らの姿を一様に同じ姿へと変化させる。

　画一的な黒い鎧よろいに身を包んだ彼らは。

「《最弱の百騎ナイツ》……!?」

　鎧のデザインや数こそ違うが、ナイエと妃ひ継つぎが率いた《最弱の百騎ナイツ》に相違ない。

　黒一色であるせいか、妃継たちの《最弱の百騎ナイツ》より禍まが々まがしい彼らは、それぞれ慇いん懃ぎんにこちらへ向かって一礼する。

　なぜ黒羽が《最弱の百騎ナイツ》を──？

「違う」

　嫌悪の交じった舞まい花かの声。

「あれは妃継の《最弱の百騎ナイツ》とは違う……！」

　薙刀なぎなたを器用に回転させ、まっすぐ刃先を黒羽へと向ける。

「そのとおり」

　軽く肩をすくめてみせた黒羽は、そのままふわりと浮き上がって槍先を差し出す。

「彼らは──僕の《最弱の百騎ナイツ》だ」

　その声が開戦の合図だった。

　意図して四隅にいたらしい《最弱の騎士ナイツ》たちが、教室の中心にいた蓮也たちに襲いかかってくる。先ほどのクラスメイトたちとは違い、数的有利、地の利を生かし、洗練された連携を見せる彼らに、蓮也たちは防戦に回った。

　教室にいなかった以上、おそらく安全圏からアクセスしている彼らとは違い、蓮也たちは体力ゲージを散らせば即記憶改変に直結する。

　必要以上に攻勢に出る《最弱の騎士ナイツ》は、さらに三人の中では格段に実力の劣るユウリを徹底的に狙ねらってきた。

　基本的には一撃離脱。だが、ユウリに対しては追撃も辞さない。ローテーションで攻防のメリハリをつけ、はっきりと弱いところをつく。

　ベタベタのセオリーではあるが、だからこそ高レベルで実行されれば最も対処のしにくい戦闘パターン。彼らは多少のダメージを受けてもリスクがない。対して蓮也たちは誰だれか一人が攻撃をかすらされただけでも心理的負担となって確実に蓄積していく。

　なによりもこの状況で《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》──黒羽がぴくりとも動かないのが、途方もないプレッシャーとなって蓮也たちの動きを縛った。

　黒羽は、なにを考えているのか。

　蓮れん也やたちが攻勢に転じた瞬間を狙ねらっているのか、はたまたそう狙っていると思わせてその場に釘くぎ付づけにすることで持久戦に持ち込もうとしているのか。持久戦に耐えられなくなり、我慢の限界が訪れるのを待っているのか──。

「先、輩……！」

『蓮也、どうするの……!?』

　同じようなことを考えていたのか、ほぼ同時にそう訊きいてきた二人に。




「なにもしなくていい」




　聞き覚えのあるその声は、その場にいたほぼ全員が予想していなかった。

「わたしが、たおすから」

　突如教室の天井に出現したその少女は、手にしたブレードを迷いなく振り下ろす。

　誰だれから見ても完かん璧ぺきな不意打ちはしかし。

「──やっと出てきた」

　彼／彼女だけにははじめから見切られていた。

　これまでにない、はっきりとした笑みを浮かべた黒羽に、少女は慌てて離脱を図ろうとする。













　初撃の鋭さから一転してもたついた少女を、《最弱の騎士ナイツ》たちがいっせいに狙ねらい、彼らを迎撃する形で蓮れん也やたちが動いた。

　急速に反転する攻防に双方は手早く戦闘を切り上げ、いったん距離をとる。

　教室前方と後方に分かたれた陣営の中で、黒羽が言う。

「待っていた。ずっと待っていたよ『ＨＩＴＳＵＧ』──いや『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』」

　感情のこもったその言葉に、ふわふわとした羊のような衣装に身を包んだ乱入者──『ＨＩＴＳＵＧ』こと芹せり川かわ妃ひ継つぎはわずかに目を細めた。
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　矢継ぎ早の展開。それも唐突すぎる流れに、蓮也は顔をしかめた。

　世界改変によるブレードリンクの特別授業、その講師となったはずのセリアに仮装した黒羽、そしてその黒羽を止めるように乱入してきた妃継。

《世界変革計画プロジエクトシフト》の名の下に、いったいなにが起きているというのか。

　知らず黒羽ではなく妃継──『ＨＩＴＳＵＧ』を見た蓮也は、眠たげなその目が、ほんの少し逡しゆん巡じゆんするのを読み取った。

「俺がお前に訊ききたいのはとりあえず一つだ」

「……それくらいなら」

　すぐに答えられる。そう続くのだと予想して、蓮也は言う。

「お前とあいつの関係は？」

　核心を突いた手て応ごたえはあった。おそらくそれがこの場で最も重要なことだろう。

　妃継は熟考するように口を閉じ、だが答えたのは彼女ではなかった。

「その問いは僕と彼女に共通する『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲシユヴアリエ』というフレーズに注目すればわかることだ」

「……？　『ＨＩＴＳＵＧ』のどこにシュヴァリエなんて単語が含まれる」

「知らないのか。『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』は彼女の旧ＰＮプレイヤーネームだよ」

「──旧ＰＮプレイヤーネーム？」

　ブレードリンクではリアルさを追求するため、プレイヤーネームの変更ができない。かつて《最弱の百騎ナイツ》が使った『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』という共通のＰＮプレイヤーネームも、偽装であって変更ではなかった。

　つまり、今現在『ＨＩＴＳＵＧ』というＰＮプレイヤーネームを使っているのであれば、それ以前などというものは存在するはずがないのだが。

「……バージョンアップホール」

　不意に呟つぶやいたユウリに、黒羽が意味ありげに肩をすくめる。

「どういうことだ？」

　蓮れん也やが促すと、ユウリではなく妃ひ継つぎがぽつぽつと答えた。

「ブレードリンクは現在までにおおきなもので五どのバージョンアップをおこなっている。高いレベルのセキュリティはあくまでゲームの中でのはなし」

「ゲームの中……」

「バージョンアップ時にはどうしてもゲームの外からの作業が必要になってきます。外から中に対する作業……必要不可欠な穴がどうしても出てきてしまうんです。もちろん、穴ができるとわかっていてもいざ実行しようと思えば大変な技術と労力を必要としますが」

「……つまり、妃継はその大変な技術と労力をつぎ込んででもＰＮプレイヤーネームを変えなければならなかった。──旧知である黒羽あいつから逃れるために」

　断定する形で結んだ蓮也に、妃継はわずかに目を見開いたあと、視線を落とす。

「……かくごは、していた」

　蓮也が指摘するまでもなく、妃継はナイエとの一件でかなり大胆に動いた。

　最終的に『第六機関シツクスオルガン』に関かかわりある人間を引きずり出してしまうまでに。

「まったく理解に苦しむ話だ。『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』は、僕から逃れるためだけにＰＮプレイヤーネームを変え、各種データを改かい竄ざんし、住居を移し、自己暗示にかけることで一時的とはいえ自ら記憶を消すなどという荒技まで行ったというのに」

「自ら記憶を消す……？」

　黒羽の言葉に妃継はなにも言わない。ただまっすぐ黒羽を見つめている。

　……よくよく考えてみれば、妃継は大々的にアイドルクランでの活動を行っていた。蓮也でさえ知っていたプレイヤーを追っていた黒羽が気づかないわけがない。

　黒羽はすぐに『ＨＩＴＳＵＧ』に辿たどり着いた。だが、彼女がすでに『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』としての記憶を持っていない事実に直面する。

　黒羽が求めていたのは『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』で、『ＨＩＴＳＵＧ』ではない。

　そしてそのことは『ＨＩＴＳＵＧ』もわかっている。

　だから、あえて黒羽の目につきやすいようアイドルクランに入った。

　その上で『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』としての記憶を持っていないことを証明し、黒羽が諦あきらめたあとで記憶を取り戻すよう、なんらかの細工を仕掛けていたのだとしたら。

　その『仕掛け』がナイエとの一件ですべて明らかになってしまったのだとしたら──。

「先輩……大丈夫ですか」

　傍らのユウリから声をかけられて、蓮也は『悪癖』の海から浮上する。

　黒羽は、蓮也ではなく舞まい花かを見ていた。

「そこまでして確保した安全をそこにいる兎うさぎ……《幻影の兎姫ミラージユラビツト》のために投げだしたんだ。そうとわかったときの衝撃は相当のものだったよ」

　唐突に話の矛先を向けられて、舞まい花かは妃ひ継つぎを見る。

「『ＨＩＴＳＵＧ』……」

　なぜそこまで。そう続いた舞花の困惑に満ちた声に、妃継は顔を伏せてなにも答えない。

「その理由については僕も聞きたいところだ」

　声を挟んだ黒羽は悠々とその場で浮遊する。次いで公開ウインドウを開き、あるはずのない先日のナイエたちとの対戦動画を表示した。

　画面の中で妃継は羊をモチーフとした可か愛わいらしい姿ではなく、禍まが々まがしい《夜天の王ナイトロード》へと変わっている。

「『白騎士』を動かし、あまつさえ『フルカウントリフレクション』まで発動させる……僕の知っている『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』はここまで浅慮ではなかったはずだ」

「……ずいぶんな自信だな。お前がそいつのなにを知っている」

　蓮れん也やの挑発めいた発言に、黒羽は首を傾かしげて言う。

「なにもかも。そもそも《最弱の百騎ナイツ》も『フルカウントリフレクション』も僕たちが二人で作ったものだ」

「──！」

　蓮也たちは驚きよう愕がくと共に妃継を見る。

　視線の集中砲火を浴びた妃継は、

「……《最弱の百騎ナイツ》は『ＥＲＷＩＮＳＣＲＯＷ』のていあんでつくったものだった」

　うつむきがちに、ぽつぽつと言葉を紡ぐ。

「はじめはみんなおなじほうこうをむいていた。ブレードリンクをわたしたちでたのしくしようと……でも、いちぶの《最弱の百騎ナイツ》がすこしずつゆがんでいって──」

　顔をあげた妃継は、彼女にしては珍しく睨にらむという表現があう表情を浮かべていた。

「そのげんいんをつくったのが『ＥＲＷＩＮＳＣＲＯＷ』。もともとあのこのもくてきはみんなをたのしませることじゃなかった。だからわたしは《最弱の百騎ナイツ》をぬけた」

　淡々と締めた妃継に、黒羽は薄く目を細める。

「抜けたというのはおかしいな。《最弱の百騎ナイツ》の半分以上が君と共に辞め、そのうちのほとんどが君のほうについていったのだから」

「……その《最弱の百騎ナイツ》が、俺たちが戦った相手というわけか」

「一部の旧ｖｅｒ情報通オールドフリーカーたちからは『白騎士』と呼ばれて、もてはやされているようだね。僕の『黒騎士』とは大違いだよ」

　わざとらしく息を吐いた黒羽に連動するようにして、その場にいた《最弱の百騎ナイツ》──『黒騎士』たちがいっせいに肩をすくめる。

　その挑発的な態度に妃継は静かに視線を廻めぐらせた。

「あたりまえ。あなたにきょうかんした《最弱の百騎ひと》たちがしていたのは、自己満足のためのズル。そんなことばかりくりかえしたら誰だれもついていかない」

《最弱の百騎ナイツ》の『周りを楽しませてプレイの幅を広げる』という矜きよう恃じが、『単純に卑ひ怯きような手を使う』という利己的な思想に変わってしまえば──ただのチーターに同意する者などいなくなる。

　それほど深く関かかわったわけではない蓮れん也やでも、妃ひ継つぎがそういった動きを嫌うのは想像に難くない。

「で……その卑怯者の残党が目指したのはなんだったんだ？」

　黒羽を正面に見据えつつ言った蓮也に、妃継はあっさりとその言葉を口にした。

「ブレードリンクというゲームのしはい」

「──支配？」

　困惑に満ちた声はユウリがあげたもの。だが、蓮也が抱いたのも同じ感情だ。

　意味がわからない。

　そんなことができるとは思えないし、仮にできたところでそれがなんだというのか。

　意図せず疑問に満ちた眼まな差ざしを向けると、黒羽ははじめて侮ぶ蔑べつのような感情を交えて見返してきた。

「君たちにはわからないだろう。その意味など。……だがもうそんなことはどうでもいい」

　次いで意図して作った笑みを浮かべ、ブレードを持たない手をまっすぐ妃継へと向ける。

「もうブレードリンクの支配などという小さなものに囚とらわれる必要はなくなった。僕はこの世界そのものを手に入れようと思っている。どうだろう『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』。もう一度僕と組まないか。君が──君と君の力さえあれば、その目的は果たされたも同然だ」

　とてつもない大言壮語。

　飛躍した妄言としか思えない言葉を、妃継は少しも笑わない。

　代わりに強く言った。

「ねごとはねているときにいうもの」

　声と同時に、妃継は杖つえ型ブレード《スリープレスセプター》を横に倒して、クラシカルな外部入力装置キーボードの形に広げる。

「決めるなら、たんきけっせん。わたしは──あなたをたおすためにリスクをおかしてここへきた。じぶんだけがおびきだせたとおもうなら、それはおろか」

　黒羽が妃継の現れるのを待っていたように、妃継もまた黒羽が動くのを待っていた。

　──とっておきの対抗策を用意して。

「あなたのそんざいは、このがっこうにあらわれたときからつねににんちしていたし、このたたかいも、さくやの《不敗の王剣》とのいっけんもずっとみていた」

　昨日の戦いも見ていた……？　さりげない発言に驚く蓮れん也やも無視して、妃ひ継つぎは中空に浮いたキーボードを高速で叩たたいていく。

「それでもいままでかいにゅうしなかったのは──」

　タン、という音が聞こえそうなほど仮想のボタンを強く弾はじいて。

「データの入力インプツトのため」

　──出力かいしアウトプツト・オール。

　妃継がそう呟つぶやくと、正面に展開されていたブレードがその身に纏まとわれるように動く。

　ふわふわの衣装をキラキラとした破片が包み込み、禍まが々まがしい角まで生やした彼女は。

「《夜天の王ナイトロード》……！」

　敵のあらゆる行動データを入力することで、攻撃をすべて予測し、対応・反撃する『フルカウントリフレクション』。

『完全にして無欠の鎧よろい』をまとい、文字どおり形なり振ふり構わない姿の妃継は、まっすぐ黒羽──元同志にして現《刻印者ナンバーズ》《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》『ＥＲＷＩＮＳＣＲＯＷ』へと向かう。

　同時に『黒騎士』たちが示し合わせたように動いた。表向きただ歩いているようにしか見えない妃継へ、それぞれのブレードを振り下ろそうとして。

「むだ」

　大剣ツーハンデツドソードを弾き、斧おのをはね上げ、槍使いの腕を打ち、短剣使いを近づかせず、片手剣使いは片手剣ごとまとめて薙なぎはらう。

　向かってくる先から跳ね返し、追撃を浴びせ、場合によってはトドメを刺す。

　妃継は物理的にありえないそれら一連の同時操作を、『黒騎士』たちを一切見ないまま自動的に行った。

「すごい……」

　感嘆するユウリと裏腹に。

「なるほど。僕と完成させたものよりはるかに精度が高くなっているようだ」

　黒羽は少しも焦った様子を見せず、一人泰たい然ぜん自じ若じやくと構えている。

　そうこうしているうちに、群がる『黒騎士』たちを倒しきった《夜天の王ナイトロード》は《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》の下へと辿たどり着き、

「ねんぐの、おさめどき」

　短い言葉と共に右腕を突き出した。





　　　†×†






『アイソレーションリンケージサクシード』

　何度目かのシステム音声が響きわたり、《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》は体力ゲージの底を突き、膝ひざを折ってゆっくりと地面に伏す。

　結果は《夜天の王ナイトロード》の完全勝利パーフエクトゲーム。

　ほとんどまともなスキルの打ち合いも生じることなく、あまりにもあっさりとした決着。

　黒羽は妃ひ継つぎの前に敗北を喫して意識を手放した。

　──当然と言えば当然だ。

　妃継の完成させた『フルカウントリフレクション』は、データの入力さえすませればどんなプレイヤーを相手にしても完かん璧ぺきに予測・対応し、自動的に打ち倒すことができる。

　まして相手は名が知れ渡り、少ないとは言え動画の検索も容易な《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》。

《最弱の百騎一大チート集団》を率いた『ＨＩＴＳＵＧ』なら事前の準備は文字どおり完璧だったのだろう。

　だから、この結果は当たり前のもので。

　蓮れん也やが感じる妙な据わりの悪さも単に良い勝負が見たかったという一プレイヤーとしてのわがままに起因しているだけで──

「本当に、これで終わりなんですか……？」

　不意にユウリが発した言葉。誰だれに訊きくでもない、独り言のような呟つぶやきに。




「もちろん違う」




　答えたのは、地面に伏せていた黒羽だった。

「な──」

　目を見張る蓮也の前で、黒羽は平然と起きあがり、翼をきらめかせる。

「……なぜ、いしきをうしなっていないの」

　後ずさり、驚きを口にした妃継の前で、黒羽は体力ゼロ表記のまま軽く首を傾かしげてみせる。

「なぜもなにも、僕にははじめから失うべきものが存在していない」

「は──？」

　失うべきもの──意識が、ない？

「ああ今のは言い方が悪かった。こうしてＲ３仮想現実で君たちと会話できている以上、それは広義で意識と呼ばれるものだ。だからこう言い換えよう、システムの定義している意識というものが存在しないと」

　システムの定義している意識。

　与えられた材料が、蓮也の脳を通して高速の思考にかけられる。

　システムというのは、ブレードリンクというゲームのシステム。ブレードリンクで体力が尽きれば意識を失う、それがログアウトした世界でも適用されるのはクラスメイトたちの会話から推測できることだ。

　だとすればブレードリンクが定義している意識というのはＲ３仮想現実に限らない現象──物理現象としての意識のことだろう。

　それが、黒羽にはない──？

　そこまで思考を推し進めたところで、蓮れん也やの脳裏に朱しゆ天てん寺じ学がく園えんで出で逢あった黒羽の姿が再生された。

　Ｒ２拡張現実のＡＵアバターユニツトとして蓮也たちの目の前に現れた黒羽。

　彼／彼女は、そもそもＲ１物理現実でその姿を見せたことがあったか？

　もっといえば。

　黒羽は物理現実に存在するのか──？

　もし。

　もしも彼／彼女が仮想現実にしか存在しないのだとすれば。




「そう──僕はこの究極に複雑化したネットワークが産み落とした『仮想自我存在Figment』と呼ばれるモノだ」




『仮想自我存在Figment』。人の意図や企図、あらゆる意味で人の手の入っていない、全き自然発生によって自我を持ち得た仮想物。

　その出現は理論上予期され、しかしその概念上プロセスを具体的に構築できない机上の空論だと思われていたモノが。

　今、目の前に現出している黒羽──？

　槍やりを手の平の上に載せ、まるで天てん秤びんのようにした黒羽が、神話に登場する天使のように見える錯覚。

「……そういう、こと」

　じっと黙っていた舞まい花かが重苦しい沈黙のベールを破り、腑ふに落ちたように声を絞り出す。

「だから『第六機関シツクスオルガン』も無理矢理あなたを支配下に置くことはできなかったのね」

　蓮也には察せられない、《刻印者ナンバーズ》にだけ通じる言葉。

　その意味を深く推しはかろうとしている間に──

《夜天の王ナイトロード》が動いた。

　隙すきだらけの《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》に、ブレードに包まれた右拳こぶしを入れる。

　次いで左下段蹴げり、右回し蹴りと続け、掌底を叩たたき込んだ。

　それまで何回と当ててきた『アイソレーションリンケージ』は想定どおりに矮わい躯くを弾はじき飛ばし、

「無駄だ」

　ただ弾き飛ばしただけ。

　体力バーにはなんの変化もない。

　当たり前だ。すでにないものがこれ以上変化するわけがない。

「ゼロになにをかけてもゼロ……などと言うつもりもないが、聡そう明めいな『ＨＩＴＳＵＧ』であれば現状は十分理解できただろう。──その先の、取るべき行動も」

「────」

　愕がく然ぜんとする妃ひ継つぎは、それでも諦あきらめなかった。

　教室隅の黒羽に素早く接敵すると、身に纏まとったブレードを使用し、入力した戦闘データを利用して、多彩なリンケージを一方的に叩たたき込んでいく。

　立ち上がっては倒し、倒しては立ち上がり。

　何度も何度も何度も──。

「なんで……なんで……なんで……！」

　かすかに漏れる平へい坦たんな声には焦燥が色濃く、常の無表情にも苦く悶もんが読み取れる。

　らしくない妃継の姿に、蓮れん也やたちが呆あつ気けにとられているあいだに。

「仕方がない」

　黒羽がため息を吐ついた瞬間、四人の『黒騎士』が妃継を取り囲むようにして現れた。

『侵入イントルーデイングされました』というシステム音声すらない、完全に不意を突く形で現れた彼らは。

「入力されていないデータには対応できない──それが『フルカウントリフレクション』の弱点であるはずだ」

　そう呟つぶやいた《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》の言葉通り、四方から一方的な連撃を浴びせかけられる。

「──『ＨＩＴＳＵＧ』！」

　舞まい花かが叫び、蓮也とユウリもまた一呼吸遅れて反応速度上昇系スキルを使用するが、

「もちろんそう動くのは読めている」

《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》の振るった槍やりの一いつ閃せんが、その行く手をぎりぎりのところで阻んだ。

「──っ、どきなさい！」

　爆発するような舞花の加速に、黒羽はわずかに槍を動かし、舞花の進む先に刃先が来るように調整して対応する。

　槍先を打ち払おうと薙刀なぎなたを振るった舞花は、打ち払ったはずの槍が薙刀に巻き付く不可解な現象に目を見開く。

　見ると、槍型ブレード《クアンタム》は、穂先の近くで分解され、ワイヤーのようなもので繋つながっていた。

　多節槍──!?

　剣の形では稀まれに見るが、槍というとまず見かけない。

　それも超一流の使い手となると稀まれも稀だ。動画でも使用していなかったところを見ると、どうやら《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》のとっておきらしい。

　条件反射で警戒を強めた蓮れん也やと舞まい花かに反して、ユウリが構わず強引に突っ切ろうとする。

「ユウリ!?」

　舞花の心配もよそに、《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》は《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミラージユラビツト》に気をとられていたのか、はたまた元々ユウリはノーマークだったのか、あっさりと通した。

「『ＨＩＴＳＵＧ』さん！」

　さらに数を増した『黒騎士』たちの一群へ辿たどり着いたユウリは、すぐさま起動言ランワードを口にしようとして。

「──!?」

　突如散開し、ログアウトフェーズに入る彼らに困惑する。

　次いで『黒騎士』たちに体力を根こそぎ奪われ、床に力なく横たわる妃ひ継つぎを確認して、再度目を見開いた。

「先輩!!」

　悲鳴に近いユウリの声を聞いた蓮也は続く言葉を予知して、脊せき髄ずい反射で最適行動を取る。

『舞花、外！』

　必要最低限のメッセージを飛ばすと同時にログアウトしようとして。

「やらせるとでも？」

『ログアウトできません』

　眼前に表示された赤文字の向こうで黒羽が嘲あざけるように笑い──すぐにその笑みが歪ゆがんでユウリを睨にらむ。

《虚構書記》。

　黒羽に巻き付いたユウリの鞭ウイツプ型ブレード《ナインライヴズ》が淡い光を放つと同時に、赤文字の警告が消える。

　すかさず蓮也は安全プロセスをすべてスキップして、半ば強制的にログアウトフェーズに入った。

　無事Ｒ１物理現実に帰ってきた蓮也は、ログアウト酔いも無視して急ぎ教室を見回す。

　果たして目的の彼女──昏こん倒とうした芹せり川かわ妃継は、黒いスーツを着た四人の男『第六機関』の人間に抱えられ、今にも教室の外へと運び出されようとしているところだった。

　その事実を認識すると同時に走り出した蓮也は、ブレードを可視化し、




「その手を放せええええ!!」




　黒スーツの一人に跳とび蹴げりをぶちかます。

　廊下に吹っ飛んだ黒スーツを視界の端に収め、残りの三人のうち二人がこちらに向かってくるのを見て、ＯＢＭアウトブレイクモードを起動しようと──

（いや、ダメだ）

　限定解除ブレイクアウトするのを寸前で止める。

　Ｒ２拡張現実がメインフィールドであるＯＢＭアウトブレイクモードでは、黒羽に干渉される可能性が高い。

　あくまでＲ１物理現実で妃ひ継つぎを助けなければならない──。

　思考を切り替えてブレードを消した蓮れん也やは、あらためて黒スーツと対たい峙じし、彼我の戦力差を冷静に分析する。

　体格差、不利。人数、不利。場数、不利。

　いちいち分析するまでもなく圧倒的不利な状況。

　黒スーツもそのことをわかっているのだろう。蓮也に蹴けり飛ばされた男が立つのを待つと、小こ馬ば鹿かにしたような表情を浮かべ、三人同時に蓮也との距離を一気に詰めてきた。

「……っ」

　舌打ちしたくなるのを堪え、低い構えをとった蓮也は、左右正面から向かってきた黒スーツに──何もする必要がなかった。




「兎と神がみ流合気術『流りゆう漸ぜん』」




　涼やかな声と、穏やかな風。蓮也が感じたのはそれだけで。

「怪け我がはない？　蓮也」

　次の瞬間、その目に映ったのは三人の黒スーツが廊下に倒れ伏す姿と、冷然と立つ幼なじみの背中だった。

「この程度の使い手でどうにかなると思われたなんて──舐なめられたものね」

　言いながら滑るような足運びで最後の一人に近接した舞まい花かは、男の懐に一瞬で入りこみ、鳩尾みぞおちに掌底を入れる。

　あっという間に膝ひざから崩れ落ちる男を呆ぼう然ぜんと見ていた蓮也は。

「──先輩！　わたしたちは彼女を！」

　遅れて合流したユウリの声に背を押され、いまだ意識を手放したままの妃継を背負って朱しゆ天てん寺じ学がく園えんを抜け出した。






五章　交錯する信念　Her Judgment






「ここは……………………千せん宮ぐう蓮れん也やの、いえ……？」

　妃ひ継つぎが目を覚ましたのは、夜半すぎのことだった。

　ベッド近くで様子を見ていた蓮也は、妃継が仰向けのまま右手の指で虚空を叩たたいているのに気づき、少し時間を置いてから声をかける。

「気分はどうだ？」

　おそらく『ＱＤクオリアデバイス』で自身のステータスチェックをしていたのであろう妃継に声をかけると、意外な言葉が返ってきた。

「ここは、千宮蓮也のへや？」

「……？　ああまあ、そうだが」

「…………」

　妙な間に、蓮也は首を傾かしげる。寝起きで混乱しているのだろうか。

　蓮也のその予想は妃継の次の発言で余計に強まった。

「みうごきがとれないあいだに……へやに、つれこまれた」

「は？」

「ほかにも、へやはあるはずなのに」

「なんでお前がうちの間取りを……いやまあ確かにそうだが」

「いつのまにか、ふくもぬがされている」

「ああそれは舞まい花かたちが寝やすいようにと──」

　蓮也が説明しているあいだに、妃継は起き上がってベッドに腰掛けると、直接その目で確認するように掛け布団をめくる。

「お前……なにして」

　ネクタイを外され、ニットのセーターも身につけていない妃継は、上は白いブラウス一枚、下はスカートも靴下も脱がされていた。

　はだけたブラウスからは華きや奢しやな鎖骨と共にかわいらしいパステルカラーのブラジャーがのぞける上、下は下でそろいのショーツが細い太ももの奥に見え隠れしている。

　蓮也が思わず見つめると、

「……えっち」

　妃継はかすかに頬ほおを赤らめ、そそくさと掛け布団を引き寄せて再びベッドに横になった。

　──いや自分で見せておいて？

　心の中でそう突っ込む蓮也に、どこかテンポのズレた少女はじーっとこちらを見て。

「つまり、げんじょうをせいりすると──千宮蓮也は、どさくさにまぎれて、わたしをおそおうとしている」

「──どうしてそうなる！」

「しかも、わたしはたすけられたおんがあるから、ことわれない……これはこうみょう」

「いや断れよ……」

「むり。そんなはくじょうなことはできない」

「いやいや薄情とかそういう問題じゃなく」

「でも、おそわれるまえに、ひとことだけいわせてほしい」

　そこで妃ひ継つぎは掛け布団を口元まで引き上げて呟つぶやいた。

「けだもの」

「………………あのな」

　あまりの言葉に顔を押さえた蓮れん也やは。




「──ほんと、蓮也はケダモノだよね」




　唐突にドアの向こうから聞こえてきた声に、その場で飛び上がりそうになるほど驚いた。

　次いで妙な寒さに震え、妙にゆっくりと開くドアを戦々恐々と見守る。

　そこに立っていたのは寒々しい笑みを浮かべた幼なじみと、その後ろで気まずげに小さくなる後輩の少女だった。

　おずおずとこちらを見るユウリは、本当に申し訳なさそうに呟いた。

「…………すみません先輩」

「ぜんぶ、聞いたよ、蓮也」

　舞まい花かの言葉に、蓮也はその場で頭を抱えたくなった。

　どうやら完全にバレたらしい。蓮也とユウリが先日から同どう棲せい状態であったことが。

「蓮也、今日はやけにまばたきが多かったり、理由なく目をそらすなあって思ってたけど、そういうことだったんだ。なるほどね。納得納得」

「あ、あの兎と神がみ先ぱ……」

「とりあえず、二人ともそこに座ろうか」

「おい舞──」

「座って？」

　その脅迫的な笑顔に、ユウリがびくりと震え、血の気の失うせた顔で蓮也の隣まで移動して楚そ々そと正座する。

　つられるように蓮也も座ると、一人立つ舞花がじっとこちらを見下ろしてきた。

「さて──それじゃあはじめようか」

　──事の発端は蓮也たちが追っ手をまき、妃継を抱えて千せん宮ぐう家に逃げ込んだときまでさかのぼる。

　舞まい花かは妃ひ継つぎを玄関から一番近かった蓮れん也やの部屋に運び、服を脱がせてベッドに横たわらせると、蓮也たちのいる客間へと移動し──そこで見つけてしまったのだ。

　ユウリがここで暮らしているという証拠を。

「ねえ蓮也。どうしてここにユウリの荷物があるの？」

　正直、今はそんな話をしている場合じゃないと蓮也は思う。心の底から思う。

　だが舞花は『蓮也の母から任された』という大義名分をかざし、この件について執しつ拗ように問い詰めてきた。

　後で説明すると誤魔化そうとした蓮也に軽く技をかけ、さりげなく逃げようとしたユウリに瞬歩を使って近接するほどに。

　静かに荒ぶる舞花がユウリを詰問し始めたため、蓮也は仕方なく妃継の様子を見るために自室へとこもっていたのだが。

　どうやらユウリはすべて吐かされてしまったらしい。

　……といっても、蓮也自身後ろめたいことはなにもしていないのだ。

　ユウリが蓮也の家に泊めてほしいと言ったのも、世界改変以降『第六機関シツクスオルガン』が不穏に動いていることを受けて、そのトップが住んでいた世せ良ら樹きの家にこれ以上住み続けるのは不安があるというのが一番の理由だった。













　そのこと自体は理解できたし、もう一点、こちら側の拠点がほしいという蓮れん也やの考えとも合致する部分があった。

　幸いここのところ蓮也の親は研究所に泊まり込んでいて部屋自体にも余裕があったし、実際役に立ったところを見ると、あながち間違った判断だとは思っていない。

　……思っていないのだが。

　目の前の幼なじみはそのように考えているとはとても思えなかった。

「……あー……舞まい花か？　そいつから聞いたのならわかると思うが」

「さっそくユウリの着替えをのぞいたんだって？　蓮也」

「──！」

　反射的に隣を見た蓮也は、

「……と、兎と神がみ先輩が、同居してからあったことを正直に全部話せと……」

　あからさまに怯おびえるユウリを見て「なぜそんな余計なことを」という言葉を飲み込んだ。

　どうやら蓮也が妃ひ継つぎを見ているあいだに、とてつもないことが起きていたらしい。

「あのな、舞花。それは──」

「お風ふ呂ろの準備ができたので部屋まで呼びにいった。ノックもした。声もかけた。部屋に鍵かぎもかかっていなかった。それで着替えをのぞかれたなんていうのはおかしい──なんて言うわけないよね？」

「…………」

「ねえ蓮也」

　じっとこちらを見つめる舞花の目がまっすぐ蓮也を射貫く。

　そのどこか病的な視線に蓮也は背筋を寒くして──




「や──やめてください」




　ユウリが蓮也をかばうように二人のあいだに入ってきた。

　そのまま、キッと舞花を見上げ、微妙に震えた声で続ける。

「せ、先輩が変態さん……いえ、どういう人間であるかなんて、わかっていたことです。わかった上で、わたしが先輩のお宅に泊めてほしいと言ったのですから──なにが起きようとわたしの責任で、先輩には非がありません」

「…………おい、ちょっと待て」

「は？　今蓮也がケダモノだってわかった上で泊まったって言った？　言ったよね!?」

「言いましたがなにか！」

　立ち上がったユウリが、近い距離で舞花を見つめ返す。

「わかった上で──わたしは先輩が一人で無茶なことをしないよう、近くで監視するほうが大事だと判断しました」

　蓮れん也やは、ユウリがしばらく泊めてほしいと言ったあとに付け加えた言葉を思い出した。

　──それに、先輩を見張るには近くにいればいるほどいいですから。

　そのときは冗談だろうと流したが、そもそもユウリは冗談を言わない。

　真剣な表情で見つめるユウリに、舞まい花かが先に顔をそらした。

「……なにそれ」

　張り詰めていた緊張の糸がほんのわずかにたわんだ感覚に、ユウリが強こわばらせていた肩から力を抜く。

　そうして蓮也に振り返ったところで。

「じゃあ、あたしも一緒に住む」

　よくわからない宣言が飛び出て、再度舞花に向き直った。

「な──なにを」

　言ってるんですか。そう続けられる前に、ユウリの横を抜けて蓮也に近づくと、

「ユウリと一緒に住むのは《ＣＲＯＷＮ－ＣＬＯＷＮＳ》の拠点を作るためでもあるんだよね？　だったら、あたしだって一緒に住んでなきゃおかしい」

　屈かがみ込んで膝立ちの姿勢。

　反射的に後ずさろうとした蓮也を、上目遣いに窺うかがうように見て。

「いやお前、親は……」

「心配すると思う？　兎と神がみ流合気術師範代のあたしを」

「……そういう話ではなく」

「問題ないよね蓮也」

　言いようのない眼力。名状しがたい圧力──。

　ブレードリンクで感じるのとは別種のプレッシャーに、蓮也はついに否定の言葉を口にすることができなかった。

「じゃあそういうことで」

「ちょ、ちょっと待ってください。わたしが先輩のお宅に住まわせてもらっているのは拠点を作るためだけではなくて」

「蓮也を見張るためでもあるんでしょ？　大丈夫、ユウリ一人じゃ絶対止められないから。というか、そもそも先に蓮也の面倒を見てって頼まれたのはあたしなんだよ？」

「それは兎神先輩が勝手に言っていることでしょう？　それに兎神先輩はまだわたしたちに言えないことがあるはずです。そんな方と一緒に」

「その話は今は関係ないわ。だいたいそんなことを言ったらユウリだって──」

　蓮也の家のことなのに、当事者抜きで話が進められていく。

　その様子を不思議な諦てい念ねんとともに傍観していた蓮也はしかし、すぐ後ろから聞こえてきた呟つぶやきには突っ込まざるをえなかった。

「……ふくすうぷれい」

「お前は黙ってろ」
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「で──改めて今日のことについて訊ききたいんだが」

　舞まい花かが落ち着きを取り戻し、妃ひ継つぎの体調に問題がないことを確認したところで。

　蓮れん也やはベッドの上に腰掛け、きちんと制服を着込んだ妃継に尋ねた。

「あいつはなんなんだ」

　何度目だろうか。このセリフを口にするのは。

　セリア、舞花、そして妃継。

　尋ねた相手を順に思い出した蓮也は、これが最後で済むよう祈りつつ、やや顔をうつむかせた少女をまっすぐ見つめる。

「……そのしつもんに答えるためには、すこしわたしのはなしもするひつようがある」

　訥とつ々とつとそう語った妃継に、蓮也よりも舞花がぐっと身を乗り出した。

　芹せり川かわ妃継──『ＨＩＴＳＵＧ』は、ブレードリンクでは舞花と同じアイドルクラン《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》に所属している。

　その正体は、ブレードリンクｖｅｒ．バージヨン１で《不敗の王剣クラウン》《斬虐の女王クイーン》に並ぶ伝説的プレイヤー《最弱の百騎ナイツ》『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』。

　数日前に蓮也たちが戦い、妃継について得た情報はそこまでだ。

　それだけでも十分驚きよう愕がくしたし、ずっとただの『ＨＩＴＳＵＧ』として付き合ってきた舞花からすればショックな事実だったが。

「黒羽、『ＥＲＷＩＮＳＣＲＯＷ』はわたし……『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』のもとパートナーだった」

「パートナー……」

　舞花の呟きにうなずき、妃継はその頃ころを思い出すように目を閉じる。

「『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』だったころのわたしは、『ＥＲＷＩＮＳＣＲＯＷ』の語る、じぶんたちでつくるよりおもしろいブレードリンクというけいかくにすごくひかれた。たぶんあの子もわたしのハッキングのうりょくにめをつけていたんだとおもう」

　当時すでに妃継は類たぐい稀まれなハッキング能力を身につけていたんだろう。黒羽でなくてもそういった連中がすり寄ってくるのは予想ができる。

「『ＥＲＷＩＮＳＣＲＯＷ』はブレードリンクというゲームにものすごく傾倒していた。そのうえで、よりたかみをめざして、みずからのてで改革をほどこすためのしゅうだんがひつようだといった。おなじ意識をもったしゅうだんが」

「それが《最弱の百騎ナイツ》……ですか」

「そう。ほんとうに、とちゅうまではうまくいっていた。《最弱の百騎ナイツ》のかつやくはプレイヤーによろこばれていたし、うんえいからちょくせつ注意をうけることもなかった。わたしたちは支持されているんだとおもっていた。──でも」

　膝ひざの上に置いていた手をぐっと握って、妃ひ継つぎは言う。

「ぜんぶ、きのせいだった。『ＥＲＷＩＮＳＣＲＯＷ』……黒羽ははじめからたったひとつの目的のためだけにうごいていて、《最弱の百騎ナイツ》もわたしもどうでもよかった。あの子がもくてきとしていたのはたったひとつ──ブレードリンクのかんぜんな支配だけ」

「そのブレードリンクの支配というのはどういう意味だ？」

　ブレードリンクは社会現象となり、改変後の世界ではそこでの能力が社会的な指標となってもいるが、あくまでゲームだ。

　その支配の意味がいまいちわからない。

「そもそも支配するならアレーティア社に入り込むほうが、ブレードリンクシステムの全掌握なんていう難業よりはよっぽど楽なはずだ。なぜわざわざゲームの内側からそんなことをしようとする」

「それはあの子が仮想自我存在Figmentだから」

　仮想自我存在Figment──。

　黒羽自らが自身をそう呼び、その証左としてシステムに認識されない意識というものをこれ以上ないほど現実的な形で突きつけてきた。

　だが、それでもゲームの内側から支配する理由にはならない。

　今の世の中、わざわざＲ１物理現実で直接対面して取引することなどまずないのだ。

　仮想自我存在Figmentだろうが普通の人間だろうが、Ｒ２拡張現実に現出できれば同じこと。

　そう実際に言ってみせた蓮れん也やに、妃継は首を横に振る。

「ちがう。そうじゃなくて、あの子にとってはブレードリンクのかんぜんなしはいが意味をもっていて……もっといえば、それしかいみをもっていない」

「ブレードリンクの完全な支配しか意味を持たない？」

　意味がわからない。

　妃継以外の三人が互いに顔を見合わせながら首を傾かしげるのをうけて、仮想自我存在Figmentの元パートナー『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』は透き通る声で言った。

「黒羽をつくりだしたのはブレードリンクで、ブレードリンクのかんぜんなしはいはあの子にとってのせかいのしはいとおなじことだから」

　黒羽を創つくり出だしたのが、ブレードリンク──？

　驚きに目を見開く蓮也たちを見て、妃継は一度口を開き、なにも言わないまま考え込むように視線を落とした。

　そのまましばらく逡しゆん巡じゆんするように床を眺めたあとで、顔を上げて言う。

「たぶん黒羽は──」




『訪問者です』




　突然拡張認識レイヤードリアル上で響いたシステム音声とポップした表記に、蓮れん也やたちは激しく反応した。

　唯一、千せん宮ぐう家の家人登録がされていない妃ひ継つぎが一呼吸遅れて、目をまばたかせる。

「どうか、した？」

　簡潔に尋ねた妃継に鋭い眼まな差ざしを向けた蓮也は、次いで口元に人差し指を当てた。

　ジェスチャーの意味は『静かにしろ』。

　そのとおり黙った妃継を確認してから、共有ウインドウを広げて現在蓮也たちが見ているマンションエントランスの映像を落とし込む。

　そこに映し出された人物を見て、さしもの妃継もかすかに目を見開いた。

「──セリア・ダルク？」
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「申し訳ありませんでした」

　散々話し合い、綿密な迎撃準備をした上でドアを開いた蓮也たちは、開口一番そう言ってきた来訪者に、完全に虚を突かれた。

「今回の件──黒羽が私になりすまして勝手に授業を行った挙げ句、みなさんを試したのは、すべて私の監督不行届が招いた事態です。お詫わびのしようもありません」

　プラチナブロンドを床に着けそうな勢いで深々と頭を下げるセリア。

　ドアの開閉と同時にＯＢＭアウトブレイクモード、場合によっては窓からの脱出まで考えていた蓮也たちは、ブレードを可視化した状態のまま固まり、互いに目配せをした。

『ゆだんさせるつもり、かも』

　妃継からのボイチャに。

『でも、とてもそうは見えません』

　ユウリが反応し、

『というか油断させるつもりなら見抜けちゃだめでしょ』

　舞まい花かが冷静に突っ込む。

　そんな三人を前に、セリアはさらなる火種を投げ込んだ。

「お詫びと言ってはなんですが、私にできることであればなんでもしたいと思っています」

「なん、でも……？」

「身の回りの世話でもいいですし、こうしてほしいということがあれば遠慮なくおっしゃってください。文字どおりなんでもします」

「ちょ……ちょっと、自分でなに言ってるのかわかってる？」

「わかっているつもりですが」

「じゃあ、千せん宮ぐう蓮れん也やがあなたのはじめてをようきゅうしてもいいの？」

「せ、芹せり川かわさん！　なにを言って──」

「もちろん構いません」

「は!?」

「そもそも私のはじめてと呼ぶべきものはほとんど《不敗の王剣クラウン》に捧ささげていますから」

「──」

「……せ、先輩、まさか」

「ねえ蓮也どういうこと？　なにをしたの？　ねえ」

「……………………千宮蓮也はやっぱりえっち」

　言いつのる女子たちに、蓮也はため息を吐つく。

「……具体的に言え。なんの話だ？」

　じっとセリアを見つめると、彼女は一度うなずいてから答えた。

「もちろんブレードリンクのことです」

「…………ブレードリンク？」

「やはりお忘れなんですね」

　どこか寂しそうに笑って、セリアは言う。

「私がはじめてブレードリンクで対戦した相手が《不敗の王剣クラウン》でした。そのときに、敗北も屈辱も対戦相手への尊敬も、すべて味わわせていただいたんです」

　大切な想おもい出でを語るように穏やかな表情を浮かべたセリアに、その場にいた全員が言葉を失う。

「そう、なんですか？」

「……いや、正直記憶にない」

　ユウリの言葉に、蓮也は首を横に振る。

　非公式戦も含めれば千以上のバトルをこなしてきているのだ。よほど印象的なことでもない限り覚えていない。なんとか過去のデータを掘り起こそうと現在の少女を見つめていると、セリアが身じろぎして視線をそらした。

　その顔は妙に赤いような……？

『なにを見てるんですか』『なにじっと見てるの』『みすぎ』

　ほぼ同時に同じような内容のボイチャが飛んできて、面食らう。

　なにって、ここで観察以外の手段があるか……？

　内心でそう思いつつ、蓮れん也やは投げやりに室内を指さした。

「とりあえず、中に入れ」

　蓮也のその発言に、三人はそれぞれ目を剥むいたが。

「失礼します」

　セリアは特に警戒も緊張した様子も見せずに部屋に入ると、すすめられるままにリビングの椅い子すに座り、蓮也の用意した紅茶に礼を言って口をつけた。

　色々な意味で理解しがたい行動をとる敵の姿に、蓮也が呆あきれたように言う。

「招いておいて言うのもなんだが……少しは警戒しないのか」

　育ちの良さを窺うかがわせる所作で紅茶を飲んでいたセリアは、カップを静かにソーサーの上に置くと、小首を傾かしげた。

「警戒、ですか？　なぜでしょう？」

　落ち着いた口調。不思議そうな表情。

「私は本日の私の不手際をお詫わびしに参りました。警戒しなければならないようなことはないと思うのですが」

　ぱちぱちとまばたくセリアに、蓮也は目を細める。

「……ここは、お前にとって敵地だ。敵地に単身で乗り込んで、罠わなが張られている可能性は考えなかったのか」

「ここが敵地という考え方も疑問ではありますが……そもそも《不敗の王剣クラウン》は、そのようなことをする人ではありません」

　きっぱりとした断言。当の《不敗の王剣クラウン》本人が冗談で口にするのも恥ずかしいような言葉を、穢けがれのない、純粋な瞳ひとみで口にされて、蓮也は言葉を失う。

　お前に俺のなにがわかるんだ──常の蓮也なら鼻で笑ってそれくらいの軽口は返したかもしれない。

　だが、そのあまりの毒気のなさに、思考がリセットされてしまった。

　それどころかセリアの前では考えること自体が無意味なような気がしてきて──

「そ──そういってわたしたちを罠にかけようとしても無駄です」

　見つめあう二人を遮るように、蓮也の隣に座っていたユウリが慌てて言葉を挟み、

「それに」

　蓮也のすぐ後ろに立っていた妃ひ継つぎが静かに続ける。

「たとえあなたがこちらを疑っていなくても、あなたがこちらをだまそうとしていないことのしょうめいにはならない。こうしているあいだにも、あなたはちゃくちゃくと奇襲のじゅんびをしているかもしれない」

　もちろんハッタリだ。セリアがマンションエントランスに現れてから、すでに妃ひ継つぎとユウリにはマンション周囲百メートルの防犯カメラをハッキングしてもらっている。

　ざっと映像を確認した限りでは、おつきの騎士やあやしい人影は映っていない。

　だからこれはあわよくばボロを出すことを期待しての、意地の悪いかまかけ──。

　敵ゆえの必要十分な悪意を向けられて、セリアは口元に指を当てて神妙にうなずき、

「なるほど……そのように考えることもできるのですね。勉強になります」

　一八〇度ズレた答えを返してきた。

　これには妃継も虚を突かれたのか、じっとセリアを見つめてから視線を外してぼやく。

「……やっかい」

　少し生き真面目まじめで、ただのお人好よし。

　これまでとは違う、まっすぐすぎる相手に、いまいちペースが掴つかめない蓮れん也やたちを尻しり目めに、一人後ろで腕を組んで立っていた舞まい花かが言う。

「それで、謝りついでになにをしにきたのセリア」

　その切り捨てるような冷徹な言葉に、セリアが形の良い眉まゆをわずかにひそめた。

「何度も言っていますが、謝るのが一番の目的で──」

「だから、その二番目の目的を訊きいてるの」

　にべもない返し言葉。

　だが、それこそが蓮也たちの求めていることでもあった。

「三人とも惑わされないで。セリアには確かに裏はない。でも、目的がないわけじゃない」

「だからその目的が今回の件の謝罪だと言っているんですが……」

　セリアはやや納得がいかない表情を浮かべたものの、一度目を閉じると切り替えたように真剣にこちらを見てきた。

「謝罪と別にお話させてもらえるのであれば、以前の件について続きをお願いしてもよろしいでしょうか」

「以前の件？」

「はい。朱しゆ天てん寺じ学がく園えんの応接室でお話した、世界の改変にお力添えいただきたいというものです。──あのときは途中で話が終わってしまったので」

　付け加えられた言葉に込められた感情に、蓮也ははじめて戦せん慄りつした。

「……途中で、話が終わった？」

　そう訝いぶかしげに呟つぶやいたユウリも同じことを思ったのかもしれない。

　当然だ。世界の改変に協力するかどうかについてはすでに結論が出ている。

　協力できない──蓮也はそうはっきりと告げたはず。

　だが。

「今回は芹せり川かわ妃ひ継つぎさんもいらっしゃるので、もう一度最初から説明させていただきます」

　多少重複する部分が出てしまうのはお許しください。そう言って、セリアは応接室でしたのとほぼ同じ内容を繰り返した。

　あのときと同じ熱量、感情を込めて訴えてくる彼女に、ユウリが気味の悪いものでも見たかのように顔を青ざめさせる。

　妃継がわずかに目を細め、蓮れん也やが驚きよう愕がくの表情を浮かべるのもかまわず、セリアは自身の考えを、想おもいを、信念を──あますことなく伝えきった。

「……というわけで、いかがでしょう？　ご協力いただけませんか」

　語尾を上げた問いかけの形であるはずなのに、答えを求めていない。

　いや、答えは求めているのだ。決まりきった答えだけを。

　協力する。

　その言葉だけが彼女に通じる言語で、概念で。

　それ以外は決して届かない、伝わらない、理解されない──。




「セリア・ダルク──あなたは、おかしいです」




　唐突な言葉は、蓮也の左隣に座る少女から発された。

　室内灯の明かりにキラキラと照らされた銀髪が揺れ、アメジストの瞳ひとみが斜め前のセリアにまっすぐ向く。

　その瞳に込められた感情は、畏い怖ふだ。

「どうしてあなたはそこまで自分の行っていることの正しさを盲信できるんですか。自らの正しさを盲信し、他人にその正しさを押しつけて平気なんですか。理解、できないです」

　姉と呼んだ少女に恐れられて、それでも彼女は意に介さないように不思議そうに言う。

「私からすれば、あなたが言っていることのほうが理解できません。なぜ自分の行動を正しいと思わないんですか。自らを正しいと思わずに行動できるんですか」

　胸に手を当て、セリアはまっすぐ前を見て言う。

「以前も言いましたが、私は《ＡＥＸＴ》です。来たるべき新世界のための礎いしずえで、言ってしまえば実験体とされた身です」

　実験体。自らの身に起きたことでなくても眉まゆをひそめたくなるような話。

「私は《ＡＥＸＴ》──《礎の子供たち》であることを誇りに思っています。私が《礎の子供たち》になることで他ほかの多くの、もちろん黒羽のような存在も含めて救われるのなら、喜んで犠牲になりたい。それが私の正しさで、私の行動原理です」

　一点の曇りもない正論。

「それをエゴと呼ばれるのなら、エゴでも構いません。私は自らを犠牲にして他者を救うというエゴを貫きます。私にはそのエゴをエゴとして受け入れる強さがある。そしてそのエゴを貫くための協力を請い続ける──それのどこがおかしいのか、教えてください」

　以前蓮れん也やが指摘した矛盾すら呑のみ込み、彼女は訴える。

　自らの正しさを。……正しさが生み出す歪ゆがんだ信念を。

　セリア・ダルクという少女は正しい。正しいという観念の下に行動している。

　その強さは、周囲の人間を巻き込むのに十分すぎて──。

「おかしいですよ、十分に」

　再度否定の言葉を口にしたユウリに、セリアがかすかに目を細めた。

　正面から見つめあう少女たちは、互いに目線をそらさない。

　先ほどまで脅おびえに似た感情を交えていたユウリも、落ち着いた眼まな差ざしを向けている。

「具体的に教えてもらえませんか。なにがおかしいのか」

　なにも間違っていない。おかしなところなど一切ない──そうわかっているからこその、挑戦するようなセリアの言葉に、ユウリは少しも退かずに言った。

「自分で気づけないんですね。あなた自身が自ら口にしているのに」

「自ら口にしている？」

「自らを犠牲にして他者を救う、そのエゴを貫く意志を持ち、エゴとして認める強さもある。そんな人が、どうして他者に──先輩に協力を求めようとするんですか」

「それは、《不敗の王剣クラウン》が絶対的なカリスマで──」

「あなたの意志を広めるのに便利だから？　そんな誤魔化しが通用すると本気で思ってはいないですよね？」

　静かな声音。

「本当に強くて、自分の行動に自信を持っているのなら、他人に協力なんて求めない。なにがあろうと自分一人で成し遂げようとするはずです」

　穏やかに続けられた言葉が、セリアの目を見開かせる。

　同じ《ＡＥＸＴ》である少女のリアクションを目の当たりにして、ユウリは自らの胸に手を当てた。

「わたしは確かに自分が創られた人間デザイナーベビーだと知って、動揺しました。自らの行動原理に私情も交じっていると思います。他人を信用することが得意じゃありません。……でもそのことを自覚しています。わたしは弱い人間です。為なすべきことへの意志はありますが、情に流されますし、純粋な力もありません。だからこそ──先輩と契約しました」

　蓮也を見て、セリアを向く。

　その上で尋ねた。

「あなたには他者に協力を求める理由があるんですか？　力があり、意志もある、その上でなお協力が必要だというのはなぜでしょう？──答えてください」

　簡潔で、それでいて深く抉えぐり込むような問い。

　近い間合いで斬りかかるようなユウリの鋭い言葉に。

「……ずいぶんと一方的な言い分ですね」

《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は負けずと鋭く切り返す。

「確かに私は力も意志も持っています。けれど、力と意志だけで目的は成し遂げることはできない。そこには私の理想を体現する象徴……『剣つるぎ』が必要なんです。そのために絶対的強者である《不敗の王剣クラウン》の力が──」

「それならなぜ自ら象徴になろうと思わないんですか。自分には不可能だと、力不足だと考えるからですか。もしそうなら」

「話を遮るのはやめてください！」

　だん、とテーブルを叩たたくようにして、セリアが立ち上がる。

　同時に舞まい花かも立ち上がり、妃ひ継つぎと共にブレードを可視化。牽けん制せいするようにセリアを睨にらむ。

　一触即発の状態にも、ユウリは動じなかった。

「……話を遮っているのはあなたも同じだと思います」

　落ち着いた声音で言って、険しい表情のセリアを見あげる。

　その瞳ひとみにわずかに憐れん憫びんのような感情が宿って。

「たぶん、あなたはわたしと似ているんだと思います。似ているからこそ、その意見が交わることもない」

「なにを……」

「だから、勝負をしませんか」

　唐突な提案。この場の誰だれもが考えつかなかったことを切り出した少女は、ただまっすぐ敵を見つめて言った。

「剣先輩を賭かけた勝負を」





　　　†×†






「…………すみませんでした」

　開口一番小声で謝ってきたユウリに、蓮れん也やは部屋の扉を閉めながら内心で苦笑する。

「あれだけ見事な啖たん呵かを切っておいて、今さらそれか」

「う……」

　部屋の隅で膝ひざを抱えていたネグリジェ姿のユウリが、蓮也の言葉でさらに小さくなる。

　ユウリが自室として使用している部屋に蓮也を呼んだのは、セリアが引き上げ、舞花と妃継が部屋に戻ってしばらく経たったあとだった。意識を失っていた上、一人暮らしの妃継を案じた舞まい花かは、ベッドの大きい蓮れん也やの親の部屋で妃ひ継つぎと共に寝ている。

　拡張認識レイヤードリアル上の時刻は深夜と呼ばれる時間帯を表示しているが、今日に限っていえばまだまだ眠れそうにない。

　それだけ多くのイレギュラーが起きた。

　学校でのブレードリンク。黒羽の襲撃とその正体。

　そして。

「あのようなことを言うつもりはなかったんです……」

　ユウリの言うあのようなことというのは、許可なく蓮也を賭かけの対象にしたことだろう。

　一般的に考えれば人を賭けの対象にするのは問題があるし、蓮也ならともかく、ユウリがそのようなことを言い出すのはらしくない。

「結果的に俺たちにとっても悪くはない条件を引き出せたんだ。そこまで気にすることでもないだろ」

　セリアはユウリの出した勝負──ブレードリンクでの決着を二つ返事で了承した。

　こちら側が負ければ蓮也はセリアの『剣』となる──つまり、セリアの計画に協力する。

　そして、こちら側が勝てば、セリアの所属クランが持つ《世界変革計画プロジエクトシフト》本戦出場権を譲り受ける。互いに賭けたものを奪いあう、いわゆる『争奪戦ギヤンブルマツチ』というバトル形式だ。

　こちらが勝てば、現状唯一の積極的アプローチと言える《世界変革計画プロジエクトシフト》本戦出場権が手に入る上、本戦で確実に障害となる相手を一組退場させることができる。

　通常であれば、まずこの『争奪戦ギヤンブルマツチ』は成立しない。賭けるものの釣り合いが取れないからだ。蓮也とて、ユウリが持ち出した勝負の話にセリアが乗ってこなければ思いつかなかっただろう。

　自身が賭けの対象にされたことなどどうでもいいし、負けることなどはじめから考えていない。むしろ今回の件はユウリのファインプレーとすら思っていたのだが。

「なにか気になることでもあるのか？」

　顔をうつむかせたユウリは、さらさらと床を舐なめる銀髪を見つめるだけ。

　……ゆるいネグリジェ姿で前まえ屈かがみになれば、必然的に胸の谷間がのぞけてしまうのだが。

　どうやらそういったことにも意識が向いていないらしい。

　細い鎖骨と、透き通るような肌。大きくはないが、やわらかそうな二つの膨らみ。

　思わず見入ってしまいそうになった蓮也は、咳せき払ばらいをしながら視線をそらす。

　ゆったりと横たわる沈黙が次第に重みを増し始めて。

「先輩は、わたしと彼女……セリア・ダルクが似ていると思いますか」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉は、確認するような響きを帯びていた。

　蓮也は眉まゆを寄せてから言う。

「それを俺に訊きいてどうする。お前自身が似ていると判断したんだ。それ以上の答えはどこからも得られない」

　突き放すような蓮れん也やの答えに、ユウリは淡く笑った。

「……本当に、先輩は冷たいですね。それでこそ、ですけど」

　冷たいと言っているのに、心から安心したような穏やかな笑顔。

　顔を上げたユウリは、蓮也の言葉に胸のつかえが取れたように訥とつ々とつと語る。

「最初は理解できない、と思っていました。視野狭きよう窄さくに陥ったかのような一方的な正義。正しいということだけにこだわり、自らの行動を盲目的に正当化する──」

「どこかで聞いたような話だな」

　冷静な蓮也の突っ込みに、ユウリは哀かなしげに笑った。

「……はい。おかしさの理由を問いただしたときに、気づきました。わたしもセリア・ダルクと同じです。わたしの目的は《世界変革計画プロジエクトシフト》を止めること。……たとえ全世界の人間に《世界変革計画プロジエクトシフト》の概要を語り、大多数が賛成するのだとしても」

　そこに伴う犠牲を絶対悪と断じるユウリは、決してその実行を許さない──。

「別に俺はお前のことだけを言ったんじゃないけどな」

「……え？」

「たとえば散ちる葉はは自分が満たされる世界の完成だけを目的に行動しているし、妃ひ継つぎは舞まい花かのことだけを考えて行動している。そこに客観的なメリットデメリット、善悪の介在する余地はない。そしてその程度のことは多かれ少なかれ誰だれだって考えることだ」

　物事にはいつだって良い面悪い面の両方が存在し、それらは見方によっても立場によっても変わりうる。本質的で非限定的な絶対悪や絶対善はないし、いちいち一つの行動におけるメリットデメリットの総量比較なんてことは行わない。

　誰もがどこかの時点でそれらの選択考慮を放棄して断定しているのだ。

　そう考えれば、行動指針の決定などただの程度差にすぎない。

「その意味では、俺もあいつに似ていることになるし、誰もがあいつに似ることになる。つまり、その似るという言葉に意味はない」

　そう断じた蓮也に、ユウリはぱちぱちとまばたきを繰り返したあと、ネグリジェの裾すそを引っぱるようにして頬ほおをゆるめた。

「かばってくださるなんて……先輩らしくないです」

「お前な……俺をなんだと思ってるんだ」

「人でなしです」

「おい」

「人を超えている、という意味ですよ？」

「……」

　それはそれでどうなんだ？　と首を傾かしげる蓮也を尻しり目めに、ユウリはトーンを落とす。

「先輩のフォローは本当に嬉うれしいです。嬉しいですけど……でも、わたしは先輩のおっしゃったのとは別の意味でセリア・ダルクに似ていると思っています」

「……同じ《ＡＥＸＴ》だからか」

　セリアは《ＡＥＸＴ》のことを《礎いしずえの子供たち》とも呼んだ。つまりそれは複数存在するということで、近似の可能性が開かれているということでもある。

「それもありますけど、もっと単純に──先輩に出逢えていなかったらわたしもああなっていたという確信があるからです」

　真剣な口調で言って、ユウリはブレードを可視化する。

　見慣れた鞭ウイツプ型のブレードは、ユウリの手の中で仄ほのかに光を放ちはじめた。

「わたしには記憶を上書きする能力があります。この力を使えば他人から得る信用は思いのままです。だからわたしは他者からの信用に注意を払ったことがありませんでした。信用されたければ力を使えばいい──」

　ブレードを消して、ユウリはまっすぐ蓮れん也やを見つめる。

「でも、力を使って信用を得るだけでは必ず行き詰まります。そのことをわたしは身を以もつて知りました。自分の力が足りないとき、必要なのは人を信用させることではなく、人を信用することだと。……それは先輩に出逢わなかったら絶対に気づかなかったことです」

　じっと熱っぽい眼まな差ざしを向けられて、不意にその視線が揺らぐ。

「わたしが先輩に出逢えて、こうして一緒に組むことができているのは、本当に偶然です……そして、その偶然だけがわたしと彼女の違いなら……」

「まさか──あいつにも同じ機会を与えたかったとか言わないだろうな？」

「──も、もちろん負けるつもりはありません。わたしにはわたしの目的がありますし、先輩は、その、わたしの剣です、し……えっと……」

　蓮也が顔を片手で覆い、深いため息を吐つくのを見て、ユウリが困ったように声をかける。

「あの、大丈夫ですか？」

「大丈夫じゃない」

　即答した蓮也は、今ユウリが言ったことを整理してもう一度ため息を吐く。

　ようするにユウリはセリアに同情しているのだ。

　彼女がああまで思い込んでしまったのは、本当の意味で壁にぶつかったことがないから。

　セリアは有能で、優秀だ。今まできっと自分の思うままに生きることができたんだろう。

　だからああまで己を信じることができ、他者が自分に追随するものだと思い込んでいる。

　ユウリもまた、方法こそ違えど同じような道を歩むことができた。

　だが、壁にぶつかって、ただ人を信用させればいいのではないと知った。

　だから結果はどうあれ、同じことをセリアにも経験してほしいと思っている。

　考えてみれば、ナイエのときもそうだった。

　祈いのり刃はユウリという少女は、いつだって自分の運命に翻ほん弄ろうされながら、他人のことばかり心配している。

　それはどこまでも危うく。

　とてつもなく優しい。

「……周りの気持ちを考えろ、か。お前が言うなと返したくなるな」

「え？」

「なんでもない」

「な……なんですか、気になります！　どうして先輩笑って──」

「再確認しただけだ」

　緩んだ頬ほおもそのままに、蓮れん也やは言う。




「なにがあっても俺はお前の剣だ」




「……え、あ、先輩──」

　ユウリの声を背に部屋をあとにした蓮也は、暗くら闇やみの中、まっすぐ前を見つめた。






六章　白の刻剣が振り下ろされる時　No Mercy Gods Blade






　──元より、理屈をこねるよりは、肉体で語るほうが得意だ。




　裕福な家庭で育ち、幼い頃ころから様々な護身術を習わされていたセリアは、あらゆる習い事の中でその分野に最も夢中になった。

　ただ好きなだけでなく、センスも集中力も天才的だった彼女はすぐに護身術を習得し、違う流派・別の武術へと興味を移していく。

　そうして気がつけば、彼女の周りに彼女と正面から相対して勝てる人間は存在しなくなっていた。

　ただ己を高めるよりも、他者との切せつ磋さ琢たく磨まにこそ真の価値がある──。

　早い段階でその真理に辿たどり着いていた彼女は、無限の可能性が存在するＲ３仮想現実の世界に目をつける。

　そこまで条件が揃そろえば、駐日仏ふつ大使だった父の下、日本で生まれ育った彼女がそのゲーム──ブレードリンクに夢中になるのは時間の問題だった。

　その頃のセリアには、ややもすれば一いち抹まつの慢心があったのかもしれない。

　Ｒ３仮想現実に舞台を移したところで、Ｒ１物理現実で身につけた技術はそのままだ。

　ブレードリンクであろうとそれは関係ない。

　あっという間に仮想現実のアバターにも慣れた彼女は、だから初対戦で当時すでに伝説的プレイヤーだった《不敗の王剣クラウン》を前にしてもまったく怯ひるまなかった。

　怯まず、脅おびえず、正面から真正直に挑み、そのとてつもない強さに完膚無きまでに敗北して──心から感動した。

　はじめて目にする、簡単には越えられそうにない壁。

　完敗してなお尊敬の念を抱かせる超然とした佇たたずまい。

　常軌を逸した超越的存在というものが確かに存在する──。

《不敗の王剣クラウン》に心揺さぶられていたセリアは、同時期に父の知り合いを名乗る人物から不可解な打診を受けた。




「来きたるべき新世界のために、人を超えた存在……《礎いしずえの子供たち》になりませんか？」




　研究者然とした『彼女』のその申し出に、セリアは一も二もなく了承した。

　人を超えた存在になれるというのはどうでもいい。

　そんなものにはなれないということを、本物の強者を目の当たりにした彼女は知っていた。

　それよりも──礎という言葉。

　自らが犠牲になることで他ほかの人間が救われるというフレーズに、彼女は雷に打たれたかのように心から感銘を受けた。

　いや感銘などという生やさしい言葉ではない。文字どおり天からの啓示を受けたのだ。

　自分が超越的存在になれないのであれば、苦しむ人々を導く礎となればいい。

　直感的にセリアは自分が《礎の子供たち》として、自らを犠牲に人類を新たな段階へと導くために生まれてきたと、他者との切せつ磋さ琢たく磨まも、自らを犠牲に他者を高みへと誘うためのものだったのだと、本気で考えるようになった。

　すぐに研究所──『第六機関シツクスオルガン』の望むとおり《ＡＥＸＴ》となり、ブレードリンクで己を高め、持ち前のセンスと努力であっという間に《刻印者ナンバーズ》へ上り詰めた彼女は、『第六機関天』からの《刻印者使者》として、自らの使命を全まつとうすることになる。

　人々を教化し、自らを高める、心の底から充足した日々──。

　そんな彼女の前に再び現れたのが、かつての超越的存在──ブレードリンクｖｅｒ．バージヨン６に再臨した《不敗の王剣クラウン》だった。

　彼は異分子であるユウリや同じ《刻印者ナンバーズ》である《幻影の兎姫ミラージユラビツト》とクランを組み、『第六機関シツクスオルガン』に、世界の変革に反旗を翻そうとしている。

　その事実を目の当たりにしたとき、セリアの胸の奥でどくりと不可解な鼓動が脈打った。

　今の自分のきっかけとなった《不敗の王剣クラウン》。

　彼という剣つるぎを手にしたい。

　剣を手にできれば、それはこの上ない理想の体現へと繋つながるのではないか──。

　自らを信じ、他者を教化し続けてきたセリアにその先を考えることはできない。

　なぜその思考に至ったのかと言うことも、そこに交じったかすかな不純物にも。

　彼女が見るのはたった一つの事実だけ。

《争奪戦この戦い》に勝利すれば、《不敗の王剣クラウン》は手に入る。

　それはつまり、これまでどおりに戦えばいいだけのことで。

　とてもたやすい。

「──行きましょう」

　目を開いたセリアが一歩踏み出すと、両りよう脇わきに控えた騎士たちが静かに追従した。
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「さあさあお待たせしました！　ただいまからブレードリンク放課後特別試合──《争奪戦ギヤンブルマツチ》を開始します！」

　朱しゆ天てん寺じ学がく園えんになぞらえたＲ３仮想現実のバトルフィールド。

　そのグラウンドで、ＭＣの女子生徒がマイク片手に叫ぶと、様々な場所に陣取った大勢の生徒たちが直接声を張り上げ、同時にカラフルなコメントを流す。

「キター！」「《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》ー！」「セリアちゃーんっ」「クラウンンンン!!」「ミララビー!!」

　通常、バトルフィールドに観戦者オーデイエンスが入りこむことはない。少なくとも蓮れん也やの知っていたブレードリンクはそうだった。

　だが、この世界のブレードリンクでは違うらしい。

　新入生歓迎会でのエキシビションマッチ同様、講堂からのログインまでは変わらなかったものの、細かい部分で変更があった。

　ヘルプ画面を参照していた蓮也は、同時に半透明にしたウインドウの向こう、グラウンド中央の少し離れた場所でじっとこちらを見つめる《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》と、その傍付きらしき少女騎士──おそらくＲ１物理現実で警護をしていたあの二人だろう──を確認する。

「クラン《ＬＡＬＩＢＥＲＡＴＩＯＮラ・リベラシオン》……さすがの佇たたずまいですね」

　傍らのユウリが警戒するように囁ささやいて、蓮也は事前に行った作戦会議ミーテイングを思い出す。




「クラン《ＬＡＬＩＢＥＲＡＴＩＯＮ》は、最速で《世界変革計画プロジエクトシフト》の本戦出場を決めています」

　千せん宮ぐう家のリビングで、ユウリが膨大な量のデータを的確に提示しながら言う。

「クランの結成自体はそれほど古くもないですし、対戦の多さ自体も平均的なものですが、驚異的なのはその対戦成績です」

　数字の羅列の中で対戦成績のみが赤く浮き上がった。

「七八戦七八勝……公式戦ランクマツチで無敗、か」

「対戦動画にはすべて目を通しましたが、完勝としか呼びようがない内容です」

　簡潔なレビューと編集動画。

　いつの間にとしか言いようのないユウリの仕事ぶりに感心していた蓮れん也やと裏腹に、対戦したクランを一つ一つ確認していたらしい舞まい花かが、目を細める。

「……半分近くはそれなりに名前のあるクランね。《世界変革計画プロジエクトシフト》への本戦出場を決めているクランもある。《ＬＡＬＩＢＥＲＡＴＩＯＮ》の評価は小耳に挟んでいたけど、想定以上ね」

　呆あきれるように笑う舞花に、ユウリがうなずく。

「動画を見ていただければわかると思いますが、《ＬＡＬＩＢＥＲＡＴＩＯＮ》の戦い方は極めてシンプルなものです。対戦相手の力量に関係なく、誰だれが相手であろうと同じように戦い、同じように勝利する……」

「それだけ聞けば単調で御しやすそうだが、そうじゃないな」

　対戦相手も馬ば鹿かじゃない。

　蓮也たちが今しているように、敵の傾向を分析し、対策をするに決まっている。

　だが対策された上でなお、自らのしたいように戦い、勝っているのだ。

　特にクランのエースである《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》『ＬＡＰＵＣＥＬＬＥ』の強さが尋常じゃない。

　というよりすべての対戦が最終的に《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》による各個撃破で終わっている。

　その《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》の強さは、正確無比の剣捌さばき、迅速な連撃、強烈な一撃──本来ありえない剛と柔の絶対共存。

「単純に正面から真正直に相対したら、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》に勝てるプレイヤーは存在しないと言われているわ」

　ぽつりと呟つぶやいた舞花が、そのプレイヤーの中に蓮也も入れていることは明らかだった。

《不敗の王剣クラウン》ですら敵かなわない可能性がある《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》に──しかし、どういうわけか対戦した相手はことごとく正面からの戦いを挑んでいるのだ。

　あえて相手の領分で戦うというのは、場合によっては効果的な奇襲になることもある。

　もちろんそれは状況によるものケースバイケースで、実際《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》と相対したプレイヤーは、そういった駆け引きを行える段階に至ることもなく敗れていた。

　その姿を見れば、誰だれもが思うはずだ。

　彼女たちと正面から戦ってはいけない、と。

　にもかかわらず、結果的にはどのクランも彼女の領域で戦って負けている。

「なにか、仕掛けがあるのかもしれません」

　正面から彼女たちと戦いたくなるような仕掛け。

　それは動画のどこを見ても確認することができなくて。

　つまり──




「……実際にやってみなければわからない、か」

　現実に呟つぶやいた蓮れん也やは、あらためて盛り上がる周囲を見回す。

《争奪戦ギヤンブルマツチ》を行うにあたって、セリアが指定した条件は一つだけだった。

「今のわたしは公的な存在です。私闘という形での挑戦は受けられません。ですから」

《争奪戦ギヤンブルマツチ》は朱しゆ天てん寺じ学がく園えんの生徒たちに対するデモンストレーションの形にすること。

　したがって戦闘フィールドはかつて蓮也たちがエキシビションマッチで使用したＲ３仮想現実の朱天寺学園とし、授業の延長として生徒全員の観戦を義務づけること。

「この衆人環視の状況で小細工をするとは考えがたいですが……」

　小声で話しかけてきたユウリに、舞まい花かがボイスチャットで答える。

『それ以前に『ＬＡＰＵＣＥＬＬＥ』──セリア・ダルクに小細工はありえないわ』

　ブレードを具現化した《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は、片手で器用に薙刀なぎなたを回すと、まっすぐ正面──三人の少女騎士を見据える。

『お付きの子たちが考えていることはわからないけど、セリアに限って言えば器用なことはできない。そして器用なことができないからこそ──単純に強い』

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の言葉に、ユウリが不安げに唇を噛かみ、だが、すぐに思い直したように顎あごを引くと蓮也にダイレクトメッセージを飛ばす。

『──先輩。例の件お願いします』

　隣に控えたユウリを見た蓮也は、彼女の真剣な眼まな差ざしに一度息を吐ついて。

『…………ああ』

『蓮也？』

「いや」

　訝しむ舞花に、蓮也は再度前を向く。

　そうして改めて鎧よろい姿の少女たちを視界に収めると、低く言った。

「そこまで強いなら、いずれは本戦でも当たったってことだ。そして、いずれ戦う相手だったのなら──」

《不敗の王剣クラウン》が一歩を踏み出し、

「今戦って勝つのも変わらない」

　ブレード──《インディフィニット》を閃ひらめかせると同時に、戦闘開始のアナウンスが流れた。
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《争奪戦ギヤンブルマツチ》のレギュレーションは、三対三のクランマッチ、一本先取ビギニングフアーストの殲滅戦サーチ＆デストロイというほとんどの公式大会で採用されている基本的な形式だ。

　一人脱落で決着ＦＣＦＳとは違って、殲滅戦サーチ＆デストロイは一人の突出したプレイヤーよりクラン全体の総合力が問われる。

　戦前の予想では、元最強で生きる伝説《不敗の王剣クラウン》と現最強の一角《幻影の兎姫ミラージユラビツト》を擁する蓮れん也やたち《ＣＲＯＷＮ－ＣＬＯＷＮＳ》のほうが有利のようにも思われたが。

「『アクセルレイヴ』」

「『ステップバイ・サード』」

　揃そろいの軽装に身を包んだ少女騎士二人が、それぞれ典麗な刺突剣レイピア型ブレード《ラヴィス》と無骨な剣斧ハルバート型ブレード《ヴァリアブルグレイブ》を手に反応速度上昇系スキルを使用して、正面から接近してくる。

　殲滅戦サーチ＆デストロイでクランの総合力を問われたところで、基本的な戦術は変わらない。弱点があればそこを徹底的に突き、バランスを崩したところで一気に畳みかける。

《ＣＲＯＷＮ－ＣＬＯＷＮＳ》にとっての弱点とは唯一の無名ノーネームである『ＹＲ』であり、蓮也たちはもちろん、敵にもそのことは頭に入っているだろう。

　蓮也と舞まい花かはユウリを後衛に回し、迎え撃つような形のフォーメーションをとり──彼女たちがユウリに一いち瞥べつもくれずに前衛に襲いかかってきたことに虚を突かれた。

「『ハイドライズ』」

　右側面から放たれた斬きり下ろしを、上体を反らすことでかわした舞花は、

「……！」

　視界を遮る斬影の濃紺エフェクトに反撃の手を止め、その一瞬の隙すきを突くように、システムのサポートを受けた剣斧ハルバートの高速斬り上げが襲った。

「──そのまま倒れろ」

　瞬間的な蓮也の言葉に、舞花は無防備にその身を地面に投げ出し、入れ替わるように蓮也が高速斬り上げを片手剣で弾はじく。

　するとその攻撃を待っていたかのように、もう一人の少女騎士が動いた。

「『バニシングランジ』」

　反応速度上昇系スキルの効果が切れるギリギリのタイミングで放たれた、高速踏み込み突き。剣先にまとった淡い琥こ珀はく色のエフェクトによって射程の伸びた突きは、完全無防備の舞まい花かではなく、斬ざん撃げきを弾はじいたばかりの蓮れん也やを狙ねらっていた。

　とっさの判断で《インディフィニット》を片手剣から大剣ツーハンデツドソードへと変化させ、ブレードの重さで姿勢をあえて崩して回避行動を取った蓮也は。

「──っ」

　それこそが彼女たちの目もく論ろ見みであったことに一瞬遅れて気づく。

　蓮也がかわした琥珀色のエフェクトは、『ハイドライズ』を弾かれ、硬直状態に入っていた剣斧ハルバート使いのブレードに狙い澄ましたかのように当たった。

　スキル発動後の硬直状態は、さらなるスキルの発動か、攻撃を受けることでしか解けることはない。

　その攻撃を味方のエフェクト余波で受け、硬直状態を解いた剣斧ハルバート使いは、体勢を崩した蓮也に大上段からの斬撃を見舞う。

　蓮也が取っていたのは相手の硬直状態を前提にした回避行動だ。

　舞花もまた無防備にその身を投げ出していて到底フォローには回れない。

　絶妙な連携攻撃リンケージは、蓮也にダメージを──

「『バインドスネーク』！」

　──負わせることはなかった。

　ユウリの鞭ウイツプが蓮也の大剣に巻き付き、その刃を無理矢理剣斧ハルバートの斬撃軌道上に動かす。

　ガキンッという重い音と共に互いのブレードが弾きあったところで、蓮也はすぐさま大剣を片手剣に変え、『バインドスネーク』の拘束を自ら解いて呟つぶやいた。

「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』！」

　片手剣の反応速度上昇系スキルで即座に反転した蓮也は、ノールックで舞花を狙った細剣の一撃を撥はねあげる。

『いったん離脱する』

　同時に飛んできた簡潔なダイレクトメッセージに連続バックステップで応えると、二人の少女騎士は深追いしてこなかった。

「……う、うおおおおお!?」「なんだ今の!?」「《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミラージユラビツト》に互角に張り合ってんじゃん！」

　一拍遅れて爆発する観戦者オーデイエンスのリアクション。

　その内容に、蓮也は苦々しく心の中だけで同意する。

　確かに今の一連の流れは、蓮也たちの想像をはるかに超えて高度だった。

　基本的にクラン戦において意図的な自軍攻撃スーサイドアタツクはレギュレーションによって禁じられている。だがそれはあくまで意図的な場合であって、偶発的な──たとえばエフェクトの余波が当たるような状況は例外となるのだ。

　彼女たちは意図的に偶発的な自軍攻撃を行って攻撃直後の硬直を解き、蓮れん也やの不意を突いた。その機転は完全に《不敗の王剣クラウン》のそれを超えていたと言わざるをえない。

「《ＬＡＬＩＢＥＲＡＴＩＯＮ》って《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》だけだと思ってたけど、やるじゃん！」「さっすが《双璧の従騎士セイブザメイデン》!!」

　不意に視界を横切ったコメントに、蓮也は眉まゆをひそめる。

「《双璧の従騎士セイブザメイデン》……？」

「一部の熱狂的な《ＬＡＬＩＢＥＲＡＴＩＯＮ》ファンが使っている呼称です。自らは積極的な攻撃を繰り出さず、常に《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》に付き従う彼女たちを称したもの……だったはずですが」

　尻しりすぼみになったユウリの呟つぶやきを、舞まい花かがまとめる。

『今のバトルでどこら辺が《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》に付き従っていたのか、ぜひそのファンの人たちに説明を求めたいわね』

　その皮肉るようなメッセージには蓮也も同意せざるを得ない。

　事前に調べた《双璧の従騎士セイブザメイデン》は双方ともランクＡで、実際に動画を見ても目立った動きを見せていなかった。

　というより、彼女たち二人が連動して仕掛ける形での戦闘パターンは今まで一度もなかったはずだ。

　──今まで隠していた？

　それにしては練度が高すぎるし、《ＬＡＬＩＢＥＲＡＴＩＯＮ》は《刻印者ナンバーズ》を擁したクランとも対戦経験がある。

　もちろん《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が組むというのはそれだけで十分警戒に値するが、クラン《ＣＲＯＷＮ－ＣＬＯＷＮＳ》がまともに戦うのはこれで二戦目だ。

　クランとしての練度は七八戦無敗という驚異的な戦績を残している《ＬＡＬＩＢＥＲＡＴＩＯＮ》のほうが圧倒的に上。

　にもかかわらず、あえてここでセオリーを変えてきたのはなぜか。

　そして、今までのバトルでは必ず先陣を切ってきた《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》がまったく動かないどころか、こちらの様子を窺うかがおうとすらしない理由は──

『深く考える必要はないわ』

　蓮也の思考を遮ったのは、薙刀なぎなたを構えた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の言葉。

『あたしたちが今すべきは全力を尽くして戦うことだけ──違う？』

　静かな闘志をまとう幼なじみの姿に、蓮也は知らず唇の端をつり上げて。

「──違わないな」

《不敗の王剣クラウン》は黒塗りの剣《インディフィニット》を手に地を蹴けった。

「このタイミングで突撃!?」「いくらなんでも軽率じゃね？」「乱心か《ＣＲＯＷＮ－ＣＬＯＷＮＳ》！」

　観戦者オーデイエンスのコメントを冷静に確認する蓮れん也やは、敵にもそう映ればいいと願いながら正面、やや慌てたように受けの姿勢を取りはじめた《双璧の従騎士セイブザメイデン》を見据え、互いの間合いに入る直前で片手剣を大剣ツーハンデツドソードに変化させる。

　そうしてそのまま大剣をなにもない空間に振り下ろした。

「『烈震斬グランドクエイク』」

「……!?」

　蓮也が起動言ランワードを口にすると同時に、《双璧の従騎士セイブザメイデン》の動揺がはっきりと感じ取れた。

　スキルの空打ち。

　ごくごく初期に初心者が行う単純ミスだ。

　それが《刻印者ナンバーズ》を要するクラン同士の戦いで起きるという不可解な事態に、おそらく蓮也が彼女たちの立場であっても驚きよう愕がくに目を見開いただろう。

　そして、それゆえに──そこに埋めようのない隙すきができる。

『見るのはそっちでいいの？』

　言葉と共に、山吹色の雷が間かん隙げきを穿うがつ。

　蓮也の少し後ろから接近していた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が、無言起動ノーランスキルによる『雷らい鳴めい突づき』で、彼我の距離を一気にゼロにしていた。

　コンマ一秒もない、瞬間の隙を突いた舞まい花かに、ターゲットとなった剣斧ハルバート使いは肩口からダメージエフェクトを散らす。

　相方の被ダメを目の当たりにした刺突剣レイピア使いは、すぐさま反撃に移ろうとして、もう一人の存在を完全に失念した。

「『バインドスネーク』！」

　突然現れた鞭先が、最速の突きを繰り出そうとした彼女の腕を絡からみ取り、バランスを大きく崩させる。

　驚愕に目を見開いた刺突剣レイピア使いが、銀髪の鞭使い──『ＹＲ』の姿を確認するのと、彼女の直上から《不敗の王剣クラウン》の大剣が振り下ろされるのは同時だった。

　完かん璧ぺきなタイミングと思われた『ＲＥＮ』の一撃は、しかし。

「『アクセルレイヴ』！」

　ぎりぎりのタイミングで使用された反応速度上昇系スキルによって空を切る。

　それどころか刺突剣レイピア使いは腕に鞭が巻きついたままなのもかまわず、大剣の動作硬直を見越した反撃の一突きを繰り出そうとして──




「そこまでです」




　唐突に飛んできた凛りんとした一声に、たちどころに転進した。

　眼前で目にした蓮れん也やが感心するほどの見事な変わり身。

　その絶対命令を発した少女は。

「模範演技はもう十分でしょう」

　真剣な表情でそう口にして。

「……模範演技？」

　ユウリが呟つぶやくと同時に、観戦者オーデイエンスがざわつきはじめる。

「今模範演技って言ったよな？」「模範演技……見本的な戦いかたってことか？」「もしかして──あたしたちに向けたものっていうこと？」

「そうです」

　どれに対するそうですなのか。問う必要はなかった。

「みなさんご存じのように、本来の彼女たちと彼らでは実力にかなりの開きがあります。ですが、あらかじめ相手のことを知り、その傾向と対策を行えば今のように拮きつ抗こうした戦いを繰り広げることも可能です」

「マジ？　傾向と対策であんな風に戦えんの？」「無理だろ」「《双璧の従騎士セイブザメイデン》だって相当だぜ」「でもでも《不敗の王剣クラウン》とか《幻影の兎姫ミラージユラビツト》とまともに戦えるってすごくない？」

　ぐるりとグラウンドを見回し、そこかしこにいる生徒たちに向かって演説するセリアは、感心するようなリアクションを見せる観戦者オーデイエンスにうなずきながら続ける。

「今回の戦いでみなさんに知っていただきたかったのは、頂点のプレイヤーといっても常に最高のパフォーマンスを出せるわけではないということです。相手のパフォーマンスを制限するための手段として戦力分析とその傾向対策があることを覚えておきましょう」

　どこまでもまじめくさった言葉に、一部の生徒が失笑する。

「えー実際に倒してくれないとよくわかりませーん」「《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミララビ》をちゃんと倒すところまで見せてくださーい」「本当に倒せんのー？」

　野次るような生徒たちの声に、特別講師の少女は不思議そうに首を傾かしげて。

「もちろん倒しますが」

　そんな当たり前のことを訊きいてどうするのか？

　冗談でも驕おごりでもなく、ただの事実を口にするように言った少女に、野次っていた人間が残らず静まりかえる。

　理解不能な自信。それでいて、信じずにはいられないような奇妙な確信。

　この場にいる観戦者オーデイエンスを残らず圧倒したセリアに。

『……へえ』

　黙って聞いていた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が、フードの奥で嗤わらう。

『それはぜひやってみてほしいものね。──できるものなら』

　ゆらりと薙刀なぎなたを揺らし、異様に妖あやしく、強烈なプレッシャーを放ちはじめた『Ⅶ』の《刻印者ナンバーズ》に、再び観戦者オーデイエンスがざわつきはじめる。

「なに、これ」「なんか寒気しねえ？」「《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が怖い件について」

　対面しているわけではない、味方であるはずの蓮れん也やでさえ感じるピリピリとした空気。

　おそらくただ観戦しているのではなく、実際に同じフィールドに立っているからだろう。

『生』の迫力に観戦者オーデイエンスたちまで敏感に反応している。

　その圧力に真正面から晒さらされて、同じ《刻印者ナンバーズ》である《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は──感心するように頬ほおをゆるめた。

「素晴らしい圧ですね」

　その言葉と共に、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》『ＬＡＰＵＣＥＬＬＥ』は、シャリ、と小さな音を響かせて両刃剣《デュランダル》を下段に構えた。

「セ、セリアお嬢さま──まだ準備が」

「下がりなさい」

　静かな言葉に込められた有無を言わせぬ強い意志。

　目を細めたセリアに、《双璧の従騎士セイブザメイデン》たちはたじろぐように退く。

　彼女たちのそのリアクションに、セリアは穏やかに続けた。

「案ずることはありません。もう十分です」

　落ち着いた声音が。

「ですから──」

　一瞬で、漲みなぎる闘志に変化する。




「受けて立ちましょう《幻影の兎姫ミラージユラビツト》！」

『後悔させてあげるわ《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》！』




　碧あおの光と朱あかの風が、朱しゆ天てん寺じ学がく園えんのグラウンドを模したバトルフィールド中央でぶつかる。

　同時に蓮也たちも仕掛け、遅れて参戦してきた《双璧の従騎士セイブザメイデン》と対たい峙じした。

《不敗の王剣クラウン》ＶＳ《双璧の従騎士セイブザメイデン》。

　それもまた十分に観衆の注目を浴びるはずのカードだったが、『Ⅴ』の《刻印者ナンバーズ》《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》『ＬＡＰＵＣＥＬＬＥ』と『Ⅶ』の《刻印者ナンバーズ》《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』という、それ以上のビッグカードに誰だれもが──蓮也とユウリですら釘くぎ付づけになる。

　薙刀のブレード《白しら薙なぎ風かぜ》と細剣のブレード《デュランダル》の鍔つば迫ぜり合あいは一瞬で終わり、キィィンという高い音を響かせて離れた二人の《刻印者ナンバーズ》は、そこから驚異的な剣けん戟げきの応酬を見せた。













　本来中距離での戦闘を得意とする《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は、その瞬発力と身体からだ捌さばきで絶妙な間合いを維持しようとし、清廉潔白な性格をそのまま反映したような正道の剣術を見せる《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は、完かん璧ぺきな歩法で相手のテリトリーを崩しにかかる。

「──『飛ひ足そく・仙せん火か』！」

　片方が反応速度上昇系スキルを使用すれば、

「『エトワールフィラント』」

　もう片方も即座に同じ系統のスキルで対応する。

『リリースレベル６』

　システム音声がスキルレベルの解放を告げると同時に放った技は、

「『クレールドリュンヌ』」

「『流りゆう水すい転てん』」

　きっちり打ち消し合うスキルで処理された。

　高度で複雑な剣けん閃せんの応酬。どちらが攻撃側でどちらが押しているのか、この場にいるほとんどの人間がわからない中、不意に両者の距離が極端に離れる。

　そのまま再び構えを取った二人が共に微量のダメージエフェクトをまとっているのを目にして、彼らの剣けん戟げきが終わったのを知ることができた。

「なんだ今の!?」「なにが起きたのか全然わからないんだけど」「《刻印者ナンバーズ》すげええええ!!」

　どよどよと動揺する観戦者オーデイエンスを無視して、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は言う。

「さすがですね《幻影の兎姫ミラージユラビツト》。素晴らしいです」

　強敵を前にした高揚感と満足感。

　爽さわやかな悦よろこびを全面に出したセリアと対照的に、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は沈黙を貫いた。

　その態度の違いから、観戦者オーデイエンスも気づいたらしい。

「もしかして《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》が押してる？」「互角じゃないの？」「いやいやどう見ても《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》のほうが勝ってるっしょ」「ミララビだろ！」「《幻影の兎姫ミラージユラビツト》ピンチ？」

　ざわざわと騒ぐ生徒たちを尻しり目めに、セリアは不意に遠くを見やるようにして、剣を一振りする。

「ですが、残念ながら素晴らしいだけですね」

『────っ』

　その言葉が再び《幻影の兎姫ミラージユラビツト》に火を点つけた。

　フード越しにもわかる露骨な敵意。

　そのストレートな感情に、じっと様子を見守っていた蓮れん也やは違和感を抱いた。

『舞まい花か？』

　思わずダイレクトメッセージを送った蓮也に、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》はなんの反応も返さない。

　代わりに、片手で持っていた薙刀なぎなたを両手に構え直すと、一足飛びに《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》との距離を詰めた。

「──はぁっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に放たれた薙刀の一いつ閃せんに、プラチナブロンドを揺らした《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は、やすやすと対応する。

「……っ!?」

　驚きよう愕がくと焦燥。舞花が走らせた瞬間の感情に、状況は明白になった。

《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》が《幻影の兎姫ミラージユラビツト》を押している──。

　その厳然たる事実は徐々に体力ゲージにも現れていった。

　互角だった剣けん戟げきはことごとく《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》に弾はじき返され、複雑で巧妙だった間合いの探り合いも、薙刀の間合い中距離ではなく剣の間合い近距離へと一方的に持ち込まれていく。

　極端なバランスの崩壊。《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》による蹂じゆう躙りんとも呼べる絶対的強者の振るまい。

　ブレードでの斬ざん撃げきを捨てた舞花がとっさの機転で繰り出した蹴撃はあっさりといなされ、ならばと投げ技に移行しかけた先を銀の軌跡を引いた《デュランダル》の一閃にたやすく薙なぎはらわれる。

　奇策も計略もフェイントも残らず見抜かれ、ただただ問答無用で圧倒される、数分前の均衡した立ち合いが嘘うそのような極端な展開に。

「いったん退いてください《幻影の兎姫ミラージユラビツト》！」

　悲鳴に近いユウリの声を、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は無視した。

　その対応に、いち早く蓮れん也やが気づいた。

『舞まい花か、なにを熱くなってる』

　──そう、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は明らかにムキになっている。

　個人戦のみだったｖｅｒ．バージヨン１で名を馳はせた蓮也は、強者との一対一の戦いデユエルマツチに並々ならぬ思い入れがあった。

　当然それは他人に対しても言えることで、現最強の一角《刻印者ナンバーズ》である舞花にもプライドがあり、同じ《刻印者ナンバーズ》との単独での対決というのも理解ができる。

　だがそれはあくまで《争奪戦ギヤンブルマツチ》の勝敗に関かかわらない部分での話だ。

　これ以上は、まずい。

『やりすぎだ《幻影の兎姫ミラージユラビツト》……！』

　再度メッセージを送った蓮也に、幼なじみは思いもよらない答えを返してきた。

『──邪魔しないで！』

　ありえない返信。途方もない違和感。反射的に舞花を見た蓮也は、彼女の瞳ひとみに不可解なブルーのエフェクトがかかっているのを目にして──

　瞬間、蓮也の違和感は理屈を越えてその身体からだを動かした。

「先輩!?」

　ユウリの言葉に耳を傾けている余裕はない。

　この際多少の無謀は覚悟の上だ。目の前に立っていた剣斧ハルバート使いも無視して走り出した蓮也は、一方的にやられ続け、それでもなお一時的な撤退すら選ばない仲間の下へ駆けつけようとし──

「行かせません」

　影のように現れ、こちらの行く手を阻むようにブレードを交差する《双璧の従騎士セイブザメイデン》たちに、舌打ちする。

「止まると思ってるのか？」

「……止まってもらいます。無理矢理にでも」

　決意の宣言と同時に、《双璧の従騎士セイブザメイデン》はこれまでにない形の連携を見せはじめた。

　蓮也とユウリの二人が《幻影の兎姫ミラージユラビツト》と《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》の下へ向かうときに限り、無視できないレベルのスキルで邪魔をし、ならばと先に《双璧の従騎士セイブザメイデン》を倒そうとすると完全な逃げに回る。

　妨害に特化……というより、それだけのために練度を高めたとしか思えない特殊すぎるリンケージ。

　──違う。

　足りないピース。残り続ける違和感。

　彼女たちはずっとそのように動いていた。それこそ今回の戦いに限らず、七八戦のあいだずっと。

《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は強い。一対一で戦うような状況はなるべく避けるべき。

　そんなことは舞花だってわかっている。

　にもかかわらず、舞まい花かは蓮れん也ややユウリの指示を無視した。

　それはなぜか──？

　問いは論理を促進し、思考を加速させる。

　可能性と条件。推論と断定。《超過集中Exceed Concentration》という蓮也独自の悪癖──。

　そうして導き出された結論は、蓮也自身が今の今まで考えもしない形をとった。

「──なるほど。妨害していると見せることがお前たちの狙ねらいか」

　剣けん戟げきと共に言葉をぶつけた蓮也に、二人の少女騎士は目を見開き、すぐに平静を装おうとした。

「……なんのことですか」

「《懺悔の聖乙女》のブレードの能力だよ。発動条件が一対一の戦いデユエルマツチなんだろ？」

「……っ」「──」

「ああやっぱりか」

　なぜわかったのか──そう問いたげな彼女たちに軽く言う。

「確信を得たのは今のお前たちのリアクションでだけどな」

　絶句する二人を尻しり目めに、蓮也は最悪の予想を確信に変える。

　公式戦ランクマツチ七八戦無敗という驚異的な数字を確立した《ＬＡＬＩＢＥＲＡＴＩＯＮ》の戦い方は、圧倒的な戦闘力を誇る《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》による単独撃破ばかりだった。

　一対一で戦えば《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》に勝つのは極めて難しい。そうわかっているのに、なぜか戦ってしまう。

　その理由は《双璧の従騎士セイブザメイデン》がそうなるように動いているから──普通であればそこまでしか辿たどりつけない。

　だが、蓮也たちは各おの々おののブレードには固有の特性があることを己の身を以もつて知っている。

　蓮也の『可変剣』然しかり、舞花の『幻影』然り、ナイエの『餓が獣じゆう焔えん喰しよく』然り、妃ひ継つぎの『完全にして無欠の鎧よろい』然り。

　そして──《ＡＥＸＴ》であるユウリの『虚構書記オーバーライト』や『全感覚共有フルスレイブ』然り。

　彼女にも特殊な能力──たとえば対たい峙じした相手に一対一で戦いたくなるよう強制する力があるとしたら？

　強制する能力があるからこそ、一対一なら絶対に勝てる力を身につけたのだとしたら──。

「戦うまでもなく《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》が強いことなどわかりきっているのに、どうしてああもタイマン一対一で戦う状況になっていたのか不思議でしょうがなかったが……状況は、なったものではなく、作られたものだったわけか」

《双璧の従騎士セイブザメイデン》は《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》が一対一で戦えるようサポートしていたのではない。

　ブレードの特性として、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》と絶対に一対一で戦いたくなる対戦相手の不自然さを隠すために、動いていたのだ。

　蓮れん也やの指摘に、苦渋の表情を浮かべた二人の少女は一度目を閉じると、挑戦的に笑った。

「……それがわかったところで、なんだというんですか？」

「わかったところで取れる手などなにも──」

「ないと思うか？」

　短く告げた蓮也に、《双璧の従騎士セイブザメイデン》が目を見開いて戦せん慄りつの表情を浮かべる。

　蓮也の持つ《不敗の王剣クラウン》という二つ名が効いたのかもしれない。あるいは、セリアの能力について真実を言い当てられた焦りがあったのか。

　いずれにせよ、それらはすべて蓮也の想定通りで。

「は──はったりです！」

　うわずった声をあげた少女騎士に。

「────そうだ。そしてそれも《不敗の王剣クラウン》の武器なんだよ」

　告げると同時。

「ユウリ！」

　声に呼応するように、蓮也をブラインドにして近づいていた『ＹＲ』が彼女たちにとっては死角から現れる。

「『ディープエンゲージ』！」

　オレンジのエフェクトをまとって肥大化した鞭先が、完全に意識を蓮也に集中していた《双璧の従騎士セイブザメイデン》に叩たたきつけられる。

「く──っ」

　とっさの判断で最速の回避行動を取った《双璧の従騎士セイブザメイデン》は、

「──！」

　直後にそれが取り返しのつかないミスであったことに気づいた。

　これまで彼女たちが蓮也とユウリをブロックできていたのは、彼我の正確な戦力分析と行動予測による絶妙な位置取りがあったためだ。

　ダイレクトメッセージによる意思疎通と、繰り返し取ってきたフォーメーション、慎重に想定下に置いた攻撃と研究に研究を重ねた《ＣＲＯＷＮ－ＣＬＯＷＮＳ》の動き。

　それらが崩れれば、どうなるか。

「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』」

　反応速度上昇系のスキルを使用した蓮れん也やは、慌てて立て直そうとした少女たちを尻しり目めに、

「ま──」

「待つわけないだろ」

　言い捨てて、ぽっかりとあいた真ん中のスペースをユウリ共々突っ切っていった。
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　グラウンドの中央から開かれた《刻印者ナンバーズ》同士の戦端は、いつの間にか生徒たちの多くが観戦する校舎側にまで移動していた。

「『飛ひ足そく・仙せん火か』！」

　反応速度上昇系スキルを使用した舞まい花かが、右からの斬ざん撃げきと見せかけて石突での最速突きを放てば、

「『ブリュームドゥシャルール』」

　起動言ランワードと共にシステムのアシストを受けたセリアは、半身の姿勢で突きを避けると、そのまま追撃とばかりに無言起動ノーランスキルで発動させた舞花の『飛ひ燕えん』に被かぶせる形で、右旋回からの細剣技ソードスキル『ブリュームドゥシャルール』を叩たたき込んだ。

「……がっ」

　小さくはないスカイブルーのダメージエフェクトを散らし、体勢を崩した《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は、それでもなお退かずに足裏を爆発させ、驚異的な瞬発力で《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》の背後に回りこむも。

「『エトワールフィラント』」

　絶妙なタイミングで反応速度上昇系スキルを使用され、必殺の一撃をするりとかわされてしまう。

「──っ」

　さっきからずっとこの繰り返しだった。

　技の種類や打ち合いは多彩で、一度として同じパターンはなかったが、裏を返せばどんな手を使ってもかわされ、ここぞというところで効果的な反撃技を織り交ぜてくる。

　舞花の攻撃がヒットすることはあっても、セリアの体力ゲージに変化はほとんどなく、逆にこちら側の体力はすでに三分の一も残っていない。

　セリア・ダルクが一対一の戦いデユエルマツチにおいて無類の強さを発揮するのは百も承知だ。

《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》が公式戦ランクマツチで相対した《刻印者ナンバーズ》は舞花が知る限り三人おり、そのすべての戦いで彼女に軍配が上がっている。

　その膂力ストレングスは華きや奢しやな見た目を大きく裏切り、敏捷性アジリテイは《刻印者ナンバーズ》の中でトップである《幻影の兎姫ミラージユラビツト》にも匹敵するという。

　どちらかと言えばその高いステータスに物を言わせ、剛で押しきるタイプ──。

　そう分析していた舞まい花かを嘲あざ笑わらうかのように、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は、とことんこちらの攻撃に合わせて隙すきを突く柔の形を見せていた。

　いつもとは違う形での戦い。

　それは相手の虚を突くのに向いている一方、長期戦になればボロが出てきやすい。

　普段自ら仕掛けるタイプのプレイヤーが、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》レベルの瞬発力と敏捷性アジリテイに長たけたタイプを相手にすればどうなるか。

　言うまでもない結論を導いた舞花は、《刻印者ナンバーズ》ゆえの冷徹な思考で必勝の戦術を練り──そのすべてを覆された。

（なんで……なんで──）

　本来は得意でないはずの形。

　にもかかわらず、こちらの予想を上回る完成度で反撃まで繰り出してくる敵。

　舞花の頭の中では先ほどから何度も《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》の動画や、彼女のプレイに対する分析データが駆け巡っていたが、そのどこにもこのようなプレイは載っていない。

　おかしいおかしいおかしい──！

　頭の奥が赤く焼け付くような、狂おしいまでの焦燥。

　気がつけば、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は完全に視野狭きよう窄さくに陥っていた。

　データにない。勝てないはずがない。完かん璧ぺきに振る舞えるわけがない──。

　一方的な思い込みに、そう思い込ませるという思考の限定状態に気づけない。

　ただ相手のゆるりとした動きの予測に思考を割き、最速最短最適の攻撃を繰り出すことにしか頭が回らない。

「『雷らい鳴めい突づき』！」

　セリアが攻撃を仕掛けようとした瞬間を狙ねらった、ビタのタイミングでのスキル発動。

　誰だれの目にも完璧に見えた攻撃潰しアタツクブレイクは、

「『グラヴィタシオン』」

　ダークブルーのエフェクトをまとった細剣が、セルフディレイをかけたようにゆっくりと突き出され、薙刀なぎなたの刃先がその身に届く寸前で弾はじいた。

「おおおおなに今の!!」「相殺したぞ！」「『グラヴィタシオン』ってトドメで使われる攻撃技だろ？」

　目を見開いた舞花は、即座の離脱を図るとともに苦々しく観戦者オーデイエンスのコメントを目にする。

　細剣技ソードスキルスキルレベル６『グラヴィタシオン』は本来リンケージのフィニッシュで使用される大ダメージ技だ。その分、技の出が非常に遅く、通常時はとても使い物にならない。

　だが《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》はその使い物にならない理由である技のデメリットを利用して、間に合うはずのない舞花の『雷鳴突き』を防いだのだ。

　常識外れの発想と、驚異的なスキル理解。

　なによりもその瞬間的な判断力に、唇を噛かみしめずにはいられない。

『《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》……！』

「なんでしょう《幻影の兎姫ミラージユラビツト》」

　なんということもなく答えた《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》に、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は強く強く薙刀なぎなたを握りしめる。

　このままではすませられない。

　仮にも『Ⅶ』の《刻印者ナンバーズ》として、こんな無様な戦いは許されるわけがない。

　なにより──このまま圧倒されて負ければ、《懴悔の聖乙女ノーマジーブレス》が《不敗の王剣クラウン》より強いと認めてしまうことになる。

　それだけは。

　それだけは、絶対に──！

「《幻影の兎姫ミラージユラビツト》!!」

　唐突に背後から声をかけられて。

　その声が誰だれよりも気になる相手……蓮れん也やだということがわかってなお。

　舞まい花かは反射的にうっとおしいと思った。

　きっと蓮也は自分を止めにきたのだろう。

　一旦態勢を立て直せ。冷静になれ──そういった、今の舞花には到底受け入れられないセリフを口にすることが容易に予想できる。

　──この戦いは誰にも邪魔されたくない。

　考えるより先に浮かんだ思考に、舞花はより強い拒絶のメッセージを用意し、




「好きだ」




　思考も感情も文脈も残らず吹き飛ばす、とんでもない告白をぶつけられて。

「────」

　一瞬の空白の後。

「は、はああああ!?」「公開告白うううう!?」「え？　え？　《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が!?」「きゃあああああ大胆ー！」「いやああああ《不敗の王剣クラウン》さまああああ!!」「ふざけんな《不敗の王剣クラウン》んんん!!」

　爆発する悲鳴とも怒号ともつかない観戦者オーデイエンスのコメント。

　それらを無理矢理視界に流され、否いや応おうもなくその意味を理解した舞花は、

「ぁ……ぅ……ぇ……っ？」

　ぱくぱくと口を動かして、フードの奥で顔を真っ赤にする。

　今。今。

　蓮れん也やはなんて──？

　追いつかない感情。空回りする思考。

　なによりも優先しなければならない出来事に直面した舞まい花かは、眼前まで迫った蓮也にすべてを占拠され──

「──悪いな。選手交代だ」

　肩に軽く手を触れた蓮也は、一瞬前の冗談などなかったかのように舞花を追い抜いて《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》に対たい峙じした。
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　いまだ収まらない観戦者オーデイエンスたちのヒステリーのようなコメントを半透明にして、蓮也は一連の間訝いぶかしげな眼まな差ざしを向けていたセリアに向きあう。

「そういうわけだ。別に問題ないよな、人一倍独占欲の強い《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》さま？」

　皮肉るような言葉。

　意味深なそのセリフに、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は目を見開き、すぐに薄く微笑ほほえんだ。

「なるほど……私の《正義の分配ジヤツジメントデイール》に気づかれたのですね」

　蓮也はちらりと背後を窺うかがい、舞花と対峙する少女騎士たちがこちらを睨にらんでいることに気づく。

　どうやらダイレクトメッセージで一連の状況はすでに共有されているらしい。

「ただの強制視野狭きよう窄さくに大層な名前をつけたな」

　おそらく相手の認識に干渉し、セリアとの一対一の戦いデユエルマツチにのみ没頭させる能力。

《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》による《正義の分配ジヤツジメントデイール》というネーミングはあまりに大げさにすぎる。

「私が名付けたわけではありませんが……そうですね。大層な名前であることは認めなければなりません。蓋ふたを開ければただ一対一で戦うことをお願いするだけのものですから」

　セリアのその「なにも恥じるところはない」という態度に。

「──お願いなんかじゃありません」

　蓮也の背後から現れたユウリが押し殺した声で言う。

「どう言い繕ってもあなたがやっていることは立派な洗脳です」

　予想外の人物。そして洗脳というフレーズに、セリアが表情を硬くした。

「……とんだ言いがかりですね。まさにそのとおりの力を持つあなたにだけは言われたくありませんが」

　セリアの言葉に《ＡＥＸＴ》の先駆者は、淡い光をまとったブレードを胸に当てて前を見据える。

「わたしには自覚があります。利己的な理由で人の尊厳を踏みにじり、意のままにするこの力を持つ自覚が。でも」

　一呼吸。

「あなたにはない」

「……っ、ですから、私の《正義の分配ジヤツジメントデイール》は洗脳では──」

「心からそう思っているのであれば、どうしてそんなにムキになるんですか」

「──話を遮るのをやめてくださいっ！」

　セリアの叫びに近い声に。

「ん？　なんだ？」「なんか『ＹＲ』と揉もめてる？」「修羅場？」

　観戦者オーデイエンスの何人かが異常に気づいたらしく、そんなコメントを流す。

　それらを視界に収め、昂ぶる感情を抑えるように胸に手を当てたセリアは、一度目を閉じるとゆっくり長く息を吐いた。

「……もう、結構です。勘違いしたあなたとこれ以上話を続けても仕方ありません。今の私は《不敗の王剣クラウン》と戦うために」

「勘違いしているのはお前のほうだ」

　再度の遮り。それが蓮れん也やによるものだと知って、セリアの眉まゆがよせられる。

「いつ俺が戦うと言った？」

「…………え？」

　意味がわからない、そう言いたげなセリアを前に、《インディフィニット》を腰の鞘さやに収めた蓮也が一歩退いて。

「もうお忘れですか。そもそもどういう理由でこの《争奪戦ギヤンブルマツチ》が開かれたのかを」

　鞭ウイツプ型ブレード《ナインライブズ》を手にしたユウリが、前に出る。

　それは《ＣＲＯＷＮ－ＣＬＯＷＮＳ》と《ＬＡＬＩＢＥＲＡＴＩＯＮ》の《世界変革計画プロジエクトシフト》本戦出場権を賭かけた戦いなどという表向きの理由ではなく──

　ユウリとセリアの蓮也剣を巡る勝負に決着をつけるということで。

　その意図を察した瞬間、セリアのまとう空気が一変した。

「──正気ですか《不敗の王剣クラウン》。彼女が私に勝てるとでも？」

　目の前のユウリではなくその後ろの蓮也へ。

　明確な怒気のこもった鋭いセリアの視線に、蓮也は淡々と答える。

「ああ。誰だれが見ても現状のお前はこいつに言い負かされているからな」

「────」

　戦いの意味が違う。そう口にできなかったのは、セリア自身にもわかったからだろう。

　ここで戦いはブレードリンクのそれだけだと言い張れば、ユウリとの勝負から逃げることになるのだと。

「なにより、俺はこいつ──祈いのり刃はユウリの剣だ。俺が戦うその場はユウリの戦場で、俺の意思は常にユウリの意思になる」

「そ──そんな一方的に抑圧された意思が」

　と、そこまで言いかけて、セリアが急に黙りこむ。

　ぐっとなにかを堪えるように息を呑のんだセリアを見て、ユウリはちくりと胸が痛むのを感じながら切り出す。

「わたしはあなたと似ていると言いました。だからわかるんです。あなたが見たくないものから目をそらしていることが」

「……なに、を」

「どうしてわたしに話を遮られたときに憤ったんですか」

「そんなもの、誰だれでも」

「核心を突かれたからでしょう？」

「────違い、ます」

「先輩の意思が一方的だと感じたときに、気づいてしまった──強制はよくないと言うその口で、自らもその強制を行っていたことに」

「違う!!」

「認めてください！」

　否定の言葉を口にしたセリアに、声を重ねて。

「認めなければ──その先に、道はないんです……！」

　切羽詰まった表情を浮かべるユウリに。

「────あなたには関係ないっ!!」

　今度こそ叫んで、セリアは《デュランダル》片手に地を蹴けった。

《刻印者ナンバーズ》の一瞬の近接に、ユウリは完全に反応できず──ぎりぎりのところで蓮れん也やが割り込む。

『──満足したか』

　ユウリにダイレクトメッセージを送った蓮也は、事前にユウリが打診してきた願いを思い出す。

『セリア・ダルクと一対一で話をさせてください。彼女に気づいてもらいたいんです』

　それがどう転がるかは正直蓮也にも想像できなかったが、目の前の追い詰められたような表情を浮かべる《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》を見れば明白だ。

　誰も指摘することができなかった──いや、指摘はできても意識させることはできなかったセリア・ダルクの矛盾。

　ユウリにとっての蓮也がそうだったように、前しか見ずに進み続ける彼女を止める──。

　その試みは半ば成功しているように見えて。

　もう半分は。

「お願いします──先輩……！」

　祈るような言葉と共に反転したユウリを受け、

「ここからは──お前の剣俺の時間だ」

《不敗の王剣クラウン》は《インディフィニット》を閃ひらめかせた。
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《不敗の王剣クラウン》ＶＳ《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》。

　待ちわびていたであろうそのカードに、観戦者オーデイエンスがこれまでにない盛り上がりを見せる。

　狂騒とすら呼べそうなコメントの嵐あらしを背景に、先にしかけたのは反応速度上昇技を発動した《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》だった。

　対《幻影の兎姫ミラージユラビツト》のときのように、相手に合わせた柔よく剛を制すという形ではなく、先手必勝、正面突破と言わんばかりの力任せな直進。

　奇をてらわない、真正直な斬きり下ろしを。

「──っ」

　蓮れん也やは受けることも避けることもできずに、そのまま袈け裟さに喰くらった。

　飛び散る青のダメージエフェクトと、驚きよう愕がくに目を見開く《不敗の王剣クラウン》。

「は？」「え？　なんで今《不敗の王剣クラウン》防御しなかったの？」「つーかあんな直線的なの簡単に避けられるよな」「手抜き？」「わざと当たるとか余裕だな《不敗の王剣クラウン》」

　──違う。

　手を抜いたわけでもわざと当たったわけでもない。

『Ⅴ』の《刻印者ナンバーズ》で一対一デユエルマツチで無類の力を誇る《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》相手に、そんなことをする余裕があるわけがない。

　ただ斬ざん撃げきが来ると思い、迎撃しようと考えて、考えたそのときにはすでに斬撃が当たっていたのだ。

「《不敗の王剣クラウン》……あなたは、私にとって特別な相手です。それこそ唯一と言っていいほどに」

　聖なる乙女の名を冠した少女は、少し前の激情など忘れたかのように粛々と頭こうべを垂れ、滔とう々とうと語る。

「私にはじめての敗北を刻み、《刻印者ナンバーズ》として、『第六機関シツクスオルガン』の使者として、世界を変える礎いしずえとなる決意を与えてくれた……だから」

　剣先を落とし、下段に構えたセリアは、静せい謐ひつな空気を纏まとったまま、

「最初から最後まで全身全霊を込めさせてもらいます!!」

　宣言して、再び加速した。

「──」

　反応速度上昇技を使用しただけの突進。

　そして、単純明快な、教科書的と言ってもいい、美しい正面からの袈け裟さ斬ぎり。

　初撃となんら変わらない斬ざん撃げきに──蓮れん也やは再びなんの反応もできなかった。

「また!?」「おいおいおいおい！」「どうした《不敗の王剣クラウン》！」

　野次るような観戦者オーデイエンスの声と小さくはないダメージエフェクトに晒さらされながら、蓮也は歯は噛がみする。

　おそらく彼らは気づけないのだろう。

《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》が繰り出す斬撃のとてつもなさに。

　通常、この世界で斬撃の速さと重さは一致しない。速ければ速いほど一撃の重さはなくなり、逆もまた然しかりだ。

　だが、彼女のその斬撃は、重さを変えないままにこちらの予測を上回って、蓮也が防御もしくは反撃しようと考えるその瞬間に速度を上げていた。

　常識に縛られる人間には決して放てない、物理法則を超越した一撃。

　Ｒ３仮想現実のバトルと言っても、そこでプレイしている人間はＲ１物理現実の法則に縛られる。舞まい花かの超人的な跳躍力がそうであるように、プレイヤーとして一流であればあるほど、そのことを痛感し、逆にその法則を利用しようと考える。

　だが彼女は違う。はじめから法則そのものを意識していないのだ。

「先輩！　目を覚ましてくださいっ」

　不意に聞こえてきたユウリの声に、蓮也は苦笑する。

　先ほどまでは蓮也も同じような声を舞花にかけていたのだ。まさか自分がそういった声をかけられるに立場になるとは──と、そこまで考えて。

　気づく。

　舞花がセリアと戦っていたとき、蓮也はどうしてああも声をかけた？

　なぜ蓮也は今、同じ声をかけられている──？

　なにか、ズレがある。

　一度気づけば、思考せずにはいられない。

　土壇場であればあるほど発揮される蓮也の『悪癖』は、深く深くただまっすぐに沈んでいって──一つの推論に辿たどり着いた。

　そもそも《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》の能力は本当に一対一を強制するものなのか？

　それだけでは説明できないことがある。

　たとえば、勝機が限りなく薄くなっても戦闘を続行し、そこまでの窮地に追い込まれてなお『幻影』を使用しなかった舞花。

　なぜ舞まい花かは『幻影』を使用しなかったのか？

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》があの状況で『幻影』を一度も使用しないというのは、明確に違和感がある。

　その違和感を突き詰めた先に、『幻影』は使わなかったのではなく、使おうと思えなかったという答えが出たとしたら。

　視野狭きよう窄さく。一対一の強制。

「──極度の、集中状態」

　呟つぶやきは蓮れん也やの意図と関係なく口にされたもので。

　次撃を放とうと構えていたセリアの動きを止める。

「たとえば、対戦相手を極端な集中状態にすることで、自分との戦闘以外のことを考えられないようにできたら……あるいは、相手が集中することで自らも超集中状態になれるような力があるとしたら──」

「素晴らしい戦闘が繰り広げられることでしょうね」

　そう引き継いだセリアに、蓮也は目を見開く。

　模範演技。《双璧の従騎士セイブザメイデン》との戦いで、セリアが口にしたセリフだ。

　もしそんなものが最強の名を冠する《刻印者ナンバーズ》同士の戦いでなされたら、さぞかし観戦者オーデイエンスの心を動かすことだろう。

　意図的に作られた状況だとも知らずに。

「そういう、ことか……」

　セリア・ダルクが特別講師として朱しゆ天てん寺じ学がく園えんに派遣された理由。

　蓮也──《不敗の王剣クラウン》に協力を執しつ拗ように求めた理由。

「教化と教育……あくまでお前は『第六機関シツクスオルガン』の威光を示す使者だったわけだ」

　蓮也の呟きに、セリアは真剣な表情のまま言う。

「言ったはずです。私は、来きたるべき変革に梯子はしごをかける行動を起こすと」

「そのために俺たちにも犠牲を強いるのか」

「犠牲、とは考えていません。事実、《正義の分配ジヤツジメントデイール》は互いが目の前の戦いに集中するためのものですから。どちらか一方ではなく、公平に集中力を増大させるのであれば、それは高度な戦いを繰り広げるための──」

「馬ば鹿かかお前は」

　率直極まりない蓮也の言葉に、セリアが目を見開く。

「バ……わ──私が行っているのは互いのベストが尽くせる状況の構築です！　より高きを目指し、己を研けん鑚さんしようとするのは万人の願いなのではありませんか？」

「本気でそう口にしているのなら、お前は公明正大な慈悲深き聖女さまなんかじゃない。──正義の剣を振りかざしたただの偽善者だ」

　冷たく言い放たれた言葉が、セリアのまとう空気を一変させる。

「…………違う。私の知っている《不敗の王剣クラウン》はそんなことを言わない」

「当たり前だ。あいつとは違ってお前の知っている俺はお前の妄想だからな」

「──っ」

　はっきりと怒気をあらわにした《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は掲げた剣にこれまで以上の青いエフェクトをまとわせ、

「妄想はあなたのほうです！」

　足裏を爆発させた。

　反応速度上昇系スキルも使わず、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》もかくやの急接近。

《正義の分配ジヤツジメントデイール》使用時からさらに一段階ギアを上げた動きに。

《不敗の王剣》は完璧に対応してみせた。

　正面からの正道高速重斬を大剣ツーハンデツドソードで受け、受けたと同時に短剣へ変化。体を入れ替えつつうまく受け流すと、システムの抑制ぎりぎりの驚異的なタイミングで斬りあげを放ってきた《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》の手を片手剣で斬きる。

「つ……っ」

　わずかに狂った照準はすぐさま修正を施されるが、一瞬に満たないそのあいだに《不敗の王剣クラウン》はさらに身をよじって重苦しい一撃を紙一重でかわす。

　ブオンッという、細剣ではありえない重い風切り音を頬ほおに感じて再度短剣へと変化させると、死角からの切り返しに身を低くしながら横斬りを放った。

　視界を過よぎるダメージエフェクトを無視して、さらなる追撃を繰り出そうとした蓮れん也やは、その対象がバックステップからの大きな跳躍で距離をとったのを確認し、短く息を吐き出した。

「おおお！」「今《不敗の王剣クラウン》押してたんじゃね？」「《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》から退いたの、はじめてだよな」「え、さっきとなにが変わったの？」「クラウンクラウン！」

　観戦者オーデイエンスのコメントを透かし、蓮也は複雑な表情を浮かべる《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》を見やる。

　なにが起きたのかわからない。わからないが、素直に訊きくのは悔しい──そんな表情を浮かべているセリアに。

「納得がいかない、か？」

　蓮也はブレードの刃を肩に載せ、努めて余裕を漂わせる。

　そんな見え見えな挑発めいた蓮也の態度に、わかりやすく鋭い眼まな差ざしを向けてきたセリアは、低く呟つぶやいた。

「…………一度凌しのいだくらいでずいぶんな自信ですね」

「一度凌がれた程度でずいぶんと余裕がなくなったな」

「──っ」

　ぐっと押し黙ったセリアの考えていることが手に取るようにわかる。

　蓮れん也やはなぜ突然こちらの攻撃に対応できるようになったのか。

　反応すらできなかったはずなのに、どうして反撃まで──

「さっき、お前は集中力の増大という情報程度ではなにも変わらない、そう言ってたな」

　唐突に呟つぶやいた蓮也に、セリアが訝いぶかしげに細い眉まゆを寄せ、

「これがその答えだ」

　声と同時に蓮也が仕掛けた。

　正面からの瞬接。《幻影の兎姫ミラージユラビツト》には劣るが反応速度上昇系スキルを使用していないことを考えれば、十分な速度の接近は、当然のように《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》の反撃を──受けなかった。

　それどころか、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は一見するとなんの変哲もない正面からの斬ざん撃げきをそのまま喰くらう。

「はあ!?」「今度は《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》のほうが棒立ちかよ！」「意味わかんねえ！」

　半ばブーイングのような観戦者オーデイエンスの声とは裏腹に、セリアは驚きよう愕がくに目を見開く。

　セリアが喰らったのは、先ほど自分が繰り出した物理法則を超えた斬撃だったからだ。

「なぜ、あなたがそれを──」

「どうして俺がお前と同じことをできないと思った？」

　不敵に笑った蓮也に、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は慌てて反応速度上昇系スキルを使用して距離をとる。

「答えになっていません！」

　激情をあらわにした《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》に、《不敗の王剣クラウン》は冷徹に目を細める。

「さっき言っただろ」

《正義の分配ジヤツジメントデイール》は意図的に目の前の戦いに没頭させる。

　それは通常のプレイヤーにとっては過剰な集中力を供給し、冷静な思考力を失わせる弊害にしかならない。

　だが、もし日常的に過剰な集中力に晒さらされる人間がいたとしたら。

《超過集中Exceed Concentration》という、増大した集中力の使い道を知っているプレイヤーがいたとしたら──

「あいにくとタガを外すのは慣れてる」

「なに、言って……」

「なにって、戦いは楽しむためのものだろ？　お前も言ってたじゃないか。より高きを目指し、己を研けん鑚さんしようとするのは万人の願いだと」

「────」

「さあ──存分に楽しもうぜ」

　狂気的な色を帯びた瞳ひとみに、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は明確に怯ひるみ──それ以上に強い憤ふん怒ぬをまとって瞬接してきた。

　先ほどの速度をさらに超える瞬発。迷いのない、美しい正面からの一刀に、さしもの《不敗の王剣クラウン》もぎりぎりのところで剣を受ける。

　スキルを使う時間さえ惜しいと言わんばかりの激しい剣けん戟げき。物理法則に基づかず、ただシステムの制限だけが支配する空間で、過度な集中というブーストを施された二人の超人が、加速度的に斬ざん撃げきの速さを増していく。

　剣と剣がぶつかりあうたびに散るエフェクト。徐々に大きくなっていくそれらは、一撃の重みが増していることを否いや応おうもなく観みている者に伝え、それが一度も当たらないことにただただ驚嘆させる。

「すげー……」「いつまで続くんだよこれ……」「なにが起きてるのかよくわかんない」「ブレードリンクってこんなことまでできるのか……」

　剣の形状をめまぐるしく変化させ、手数と連撃に特化する《不敗の王剣クラウン》に対して、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》はあくまで正確無比、威力十分な一撃で応戦する。

　先ほどのように互いの虚を突くような飛躍的な一撃はないものの、常に先ほどより鋭く、速く、強烈にとの意識が、二人の戦いをかつてない領域へと誘いざなっていた。

「──はっ、楽しいなあ《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》！」

「認めない──認められない！　《不敗の王剣クラウン》!!」

　これ以上ないほど超常の戦闘を行っているにもかかわらず、決して意見の一致しない二人は、一度のクリーンヒットもなく、剣先がかすったり、剣波だけで体力ゲージを削っていく。

　そうして互いの体力がほぼ同時に一撃死もありえる危険水域へ達すると、薄氷の上でダンスを踊るような均衡は、あっけなく崩される。

　まるでそうなることを待っていたかのように、それまでセリアと互角だった蓮れん也やが飛躍的に加速したのだ。

「な……」

　物理法則どころか、システムの制限さえ超えるようなありえない動きに、圧倒された《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》が目を見開き。




「いつ俺が本気を出したと言った？」




　言葉と共に《不敗の王剣クラウン》が繰り出した、ただ速いだけの究極の連撃。

　それらを一身に浴びた《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は無様に敗北を喫した──そう思ったそのとき。




「それは困る」




　聞き覚えのある声と、見覚えのある姿。

　二人のあいだに割り入り、蓮れん也やの連撃を絶妙なタイミングで発動させたスキルで防いだ彼女は。

「……《双璧の従騎士セイブザメイデン》？」

　正確にはその片方、剣斧ハルバート使いの少女だ。

　先ほどまでとは一変して、不自然に表情のない少女は、そのまま慣れた手つきで剣斧ハルバートを頭の上で振り回すと。

「なぜあなたが──」

　なんということもなくセリアを貫いて。

「──ここ、に…………え？」

　腹部を裂くブレードと仲間だった従者を呆ぼう然ぜんと見つめたセリアは、次の瞬間膝ひざをついてその場に倒れ伏した。














七章　超えし者　Beyond The Ruler






　観戦者オーデイエンスからぶつけられたその日一番の怒号と悲鳴は、十秒と経たたずに消えた。

　同時に『乱入イントルーデイングされました』というシステム音声と共に朱しゆ天てん寺じ学がく園えんを模したフィールドが奇妙な歪ゆがみを伴って暗転し、その場にいた蓮れん也やたちプレイヤーを空虚な白一色の部屋へと移動させる。

　消える観客と拡張認識レイヤードリアル上のオフライン表記。

　以前舞まい花かと戦った際に使ったプライベートルームそっくりのその場所で、空虚な無表情のまま主人を手にかけた《双璧の従騎士剣斧使い》が立っている。

　彼女は、意識を失っているらしいセリアから自身のブレードを引くと、こちらに向き直った。

「《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》──セリアが、心酔している君に負けるのは具合が悪いんだ。場合によっては信じる神が変わってしまう可能性があるからね。それくらいなら同士討ちという形で納めてしまったほうがいい」

　どこまでもわからない言葉は、妙に耳慣れた口調で呟つぶやかれて。

「お前は……誰だれだ？」

　反射的に尋ねた蓮也に、少女は薄く笑い、その姿を変えていく。

　生物のメタモルフォーゼのようなグロテスクな変化ののち、そこに浮いていたのは。

「黒羽……!?」

　驚く舞花の声は蓮也の隣から発せられた。

　いつの間にか近くにいた舞花とユウリが、そろって驚きの表情を浮かべているのを見て、長い袖そでを蝶ちようの羽のように羽ばたかせ、きらきらと光る鱗りん粉ぷんを振りまく彼／彼女は、無機質な表情を浮かべたまま小首を傾かしげる。

「その反応を見ると、どうやら今の今まで気づいていなかったようだね」

「いつから……いえ、どうやって──」

　ユウリの浮ついたような声に、黒羽は言う。

「僕からすれば、君たちがそのような疑問を浮かべること自体が不思議だな。君たちは僕をなんだと思っているんだ？」

「なにって……」

「な、納得いきません！　システムに干渉してアバターを真ま似ねることはできても、ブレードだけは、唯一無二のものであるはずです！」

　強く言いつのったユウリに、黒羽は一度考え込むようなそぶりを見せたあと、右手をふわりとあげた。

「その問いには二つの仕方で答えることができる。一つ、《双璧の従騎士セイブザメイデン》の片方はログインした瞬間から僕だったから。二つ、仮想自我存在Figmentである僕はシステムに干渉するどころかシステムの一部なので、他人のブレードをそのままトレースすることができるから」

「な──」

　絶句せざるをえない現実に、この場で意識を保っている最後の一人──刺突剣レイピア使いが、震える声で呟つぶやいた。

「う、嘘うそ……なん、なんで……なんで──！」

　混乱の極致にあった彼女は、いまだ戦闘形態バトルモードを保ったままの刺突剣レイピア片手に、黒羽へと襲いかかり──鱗りん粉ぷんをまとった右腕が振られた次の瞬間、彼女の姿は虚空へと消きえ失うせた。

「強制ログアウト……？」

「少し違う。プレイヤー同士で行う強制ログアウトには対戦相手の同意が必要になる。僕が行ったのは支配者権限アルフアオーソリテイでの一方的な追放キツクアウトだ」

　支配者権限アルフアオーソリテイ。耳慣れないが、意味はわかる単語に、蓮れん也やはあらためて黒羽の口にした言葉を脳内で咀そ嚼しやくする。

　つまり、彼／彼女は──




「ようするに僕はブレードリンクの自律式メインパーソナルシステムＡＩの一部であり、平たく言ってしまえばブレードリンクという世界を内部から司る管理者の一人だ」




「ブレードリンクを司る、管理者──？」

　突拍子もないセリフ。

　だが、それを否定するには、あまりにも証拠が出で揃そろいすぎている。

　Ｒ２拡張現実でさえアバター姿で現れる仮想自我存在Figment。バトルの強制終了と観戦者オーデイエンスの強制退出、邪魔な人間の強制追放といった明らかにプレイヤーにはない能力の使用。そして──妃ひ継つぎが言っていた『ブレードリンクの完全な支配こそが黒羽の目的』という言葉。

「……管理者の一人と言ったな。他ほかの管理者はどうした？」

「蓮也……信じる、の？」

　信じることが信じられない、そう言わんばかりに声を絞った舞まい花かを尻しり目めに、蓮也はまっすぐ神の一人を見つめる。

　黒羽は薄く笑みの形に唇を歪ゆがめると、肩をすくめてみせた。

「残念ながら、このような形で顕現できたのは僕だけだ。その意味で、現在管理者は僕一人しか存在しない」

　それはつまり、黒羽一人の意思でブレードリンクの世界を自由にできる可能性が高いということで、蓮也たちにとっては考えられる限り最悪の事態だということ。

　まだセリアの《正義の分配ジヤツジメントデイール》に当てられているのか、はたまた『悪癖』が顔を出しただけなのか、熱く冷静に思考する蓮れん也やは、さりげなく周囲を確認し、いつでも動けるようにユウリと舞まい花かにメッセージを送ろうとして──思い直す。

　この状況で送るダイレクトメッセージもまた彼／彼女の管理下にあると仮定すれば、安易なことはできない。

「それで、管理者であり、ブレードリンクに関することであれば自由にできるはずのあなたの目的は、なんなのですか……？」

　率直なユウリの問いに、黒羽は目を細める。

「僕の目的は最初から最後まで変わっていない。『彼女』に出会ってその想おもいがより強くなっただけだ」

　暗く響く声に連動し、黒羽の鱗りん粉ぷんが倒れ伏したままのセリアに降りかかる。

　そうして彼女を包み込んだエフェクトは、見る間にその体力バーを回復させていった。

「……ん……」

　悩ましげな声と共に体を起こしたセリアは、頭を押さえながら周囲を見回して。

「だから『彼女』と再び会えるよう──君たちには協力してもらいたい」

　不意に声を跳ね上げた黒羽が、足下のセリアを思い切り蹴けりつけた。

「──がっ」

　頭を蹴られたセリアは、赤いエフェクトをまき散らしながらプライベートルームの白い床を転がる。

　三回転して受け身を取ると、蹴られた頭を押さえながら黒羽を見上げて。

「……っ、なにを──」

　敵意に満ちた強い眼まな差ざしはしかし、次の瞬間疑念と困惑に満ちたものに変わる。

「……？　こ、これは──え？」

　頭に触れ、何度も瞬まばたきをし、信じられないような表情で自身の手のひらを見つめた彼女は、

「い……痛い？」

　Ｒ３仮想現実ではありえないはずの言葉を口にして。

「それはうらやましいな」

　次の瞬間、音もなく背後に回った黒羽に指を踏みつぶされた。

「──あぁあぁあああぁぁっっ!!」

　自動音量調整が入るほどの絶叫。

　体力バーの微々たる減少と一致しない声に、蓮也たちは呆ぼう然ぜんと手を押さえるセリアと、そんな彼女を見下ろす黒羽を見つめる。

　黒羽はゆっくりとこちらを向くと、

「痛覚リムーバーを解除した。これで君たちを無慈悲な現実から守るシステムは働かない」

「無慈悲な、現実……？」

「痛みと死。現実自我存在君たちが忌避したいなによりの現象だろう？」

　淡々と告げた彼／彼女は、機械的な表情のまま、いまだ激痛に悶もだえるセリアを見下ろす。

「言ったはずだセリア。計画の遂行のみを考えるのであれば、正々堂々などというくだらないこだわりは捨てるべきだと」

「……ぁ……くっ、あ……あなたに、私の信念の……なにがっ」

「そんなもの理解するつもりもない」

　目を見開いたセリアに、黒羽の長い袖そでが鞭のようにしなって叩たたきつけられる。

「くぁっ」

　再び苦鳴を漏らしたセリアは、踏まれたままの手を抜くことができないらしく、

「痛い？」

　蹴けられ、殴られ、打たれ。

「それはうらやましい」

　叩かれ、捻ひねられ、折られ。

「うらやましい。うらやましい。本当にうらやましい──」

　一方的に暴力にさらされ続けて──

「もうやめてください!!」

　ユウリが声をあげるのと、蓮れん也やが動いたのはほぼ同時だった。

　なぜ黒羽が現れたのか、その目的はなんなのか、どうしてセリアをいたぶるのか──そういった思考をすべて投げ出して、ただまっすぐに一方的な暴力を振るう存在へ向かう。

　黒羽が顔を上げ、こちらを見ようとしたのを確認し、

「『縮しゆく地ち・光こう矢や』」

　高位の片手剣反応速度上昇系スキルを使用。急制動をかけると同時に右に跳び、正面を見る黒羽の死角に入る。

　そのままツーステップで距離を詰めた蓮也は、片手剣を短剣に変化させて、

「『燐りん火か迅じん衝しよう』！」

　必殺のタイミングで放たれたリンケージに、黒羽は一度もこちらを見ることなくひらりと浮遊することで避ける。

　必殺のリンケージをありえない行動で回避されるのは──蓮也たちの想定通りだった。

『舞まい花か！』

「『飛ひ足そく・流りゆう星せい』！」

　蓮也のダイレクトメッセージに反応して、高位の薙刀なぎなた技反応速度上昇系スキルを使った舞まい花かは、間髪入れずにセリアを救い出し、

「『バインドスネーク』！」

　すぐさま反転しようとした黒羽の足を、ユウリの伸ばした鞭が捕える。

　がくりと体勢を崩した黒羽は、鮮やかな救出のリンケージを見せた蓮れん也やたちに、目を細めた。

「なるほど。高度に卓越したクランは、メッセージでの意思疎通もせずに連携できるのか」

　巻き付くユウリの鞭を音もなく解除し、高度を下げた支配者は、興味深そうに口元に袖そでを当てる。

「──ということは、お前は俺たちのダイレクトメッセージを盗み見ることができるということだな」

　後退する舞花を護まもるように動いていた蓮也が鋭く突っ込む。

　今のは完全に蓮也の独断で行ったものだ。ダイレクトメッセージも舞花に送った端的な呼びかけだけで、具体的にどう動けとは指示していない。

　その上で、今意思疎通がなかったと断言したということは、黒羽には蓮也たちのダイレクトメッセージを確認する術すべがあるということだろう。

『つまり、わたしたちがこうしてダイレクトメッセージであの人の裏をかくことはできないということですか？』

「そのとおり、と答えておこう」

　ユウリが送った蓮也と舞花宛のダイレクトメッセージに答えて、黒羽はふわりと漂う。

「このアバターを使用している限り、僕にはおよそブレードリンクに関することであればあらゆる権限があると考えてもらっていい。もちろん、あえて使わない、あるいは使いたくないコマンドも存在する」

　それはようするに今使っていないだけで、実際には使えるようなものもあるということで、黒羽という支配者の権限の範囲というものを曖あい昧まいにする。

「……驚嘆する性格の悪さね」

　セリアを床に横たえた舞花が吐き捨て、黒羽は肩をすくめた。

「手の内をすべて明かすことになんの意味がある？──そこの、信念という抽象的な概念に溺おぼれた人間は手の内を明かすことで自己充足を図っていたようだが」

「まるでお前には信念がないとでも言いたげだな」

　蓮也の切り返しに、黒羽は小首を傾かしげて。

「僕に信念はない。あるのは願望だけだ」

「だからお前は仮想自我存在のままなんだよ」

　即座に返された言葉は、黒羽の目を大きく見開かせた。

「……その言い方では、まるで僕が仮想自我存在Figmentでありたくないと思っているように聞こえるな。訂正を求めよう《不敗の王剣クラウン》」

「その通りなのにどこを訂正する必要がある？　お前は仮想自我存在Figmentではなく、その先の存在──現実自我存在人間になりたいと思っている。痛みを感じるセリアにうらやましいと言ったのはその現れだ」

「違う。あれは僕が痛みというものを感じたことがないからで、純粋な興味として」

「だからその純粋な興味というのが、人間になりたいと思っているなによりの証拠だって言ってるんだよ」

　はっきり断言した蓮れん也やに、黒羽は顔をうつむかせると、ぽつぽつと呟つぶやく。

「……いいだろう《不敗の王剣クラウン》。君がそうまでして『彼女』を呼び出すための餌えさになりたいと言うのであれば──」

　顔を上げた黒羽は、目を剥むき、口を歪ゆがめて。

「これ以上ない苦痛をその身に与えてあげよう！」

　声と共にぶわりと両袖そでを振った黒羽は、一瞬でその身を《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》のそれへと変える。

　深緑色の軽鎧よろいに、剥きだしの両肩から広がるエフェクトでできた小さな黒い翼。

　蓮也の拡張認識レイヤードリアル上で、先ほどまではなかった黒羽の体力バーが伸びると同時に、『Ⅳ』の《刻印者ナンバーズ》《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》『ＥＲＷＩＮＳＣＲＯＷ』は、槍やり型ブレード《クアンタム》を手に、まっすぐ飛ひ翔しようしてきた。

「──！」

　本来ブレードリンクでは、跳躍はできても飛翔などという逸脱した非人間的な行動が取れるプレイヤーはいない。

　先ほどまでのその場での浮遊ではなく、速度を伴った攻撃的な飛行に、蓮也はわずかに反応が遅れた。

　その隙すきを見逃さず、黒羽が鋭く《クアンタム》を突き出す。

「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』！」

　反応速度上昇技から、ぎりぎりのところで突きをかわそうとした蓮也は、とっさの判断で《インディフィニット》を大剣ツーハンデツドソードに変化させて、回避ではなく防御に切り替える。

　果たして、黒羽のブレード《クアンタム》は、蓮也の目の前で突如一繋つなぎの複数の刃に分かたれると、鞭のようにしなった。

　小さな刃が身を削る痛みは無視して、後頭部を狙ねらう刃先のみを間一髪かわした蓮也は、大剣ツーハンデツドソードを片手剣に戻し、

「『リバースエクスキュート』！」

　ユウリの使用した目くらましの鞭技ウイツプスキル。舞まい花かが残りの刃を打ち払うのに乗じてその場から離脱する。

「先輩！」

　真っ先に声をかけてきたユウリにゆるくうなずき、蓮れん也やはその身を削った刃が確かに痛みを与えてきたことに顔をしかめる。

　ふと自身の体力バーを確認すると、すでに半分以下にまで減っていた。

　どうやらこのフィールドに移動させられた際の『乱入イントルーデイングされました』というアナウンスは、戦闘の引き継ぎを意味していたらしい。

　セリア戦で負ったダメージはそのままに、乱入者である黒羽を倒す。

　当然体力バーが底をつけば意識を失うというリスクはそのままだ。

　歯がみせざるを得ない状況に苦々しく顔を歪ゆがめると、黒羽は悠々とその場に浮いたまま言った。

「君にとって肉体的な痛みはさして重要ではない。それよりも、《不敗の王剣クラウン》の名が示すとおり、ブレードリンクでの公平な戦いにおいて完膚無き敗北を喫する──そのほうがこれ以上ない苦痛だろう？」

「これのどこが公平な戦いなのよ……！」

　怒りを隠さず呟つぶやいた舞まい花かに、緑の騎士は冷たく笑った。

「僕がブレードリンクの管理者だということを忘れたのか？　やろうと思えば即座に君たちの意識を奪って──」




「それは、うそ」




『乱入イントルーデイングしました』というシステム音声と共に響いた不意の声は、オフラインである以上ありえないはずの乱入者を意味して。

　驚きに目を見開いた蓮也たちは、目の前で浮いていた《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》が突如上空に現れた少女によってたたき落とされたことによって、言葉まで失う。

　もこもこのショールに、もこもこのホットパンツ。全身をふわふわの衣装で包んだ彼女は。

「妃ひ継つぎ──」

　かつて《最弱の百騎ナイツ》を組織した超級のハッカー『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』であり、現在はアイドルクラン《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》に身を寄せる『ＨＩＴＳＵＧ』こと芹せり川かわ妃継は、蓮也からかけられた声に、わずかに眉まゆを寄せて言った。

「千せん宮ぐう蓮也……だいじょうぶ？」

　気遣わしげな声に、蓮也は反射的にうなずきかけ、すぐにそれどころじゃないと思い直した。

「大丈夫かはこっちのセリフだ……なぜお前がここにいる！　あいつの目的は──」

「それもだいじょうぶ。だいたいのデータはうちこみおえたから」

「だいたいって……」

「それに、あの子はわたしがでてこないかぎり、みんなにひどいことをする」

「その通りだ」

　割り込む声。

「待ちわびたよ『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』」

　妃ひ継つぎに飛ばされたことなどなかったかのように、すでに浮遊していた黒羽が両手を広げる。

「ようやく僕に、僕の願望に共感してくれたようだね？」

　語尾をあげた黒羽に、妃継はその眠たげな目を細めた。

「とんだかんちがい」

「では、どうしてここに？　《不敗の王剣クラウン》が言いかけたように、僕の今の目的は君を──正確には君の持つシステムを発展させる技術を手に入れることだ。協力するつもりがないのであれば、無理矢理協力させるしかないことなど君はわかっているはずだが」

　すでに勝負は決した──そう言いたげな黒羽に、妃継は一度目を閉じると。

「もちろん──この前のりべんじをするため」

　静かな宣言と共に杖つえ型ブレード《スリープレスセプター》を横に倒した彼女は、展開されたキーボードを高速タイプし、その身に『完全無欠の鎧ナイトアーマー』をまとう。

《夜天の王ナイトロード》モード──。

　元相棒の取ったその行動に、黒羽はゆるやかに首を横に振る。

「残念だ『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』。それは──君らしくない悪手だ」

　背中の翼をひらめかせ、あっという間に《夜天の王ナイトロード》の下へと飛ひ翔しようした《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》は、容赦なく多節槍《クアンタム》を振るう。

　時に電光石火の直線的な突き、時に鞭のような曲線的な斬ざん撃げき。

　通常のプレイヤーであれば想像すらできない──仮想自我存在Figmentであるからこその物理法則から離れた攻撃に、《夜天の王ナイトロード》はデータを入力しさえすればオートガードを可能にする『完全無欠の鎧ナイトアーマー』によって的確に対処していた。

　スキルを発動させる間もない、半ばチート状態のプレイヤー同士の戦いに、蓮れん也やたちが介入の機会を窺うかがっていると。

『いまのうちにかんがえて』

　突然、妃継からダイレクトメッセージが飛んできた。

『黒羽から逃げるほうほうを』

　ふんだんに装飾文字の使用された二通のメッセージに。

　蓮れん也やは即座に感づいてユウリを見る。

　そうしてすでに解析を終えたらしいユウリが行動を開始するのを確認すると、薙刀なぎなたを構えた舞まい花かに視線を送る。

　蓮也の無言の問いかけに舞花がうなずくのと、喰くらうはずのない一撃を受けた《夜天の王ナイトロード》がこちらに飛ばされてくるのは同時だった。

「君の『フルカウントリフレクション』が不完全なことなど、僕に見抜けないわけがないだろう……『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』」

　呟つぶやき、すぐさまラッシュをかけようとこちらに向かってくる《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》に。

「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』」

「『飛ひ足そく・仙せん火か』」

《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は相次いで反応速度上昇系スキルを使用して、相対する。

「……君たちは『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』が言っていたとおり、逃げる算段をつけるべきじゃないのか」

　すでに興味を失ったような投げやりな発言と裏腹に、《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》は《クアンタム》を長い刃の鞭にし、一振りでまとめて搦からめ捕ろうとして──ぎりぎりのところで防がれる。

「なにを勘違いしているのか知らないが──」

「あたしたちが『ＨＩＴＳＵＧ』から受けたメッセージは、『装飾文字変換ツールを使えばダイレクトメッセージで意思疎通が図れる』だけど？」

「──なに？」

「できました！」

　声をあげたユウリから送られてきたのは、即興で作られた装飾文字暗号変換ツール。

　以前、ナイエに襲われた際に、妃ひ継つぎが作った装飾文字の暗号。その解読ツールは、ユウリレベルの技術者ハツカーなら容易に作ることができる。

　オンラインの、公式試合であれば、不正行為で即通報レベルの非公認ツールは、だからこそブレードリンクのほとんどのシステムを掌握している黒羽でさえ関知できない。

　蓮也たちは、たっぷりの装飾文字でデコレートした、傍はた目めには意味不明のダイレクトメッセージを送り、意思疎通を図る。

『黒羽の攻撃はすべて見切った』

「……了解、蓮也！」「わかりました先輩！」「りょうかい」

　字義通りではない内容で了解しあう蓮也たちを見て。

　ただ意思疎通がとれるようになったということだけで勝機を見いだしたような《ＣＲＯＷＮ－ＣＬＯＷＮＳ》を目にして──

　システム管理者は嗤った。




「君たちは──愚かだ」




　直後に起きた現象を、正確に認識できた人間は一人もいなかった。

　ただ《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》が何気なく振るった、最大限に分かたれた鞭の刃が──その場に斬撃の嵐を起こした。

《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》を中心として半径数十メートルにも及ぶ強烈な刃の雨。

　ほぼ一瞬で止やんだ『雨刃嵐斬テンペスト』が、希望を見いだしかけていた《ＣＲＯＷＮ－ＣＬＯＷＮＳ》の体力をほぼ完全に削りきった。

　大ダメージと、それに伴うとてつもない痛み。

　苦く悶もんの声と共に横たわるプレイヤーたちを見下ろして、支配者はつまらなそうに言う。

「これでもまだ僕の攻撃を見切れると言うなら……ツールでもなんでも使って向かってくるといい」

　超然としたその声に、蓮れん也やたちは立ち上がることもできず、激痛に声を殺してうつむく。

　体力ゲージの残量がどうという問題でもない。

　この状況は、絶望という言葉でもまだ足りない、完全に終わった状態──。

　そんな、悲ひ愴そう感のたゆたう空間で、戦闘開始時の違いから、唯一体力ゲージを三分の一ほど残していた少女が、ゆっくりと立ち上がる。

　黒羽に立ち向かうメンバーの中で最も小さく、それゆえに頼りない彼女は、半ば剥はがれかけた鎧よろいもそのままに、まっすぐ前を見た。

「……まだ、やれる」

　声を振り絞った少女に、神にも相応ふさわしい黒き翼の支配者は、目を細める。

「とんだ愚か者になりはてたな──『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』」

『完全無欠の鎧ナイトアーマー』が剥がれ、いまや小さなエフェクトをまとうだけになった妃ひ継つぎは、痛む右腕を押さえながら、一歩も退かない。

　左目を半ば以上閉じさせ、それでも声を張った。

「たとえ、まけるのだとしても……わたしはあなたにていこうする。ぜったいに……あなたの、いうとおりには、ならない」

　痛みのせいか、息も絶え絶えな妃継に。

「……君はもっと冷静だと思っていたが」

　黒羽はつまらなそうにそう言って。

「かんじょうを、あらわにしないからといって」

　首を横に振った妃継は、こめかみの痛みを振り払うように顔を上げる。

「なにもかんじていないわけじゃ──ない……っ」

　意志のこもったその言葉に。

　誰だれにも負けない強い感情に──

「『レッドチップ、スコール』!!」

　まだ立ち上がれてもいないユウリが叫んだ。

　膝立ちのまま鞭先を天に向かって──黒羽も超える高さに振り上げ、中空を打つと、細かな赤いエフェクトの雨が降り注いだ。

　反撃の狼煙のろしのようなその攻撃に、蓮れん也やがダイレクトメッセージを舞まい花かに飛ばす。

『痛みなど後で感じればいい』

　舞花が顔をあげ、あげた先で蓮也と目が合う。

『今動かずに──いつ動く！』

　そのメッセージが合図だったかのように、蓮也と舞花は弾はじかれたように立ち上がり、

「『縮しゆく地ち・光こう矢や』！」

「『飛ひ足そく・流りゆう星せい』！」

　高位の反応速度上昇系スキルを使用して、まっすぐ黒羽へと向かう。

「──自や棄けを起こしたか《ＣＲＯＷＮ－ＣＬＯＷＮＳ》！」

　迎え撃つ黒羽は、放たれればどうしようもない『雨刃嵐斬テンペスト』を使わなかった。

　すでに蓮也たちの体力は極小だ。

　この程度の行動を取る相手なら、どうとでもできる──そう思って、それゆえに、舞花が後ろに引いた薙刀なぎなたの柄を蓮也が握っていることに直前まで気づかなかった。

「──なに？」

『俺ごと薙刀を振るえ』

　蓮也がダイレクトメッセージに隠した真の意味。それをきちんと解析していた舞花は、かまわず蓮也ごと薙刀を振るう。

「はああああああ!!」

『縮地・光矢』＋『飛足・流星』＋《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の跳躍に薙刀の斬速。

　これ以上ないリンケージをつなげて、《不敗の王剣クラウン》はそれを放つ。




「『不定剣・明めい鏡きよう止し水すい』──！」




　スキルレベル10──オフラインだからこその超大技エンドスキル。

　技の隙すきを物理的な速度で無理矢理消し、必中の超至近距離で放ったそれは、狙ねらい通りに支配者を穿うがった。

「ぐうううう！」

　特大ダメージエフェクトと共に体力ゲージをごっそり減らした黒羽は、それでもありえない動きでカウンターの一撃を見舞う。

「やらせ──ないっ」

　いまだ技発動の硬直下にある蓮れん也やの後頭部を狙ねらった《クアンタム》の刃先は、舞まい花かが投とう擲てきした薙刀なぎなたによってぎりぎりのところで防がれた。

「兎と神がみ先輩！」

　投擲された薙刀はユウリが伸ばした鞭ウイツプによってすぐさま持ち主の手に戻り、舞花は薙刀を受け取った勢いもそのままに、無理な体勢の黒羽へと再度の接敵を試みる。

「──」

　だが、慢心で超大技エンドスキルを喰くらうという失態を犯した黒羽は完全に冷静だった。

　正面の舞花、その舞花をブラインドにするようにして時間差で近づく蓮也、そのサポートに回り、隙すきあらば一撃を入れようと画策するユウリまで正確に把握。

　舞花が振るった薙刀を刃の鞭で搦からめ捕ると、バランスを崩した舞花を蓮也に当て、その背後にいたユウリごと巻き込んで薙なぎはらう。

「──くっ」「──あぁっ」

　蓮也とユウリが吹き飛んだ一方で、その場に踏みとどまった舞花を確認すると、

「判断ミスだ」

《クアンタム》で舞花をこちら側に引き寄せ、空いている左手で思い切り顔を殴りつけた。

「っっ！」

　舞花の体力ゲージが目視不可能なほど減少し、それ以上にその小さな身体からだから繰り出したとは思えない重く強烈な一撃にたたらを踏んで、薙刀を取り落とす。

　──もらった。

　黒羽は《クアンタム》を手放し、よろめく舞花が立ち直る前により強烈な右手での二撃目を入れようとして。

「それを、待ってたわ」

　徒手の舞花が流れるように黒羽の右手を搦め捕る。

　兎神流合気術・流りゆう漸ぜん。

　仮想現実のフィールドで繰り出した古武術は、Ｒ１物理現実以上の威力をもって炸さく裂れつする。

　ゲージを減らしながら真白な床に二度叩たたきつけられた黒羽は、三度目の抱え上げから大きく投げ飛ばされ──

「『燐りん火か迅じん衝しよう』！」

　投げ飛ばされた先にいた蓮也が、逆手に持った短剣から必殺の一撃を放つ。

　完かん璧ぺきとしか言いようのないタイミングのリンケージ。

　決まれば黒羽の体力ゲージを削りきることも可能だった一撃はしかし、音もなく飛んできた槍やりによって妨げられた。

「な──」

　主の手にしっかりと収まったブレードはユウリや蓮れん也やの攻撃を弾はじき、挟撃しようとした舞まい花かの薙刀なぎなたをあっさりと捌さばいて。

「これで終わりか」

　黒羽がそう呟つぶやくと同時に。

「まだ……っ」

　より詳細なデータを入力した妃ひ継つぎが『完全無欠の鎧ナイトアーマー』をその身に纏まとって攻撃を仕掛けた。

　とっさに《クアンタム》を刃の鞭にした黒羽は、複雑にうごめく斬ざん撃げきのすべてをかわされ、それどころか蓮也たちに向けたものまで《夜天の王ナイトロード》に対応されて、彼女のそれが完成したことを理解する。

「これで、ちぇっくめいと──！」

　形勢逆転。

　妃継のそんな発言に、黒羽は酷薄に目を細めた。

「つくづく──愚かだ」

「──！　まず」

　い。蓮也がそう続ける前に、上昇した黒羽はそれを放った。

『雨刃嵐斬テンペスト』──。

　吹き荒れる刃の暴物風量は『完全無欠の鎧ナイトアーマー』の限界を超え、ユウリや舞花にも襲いかかる、前に。

「──先輩!?」

《インディフィニット》を手にした蓮也が、認識すら拒む速度の斬撃の雨を打ち払いはじめた。

　一撃でも喰くらえば、それで終わり。

　にもかかわらず、音を超え、光にさえ迫る速度で振るわれる攻撃に、千手の御仏となったかのように、斬きり、突き、捌き、弾き続け──

　いつ終わるともしれない斬撃の果てに、蓮也は暗く深い闇やみの底に、意識を落とした。





　　　†×†






　黒を黒で塗り固めたかのような空間。

　音も匂においも身体感覚すらない、明らかに現実のそれではない場所。

　冷静にそのことを認識した蓮也が最初に思ったのは、簡潔な事実だった。

　──負けたのか、俺は。

　二年前からずっと続けてきた無敗の伝説。

　いつしか周囲から呼ばれはじめ、一度も落とさずにずっと背負い続けてきた二つ名。

《不敗の王剣クラウン》。

　その二つ名を、ついに返上しなければならないときがきたらしい。

「……返上するとすれば、あいつ相手だと思ってたんだがな」

　ひとりごちた蓮れん也やは、ほんの少しの安あん堵どと寂しさに──途方もない悔しさを滲にじませて。




「やあ、蓮兄くん。残念なお知らせだ」




　不意に、聞こえてきた言葉。

　喜色に富んだ、ありえないはずの声が、頭の中で弾はじける。

「その気持ちを抱くには、まだ少し早い」

　真紅のドレスに黄金のティアラ。細いツインテールを揺らし、その小さな身体からだに不似合いな大おお鎌がまを手にした彼女は。

「──散ちる葉は」

　その名前を口にした瞬間、不敵な笑みを浮かべた幼なじみ──《斬虐の女王クイーン》兎と神がみ散葉が暗くら闇やみの中ではっきりと輪郭を持った。

「……なにをしにきた」

　反射的に言葉を投げると、

「邪魔をしに」

　闇やみの中にくっきりと描き出された散葉はそう言って不敵に微笑ほほえむと、すぐに肩を竦すくめ、薄く息を吐く。

「ずいぶんと苦戦しているようだね蓮兄くん」

　散葉が差し出した右手の上で、不意に音を伴ったカラフルな映像が映し出されるが、蓮也にはいくら見ても、聞いても、それがなんなのか理解できない。

「……クラクラする」

　顔をしかめながら映像から目を逸そらした蓮也に、散葉は「おやおや」といささか驚いたような表情を浮かべてから右手を握った。

　消える映像。

　再びの暗闇に、蓮也はほのかな安心を得る。

　そんな蓮也をどこか慈しむような表情で見ていた散葉は、こちらを向く視線に気づくと、再びイタズラする小悪魔のような笑みを浮かべた。

「さて、現実逃避したくなる気持ちもわかるけれど、あいにくと蓮兄くんはまだ戦う必要がある」

「……なにを言ってる」

　たった今負けたばかりだというのに。

　すべて終わったと言うのに──。

　蓮れん也やの訝しみに、散ちる葉ははすべて了解しているとばかりにうんうんとうなずいた。

「それが蓮兄くんはまだ負けていないんだ。というか、そもそも蓮兄くんが負けていないのはあくまで公式戦ランクマツチだけの話だろう？」

　まあ非公式戦で負けた相手もボクだけだけど。と、得意げに付け加えた散葉は、すぐにその表情を冷たいものに変化させる。

「蓮兄くんは、まだ負けていない。そして、諦あきらめてもいない。負けても諦めてもいないのに戦わない──そんなことを蓮兄くん自身は許せないはずだ」

　口調だけは穏やかに、淡々と続ける散葉に、蓮也は顔をうつむかせて沈黙する。

　頭の中に思い浮かぶのは逆接の言葉ばかりだ。

　けれど。だけど。しかし。だが──

「相手は強い？　戦うシステムそのもので倒しようがない？──違うね。違う違う。そうじゃない。そういうことじゃない」

　蓮也が思い浮かべた否定の言葉を軒並み否定し返して、散葉は言った。

「あれは、強くもズルくもない。単に──つまらないんだ」

　つまらない？

　蓮也が心で思ったことにうなずいて、一つ年下の幼なじみは年上の姉のように説く。

「そうだ。あれは、確かに蓮兄くんたちと同じ領域で戦っていない。蓮兄くんたちとは違う、一段大きな領域から、小さな領域の蓮兄くんたちを鼻で笑ってつついている。そんなつまらない相手に──蓮兄くんは負けられるのかな？」

　負けられる。可能かどうかという話をするのなら──不可能に決まっている。

　そもそも同じ土俵に立っていない相手と戦い、その上負けるなんて話は論外としか言いようがない。

　だが、現実に蓮也が直面しているのはその論外の状況で、事実として負けつつある。

　だったら、どうする。

　どうすれば、相手とまともに戦える？　なにをすれば、どこにいけば、どのような方法なら──。

　徐々に加速していく思考が、蓮也の目の前に広がる暗くら闇やみをも照らし出していく。

　光が闇を駆逐していくにつれて、後ろ手に組んで立つ散葉の姿も揺らいでいった。

「考える必要なんてないだろう？　だって──答えはここにあるじゃないか」

　蓮也の胸を指さす散葉。

　──汝なんじ自身を知れ。

　かつての散葉から告げられた言葉に、蓮也はその思考に至る。

　蓮れん也やの領域に引きずり込んだ蓮也の中の散ちる葉は。

　相手が自分と違う、一段大きな領域で戦っているなら──その領域を自分のものにすればいい。

「さあ、きみの不敗を見せてもらおう──蓮兄くん」

　視界に躍る、見覚えのあるペーパーナイフ。

　カッシャアアンという、ガラスが割れるような音と共に、蓮也の眼前で光が弾はじけた。





　　　†×†






　目覚めた蓮也が目にしたのは、床に倒れ伏すユウリと舞まい花か、そして黒羽に吊つるし上げられた妃ひ継つぎの姿で。

　認識すると同時に、身体からだは動いていた。

　立ったまま意識を失っていたらしい蓮也は、一切の予備動作なく、瞬間で黒羽の下へと辿たどりつくと、

「な──」

　驚きよう愕がくする黒羽に一刀を浴びせて、あっさりと妃継を奪還する。

　すぐさま放たれた反撃を、左腕に妃継を抱いたまま弾き、ついでとばかりにほんのわずかに剣先を黒羽に触れさせ、

「『閃せん剄けい白びやく夜や』」

　ビタのタイミングでスキルを放って、黒羽の体力バーを削りきった。

「──っ」

　体力がなくなっても意識を失わない仮想自我存在Figmentは、顔をゆがめた。

「《不敗の王剣クラウン》……やはり意識を失っていても放置すべきではなかった」

　その吐き捨てるような言葉に、蓮也は淡々と返す。

「そうだな。そして、それがお前の負けた理由だ」

「負けた？」

　意味がわからない。

　眉まゆをひそめただけの黒羽の前で、それ以上に意味のわからない現象が起きた。

「う…………え？」

「ん…………」

「…………これは」

　ユウリ、舞花、セリア。

　今の今まで意識を失っていたプレイヤーたちが目を覚まし、身体を起こしたのだ。

　怪け訝げんそうな彼女たちを尻しり目めに、蓮也は黒羽を見てダイレクトメッセージを送る。

『第二戦セカンドラウンドだ。お前の体力ゲージを削りきる直前に、オプションから弄いじらせてもらった』

「オプション……？」

『システム管理者の癖に知らないのか？　プライベートモードはプライオリティの順位はあるものの、参加プレイヤーであれば許される範囲で設定の変更ができる』

　蓮れん也やが行ったのは、デフォルトで先取決着だった勝負方法を二戦決着に変更したこと。

　ｖｅｒ．バージヨン１のトレーニングモードでもあったものだが、大部分のシステムを継承しているｖｅｒ．６でもちゃんと残っていた。

『まあ負ければ意識を失うというシステムがどう働くかは賭かけだったが……一戦目をとられて意識を失ったら二戦目ができないからな。敗者も復活という形で助かった』

　見れば、蓮也も含めた全員の体力ゲージが完全に回復している。その中には黒羽のそれも含まれていたが、元よりゲージの底をついても意識を失わないのなら関係ない。

　これで、本当の形勢逆転だ。

　淡々と述べる蓮也に、黒羽はぐっと歯を噛かみしめ──すぐにまた笑みを浮かべた。

「だからどうした？」

　強気の、言葉。

「なるほど確かにオプションは失念していた。そんな姑こ息そくな手段を取るとは夢にも思わなかったというのが本音だが。いずれにせよ、そのことについては非を認めよう。だが──」

　両手を広げた支配者は、滔とう々とうと言う。

「二戦目に入ったところで結果は同じ──一戦目の焼き直しを演じるだけだ。仮にまた《不敗の王剣クラウン》が卑ひ怯きような勝利を手にしたところで、僕の意識がなくなることは絶対にない」

　淡々とした言葉に笑みがこぼれる黒羽に、蓮也は。

「そんなわけないだろ」

　傲ごう然ぜんと否定して、不敵に笑い返す。

「言ったはずだ。お前は意識を失った俺の体力ゲージを削らず放置した。その結果敗北するんだと」

「戯ざれ言ごとを……！　ならばその方法を──」

「もう終わってる」

　その言葉の意味に気づくのに、黒羽は十数秒の時間を要し──その十数秒が劇的に世界を変えた。




『システムオーバーライト。すべての管理者権限が一時的に失効します』




　唐突に流れたシステム音声に黒羽は目を見開く。

　──上書きオーバーライト？

　そんな力を持っているのは──

　黒羽が見たのは蓮れん也やの抱きかかえた少女がキーボードを広げる姿と、その奥で鞭ウイツプ型ブレード《ナインライブズ》に淡い光をまとわせた銀髪の少女だ。

　銀髪の少女──祈いのり刃はユウリは、手にした鞭を掲げて言う。

「《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》『ＥＲＷＩＮＳＣＲＯＷ』。あなたを通して、ブレードリンクのシステムにアクセスさせていただきました」

「そんなことできるわけが──」

「できる」

　蓮也に抱きかかえられたままの妃ひ継つぎが、中空に浮いたキーボードをタイピングして、数字の羅列を表示する。

「あなたはじぶんのことをシステム管理者のひとりといっていた。ということは、そのけんげんは分割ができるということ」

「──！」

「『ＹＲ』が抜きだした、あなたのアクセスりれき。これをぎゃくたんちして、システムにこちらのＩＤをかませれば、あなたとおなじけんげんが得られる」

　妃継の干渉ハツキングと、ユウリの上書きオーバーライト。

　そして。

「そのアイデアはすべて先ほど先輩が送られたダイレクトメッセージに書かれていたものですが」

　装飾文字が満載のダイレクトメッセージと暗号解析ツール。

　ユウリに話を振られ、蓮也は一度目を閉じると、

「土俵が違うなら、同じ土俵に立たせればいい」

　静かに言って、目を開く。

「いずれにせよ──これでお前もただの一人のプレイヤーだ」

　妃継を下ろした蓮也は、伸ばした右手に《インディフィニット》を翻らせ、この上ない闘志を漲みなぎらせる。

　蓮也から戦闘の気概を投げつけられた黒羽は。

「……なるほど。なるほどだ《不敗の王剣クラウン》」

　暗く低く呟つぶやいて、その手の多節槍型ブレード《クアンタム》を突き出す。

「万事了解。僕の今の立場は君たちと同じ一プレイヤーだとしよう──それで？」

　高く跳ね上がる語尾。

　表情の端々に自信に満ちた笑みを迸ほとばしらせて、《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》は言う。

「僕のブレードは決して他者を寄せ付けず、何人が向かってこようと徹底的にまとめて斬きり刻む──それは君自身が、君たち自身が身を以もつて識っていることだろう？」

　高らかに言って、《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》は、最大限に伸びた刃の鞭を振るった。

　瞬間的に最高潮に達する『雨刃嵐斬テンペスト』。

　反射的に構えるユウリや舞まい花か、妃ひ継つぎ、射程内にいるからという理由だけでブレードを抜いたセリアまで視界に収めた黒羽は、その絶対的優越感に笑った。

「管理者の権限を制限しようが、一対四だろうが関係ない。この程度のことで僕に勝てるとでも──」




「思わないと、思うか？」




　声は黒羽の背後から聞こえた。

「な──」

　空高く飛ひ翔しようしているから、その背後を取ることなど不可能──そう考えたがゆえの唯一の死角は、ただ跳躍しただけの《不敗の王剣クラウン》にあっさりと突かれる。

　振り返る前に斬ざん撃げきを受け、地に落ちたと同時に追撃を喰くらいながら、黒羽の思考を埋めるのは、ありえないという言葉だった。

　システムの掌握者たる彼／彼女には、プレイヤーの限界が数値として把握できる。その数値上、飛翔した黒羽の高さに到達できるプレイヤーは存在しない。

　もちろん、数値以上の現象を起こす想像具現化という裏のシステムも存在するが、そんなものはまともな人間が意図的にコントロールできるものではない。

「……ありえない」

　──そうだ。偶然だ。

　偶然、何らかの拍子に想像具現化システムを引き出しただけ。

　呟つぶやき、そう考え直した《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》は、再度の飛翔、先ほどよりも高くへと飛び上がって──それよりも高く跳んだ《不敗の王剣》に大きく目を見開く。

「ありえないことなどない」

《不敗の王剣クラウン》は遥はるか高みから傲ごう然ぜんと言う。

「それがブレードリンクこの世界で──俺の知っている《不敗の王剣俺自身》だ」

「────」

　大上段からの一撃に、翼をもがれた空の支配者は体力バーもろとも絶対的なアイデンティティを打ち砕かれ、どこまでも堕おちていった──。





　　　†×†






　普通の人間が意識を手放すブレードリンクでの敗北は、やはり仮想自我存在Figmentには適用されなかった。

《不敗の王剣クラウン》の連撃を受け、体力を散らした後も、黒羽は平然と眼前に浮いている。

　だが、特別ではなくなったせいか、あるいは黒羽自身が負けを受け入れたためか、その存在は危うく揺らぎ、ひどいラグに包まれていた。

「……どうやらこれは僕という自我存在の消失に繋つながっているらしいな」

　元のアバター姿に戻った黒羽は、長い袖そでを悲しげに揺らして肩をすくめる。

「あるいは僕という自我をシステムのほうが消しにかかっているのかもしれない。いずれにせよ、ここで消えてしまうというのは──残念だな」

　諦あきらめた口調でそう口にする黒羽に、複雑な表情を浮かべた舞まい花かが言う。

「……自業自得ね」

「まったくだ。言葉もない」

　さばさばと言い切る口調に寂しさを読み取って、ユウリは声を震わせる。

「本当に、助からないんですか……？」

「まるで助かってほしいとでも言いたげな口調だな祈いのり刃はユウリ。君は相当のお人好よし──ふぬけであるらしい」

「なっ……、……」

　眉まゆをつり上げ、感情を昂ぶらせかけるが、すぐにそれが虚勢であることに気づいて眉まゆ尻じりを下げる。

　そんなユウリを見て、困ったように笑った黒羽は。

「そうやって、きょせいをはろうとしてもだめ」

「……ああ『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲ』。やはり君には見抜かれるな」

　妃ひ継つぎの指摘を大人しく認め、心底残念そうに言う。

「できれば君と、世界を支配してみたかった」

「…………支配じゃなければ、かんがえたかもしれない」

　小声で言った妃継に、黒羽は目を細めて。

「黒羽……」

　セリアが、辛つらそうな表情で話しかけてくるのを──両手で遮った。

「君との会話は拒否したい。たとえ今僕の自我が消失するのだとしても、僕は世界の支配を諦めたわけじゃないからね。君にとっても、僕との会話で変革を止めたい彼らに利するのは望むところではないだろう」

「…………わかりました」

　すぐに真剣な表情に戻ったセリアは、一度目を閉じると、

「では、一つだけ言わせてください」

　再び前を見据え、頭を下げる。

「すみませんでした。あなたの気持ちに気づくことができなくて」

「…………自分を痛めつけた相手に、その態度。君は一面において僕の同志だったけれど、最後まで好きになれなかった」

「……偽りのない言葉、ありがとうございます」

　再度頭を下げたセリアにため息を吐つき、いっそうラグのひどくなった黒羽は、一人違うところを見ている蓮れん也やへと向いた。

「君は別れの言葉をくれないのか《不敗の王剣クラウン》」

　率直なその言葉に、蓮也はちらりとそちらを見ると。

「……別れというのがぴんとこないな。本当にお前は消えるのか？」

「らしい言葉だ《不敗の王剣クラウン》。だが、残念ながら──あるいは君にとっては喜ばしいことに、今ここにいる僕が消えるのは確定事項だろう」

「……言い方が悪かったな」

　そう切り出して、蓮也は黒羽に向き直ると、ずっと思考していた内容を黒羽以上にストレートに言葉に乗せた。




「そもそもお前は本当に仮想自我存在なのか？」




　それは。

　蓮也が黒羽に会い、仮想自我存在Figmentであると本人の口から聞かされてなお──抱いていた疑問。

「……先輩？　それはいったいどういう──」

「根拠を上げていけばキリがない。まずそもそもの前提として仮想自我存在Figmentは机上の空論だ。まあ百歩譲って、こうして存在するから存在するという同語反復を認めたとしても、スマートに自己認識ができすぎている。それに、システムの管理者問題も引っかかるな」

「システムの管理者問題？」

「黒羽自身が言ったとおり、システムの管理者は複数存在する。にもかかわらず、自我を持ったのが黒羽だけなのはなぜだ？　なにが黒羽とそれ以外を分けた？　まったくの偶発的理由だと考えるよりは物理的な根拠の介在を考えるほうが明らかに自然だ」

　腕を組み、顔をうつむかせた蓮也はさらに続ける。

「また黒羽の持つ、世界を支配したいという目的も特殊だろう。これはなんらかの欠乏が起きていない限り起こりえない欲求だ。欠乏が生じるためには充足を経験するか、想像できなければならないが、どちらも現在のＡＩ技術では実現できていない」

「────」

「以上の点から、黒羽はＲ１物理現実にルーツを持つ人間の可能性が高い。それもなんらかの欠乏、生まれつきの疾患があり、長期間にわたって意識が覚かく醒せいしていないような──」

　そこまで語って、蓮れん也やは周囲が完全に呆あつ気けにとられていることに気づく。

　どうやら全開で『悪癖』が出ていたらしい。

「……あー、まあすべては本人に聞けばいいことだけどな」

　言って、黒羽を見ると、

「──は、はははっ」

　すでにラグで輪郭も定かでない彼／彼女は、無邪気に笑っていた。

　この場にいる全員がはじめて見る素直な黒羽の笑顔に、蓮也は目を見開き、すぐに合点がいったように口元をゆるめて、あえて真剣な口調で言った。

「もしお前が現実に肉体を持っていて、けれどその肉体がとても弱いものだとしたら」

「……だとしたら？」

「必ず見つけ出して、見舞いに行ってやる」

　短く一息。

「一度戦った相手だ。それくらいの義理はある」

　蓮也のまじめくさった言葉に、目を見張った黒羽は、破顔して。

「楽しみにしてる──」

　満足げにそう答えて、フィールドから──この世界から消えていった。
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　なし崩し的に《争奪戦ギヤンブルマツチ》を制し、蓮也たちが《世界変革計画プロジエクトシフト》への出場権を手に入れた翌日。蓮也、ユウリ、舞まい花か、妃ひ継つぎの四人は、都内のとある病院を訪れていた。

　病院に入った蓮也は、受付のあちこちでポップしたタグから、改めてここが国内有数の最先端医療施設であることを認識する。

　ユウリと妃継という、超がつくほど卓越した技術者ハツカーの手にかかれば、彼女の入院している病院を突き止めるのは容易だったらしい。

「ここまで簡単だと、元から知ってたんじゃないかと邪推したくなるな」

　蓮也の呟つぶやきを、右隣を歩く妃継が耳みみ聡ざとく拾い上げた。

「しんがい。そこまでいうなら、れいの動画をねっとにあっぷするのもやむをえない」

「……まだとっておいてたのか」

　例の動画というのは、以前妃継が学校見学と称して朱しゆ天てん寺じ学がく園えんに忍び込み、蓮也に学校案内をさせたときのものだ。端的に言って蓮也が妃継の下着を見ているのを映している。

「だいじな弱味。いざというときに役にたつ」

「今すぐ消せ」

「わかった。いますぐ祈いのり刃はユウリと舞まい花かにみせる」

「え？　なんですか？」

　妃ひ継つぎの言葉に折おり悪わるくユウリが反応して。

「──俺が悪かった」

　反射的に謝った蓮れん也やは、もしかすると最悪の人間に弱味を握られたのではないかと、真剣に考えはじめる。

　そんな蓮也を見て、小首を傾かしげたユウリは、すぐに別の話題を振ってきた。

「それにしても、先輩がそんなに気を回されるとは思っていませんでした」

　ユウリの視線は、蓮也が手にした花束に向けられている。

　その率直な疑問に、蓮也は今から見舞いに行く少女──蝶ちようのようにふわふわと漂っていた彼女の姿を思い浮かべた。

「蝶は花が好きだろ」

「…………そういうところが、本当に意外で、なにか納得がいかないです」

　ユウリは微妙に拗すねるように顔をそむけて、小さく呟つぶやく。

「まだ世界の改変もそのままなのに……」

　世界改変。そのフレーズを聞いた瞬間、蓮也は表情を引き締める。

「その件は帰ってから改めて話し合おう」

《世界変革計画プロジエクトシフト》に向けてのスケジュールも練り直さなければならない。それに散ちる葉はたちのクランの動向も気になる。考えるべきことは山ほどあるのだ。

　じっと考えこんだ蓮也に、ユウリが再度驚いたように目を見張り、顔をうつむけた。

「────きゅ、急にそんな真剣な顔をしても、納得しないですから……っ」

「……なにが？」

　意味がわからない。蓮也の抜けた反応に、ユウリは慌てたように舞花を向いて。

「兎と神がみ先輩もそう思われますよね？」

「…………」

「兎神先輩？」

「──え。あ、ご、ごめん、聞いてなかった……なに？」

「……いえ……なんでもないです」

　完全に上の空だった舞花に、ユウリのほうが驚いて言葉を濁してしまう。

　どういうわけか、舞花は昨日からずっとこんな調子だった。

　ユウリや妃継が声をかけても生返事ばかりで、ろくに会話ができない。

　かといって蓮也が声をかければ。

「大丈夫か舞花」

「────ぁ、ぅ……ぅん……」

　途端に顔を真っ赤にし、小声で答えてそそくさと離れていってしまう。

　明らかにおかしい。

　首を傾かしげた蓮れん也やは、ふと妃ひ継つぎがこちらを睨にらんでいることに気づいた。

「………………ほんとうに舞まい花かはかわいそう」

「は？　なんで舞花が──」

「でもしょうがない。すきになったら負け。ナイエも、…………も、かわいそう」

「おい……」

　あくまで無視を決め込む妃継にため息を一つ吐つくと、

「──ここ、ですね」

　ユウリの言葉に顔をあげた。





　　　†×†






　蓮也たちの前で黒羽と名乗っていた彼女は、生まれつき難病を患っていたらしい。

　性差すら意識することのない幼さで寝たきり生活となった彼女は、両親の意向で最先端のＱＤクオリアデバイス医療を受けることとなった。

　ブレードリンクの前身となる医療プログラムでアバター作成指示を受けたのか、あるいは偶発的な理由で迷い込んでしまったのかは定かではない。

　だが、ネット上にたゆたう膨大な知識を詰め込み、仮想世界で自我を覚かく醒せいさせた彼女は、一方的な思い込みから自身を仮想自我存在Figmentだと思い込んだ。

　そのままずっとそちら側に留まり、ブレードリンクでも意識を失うことがないレベルで物理的な拘束を脱してしまった彼女がようやく戻ってきた場所。

　それがこの病室だ。

　向こう側のアバターをなくした彼女は、ただ眠り続けているだけの物理現実に退屈しているのだろうか。

　もしそうであるのなら、蓮也たちが来ることで、少しでも気晴らしになればいい。

　らしくなく、そんなセンチメンタルなことを考えていた蓮也は、ノックをしてから病室に入って──

　固まった。

　病室奥に置かれたベッドと、そこに横たわる蓮也たちと同じ年ごろと思おぼしき痩やせた少女。

　ポップしたタグから彼女が黒羽だということがわかる。

　思った以上に美人で、それ以上に儚はかなさが際立つ外見に息を呑のんで、すぐに今はどうでもいいことだと気づく。

　どうでもよくないのは──

　彼女の傍らに座った青年と少女に見覚えがあり、かつ青年のほうが黒羽と思しき少女にブレードを突き刺していることだった。

　──ブレードは拡張認識レイヤードリアル上に存在する。

　だから、物理現実には影響がなくて、別に構わない──とは言えなかった。

　なぜなら、青年からポップしたタグにはこう表記されていたからだ。

　世良樹我光。

『第六機関シツクスオルガン』の長であり、ユウリの父親であるその名前が、まさにその人であることを、彼のすぐ隣に立つ少女がどうしようもなく証明する。




「──やあ蓮兄くん。それほど久しぶりじゃないね」




　そう言って兎と神がみ散ちる葉ははこの上なく不敵に笑った──。


〈了〉















あとがき

　スペースがなくてもめげない！　むしろスペースないからあとがき短くてすむ！　やった！……などとは断じて考えておりません。本当です。嘘うそです。刈かり野のミカタです。

　さて↓のページと素晴らしすぎる口絵をご覧ください。──はい、そういうことですね。

　ユウリや新キャラたちを抑えての露出に作者もびっくりです。かわいいのがいけない！

　本編のほうが比較的真面目まじめに進行していますので、こういったところで息抜きを──フルーツパンチ様のあんな絵やこんな絵が見たい──と思っております。

　ともあれ今巻ラストもアレですので、フルスロットルで次巻をお届けする所存です！

　以下謝辞タイムです。担当編集大おお類るい様。鞭むちを入れられないと走らない駄馬の刈野に密なご連絡＆ご提案、本当にありがとうございます！　もっともっとがんばります……！

　いつでも超速＆超絶クオリティのフルーツパンチ様。今巻の表紙絵をいただいた瞬間「あ、これハンパない」と思わず声に出していました。口絵はもちろんモノクロ絵まで一枚一枚語りたくなるほどのウルトラクオリティに、刈野は生きる希望を見出しました！

　また万ゆる木ぎ編集長をはじめ、大きな所から小さな所まで本書に携わって下さった方々。

　そして、ここまでお読みいただいた貴方あなた様にあらん限りの感謝を。

　また四巻でお会いできますように……！


刈野ミカタ



















　著者

　刈野ミカタ（かりの・みかた）

　　夕陽がきれいだ




　　訳：第五回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞でデビューさせていただきました。暑すぎるのは耐えられますが、寒すぎると死の危険を感じます。

　　ただ寒い日の朝、空気が澄んだ感じはとても綺麗で、これを見るためなら死んだっていい──などと思うことのできる人間になりたいです。




　イラスト

　フルーツパンチ

　　１月14日生まれ好きなものはゲーム・絵を描く事・小鳥、愛鳥のマンゴちゃんに相手をされない毎日を送ってます。スリスリ相手してほしいッピ
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